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　山から湖に向かって強い風が吹いたとき、露ろ露ろはちょうど風を遮さえぎるものがなにもない農道を、おとなたちから少し遅おくれて歩いていた。

「──うわっ！」

　突とつ風ぷうに足元をすくわれ、文字どおりころりと転がってしまう。

　先祖代々から子々孫々に至るまでの借しやつ金きん奴ど隷れいゆえの食しよく糧りよう事情の貧まずしさからか、四歳児にしては小さくか細い彼女には、おとなたちのように立ったまま風をやりすごすことができなかったのだ。

「露露、だいじょうぶ？」

　先行集団のなかから、露露の悲ひ鳴めいを聞きつけた母が安あん否ぴを問うてくる。だが、露露の耳に、それは届いていなかった。

「……」

　座すわり込んだまま、鼻はなをくんくんとうごめかす。いま露露の周まわりに、風が吹いた一いつ瞬しゆんだけ匂におったそれはない。

　露露は風かざ上かみを、山を見あげる。

　それ──露露の記き憶おくを妙みように刺し激げきする不ふ思し議ぎな香かおりは、どうやらそちらから運ばれてきたようだ。すぐに消えてしまったけれど、いつか嗅かいだことのある、甘くて優しい匂いだったのだ。

「よいっしょ」

　地面に手をついて、尻しりを高くあげてから立ちあがる。手についた砂すなを払いつつ、鼻を犬のように鳴らす。知っているのにわからないというのがどうにも歯がゆい。

　──なんの匂いだったっけ……？

　こうなると生来好奇心旺おう盛せいな彼女である。

　遠くで母が名まえを呼んでいても、早くこいと手て招まねいていても、

「──ちょっと露露！　だめよ、山に入っちゃ……!!」

　その匂いの元を探さぐることにためらいはなかった。

　午前中の仕事場である茶畑から、午後からの砂さ糖とう黍きび畑へ移動する借金奴隷たちが重く足を引きずるようにして作った農道の脇わきをそれ、繁しげみを割って山へ入る。

　途端、噎むせ返るほどの大量の匂いが、露露を襲おそった。

　腐くさった落ち葉の丸みと深みのある匂い。自生する茶の木の葉から香りたつ青あお臭くささ。楠くすのきの放つ香りの奥に、かすかに覗のぞく酸すっぱさ。土の匂いに紛まぎれ込む、むっとするような苔こけの匂い。今け朝さ方がたにでも通ったのだろう、鹿の蒸むしたような毛皮と糞ふんの臭におい……。

「……あれ？」

　一度に奇き襲しゆうをかけられて、露露は追っていた匂いを見失う。

「どっちからしたんだっけ、あの優しい匂い」

　嗅きゆう覚かくを研とぎ澄すませながら、露露は道なき道を進む。けして農道に戻もどろうとは思わないのが、彼女の彼女たるゆえんだろう。

　手に持って藪やぶを払って歩くのにちょうどいい枯かれ枝を拾い、「なんの匂い？　甘い匂い？　優しい匂い？　お乳ちちの匂い！」と適当な節ふし回まわしで歌っていたときだった。頭ず上じようで、ざああっ、と風伯かぜのかみが木々を揺ゆらしたのは。

　分かれていた森の匂いが、瞬時に入り混じる。それはいくつもの色しき彩さいが乱らん暴ぼうに混ぜ込まれた絵かい画がのようだった。青に赤、茶色に緑、そして白──見失っていた匂いが見つかった。

　と同時に別の、丸くて甘くて、かすかに塩っぽいいい匂いが、それを打ち消すように大量に届とどいたけれど。

「匂い、発見！」

　露露は、枯れ枝を捨てて走り出した──風上のほうへ。

　風上、風下の認にん識しきのない彼女が、本能的に見み出いだした匂いへの道は、いくつかの障しよう害がいを経へて、その少年へと延のびていた。

　小高い、湖を眺ながめるのにちょうどいいその丘で、彼は静かに笛を吹いていた（この笛の音ねも風に乗って届いていたはずだが、匂いを探ることに集中していた露露にはさっぱり聞こえていなかった）。

　突然あらわれた露露の姿に、彼は一瞬目を見開いた。が、己おのれの奏かなでる笛の音に惹ひかれた珍ちん客きやくとでも思ったのか、そのまま目を閉じて、笛を吹き続ける。

　しかし露露は、少年にも笛の音にも、まるで頓着しなかった。

　見失った匂いをふたたび見つけたときに、露露の鼻腔にいっしょに流れ込んできたいい匂いが、食べもののそれであると気づいてしまっていたからだ。

　おかげで、水っぽい粥かゆばかりではけして満足を覚おぼえない胃袋が、匂いに刺激され、すでにしくしく痛んでいた。

　目が、匂いの元──座った少年の腰のそばに置かれた小さな包みを凝ぎよう視しする。

「──食べ物、見つけたっ！」

「ええっ!?」

　持参したおむすびの入った包みに珍客が兎うさぎのように飛びついたのと、それに驚おどろいた少年が笛を取り落とし、そこを飛び離はなれるのは、ほとんど同時だった。

「え？　ええっ!?　見つけた……って、ええっ!?」

　混乱する少年の視界の中で、勝手に包みを開いた露露は、迷まよいなくおむすびにかぶりついた。

「うわあ、おいしいっ！　お米だあっっ!!」

　粥の入った椀わんの底に沈しずんでいるわずかな米粒しか見たことがなかった露露は、はじめての匂い、はじめての食感、そしてはじめて癒いやされる空くう腹ふくに、たまらず歓声をあげる──あげてから、わかった。いくつかの匂いのなか、少しずつ強まっているひとの匂いがあることに。

　ここには自分しかいないはず、そう思ってひとの匂いがするほうを見やれば、

「……おにいちゃん、誰だれ？」

　花はな梅うめが、はらはらとその花びらを風伯に投げかけるなか、美しい少年がとまどったように微ほほ笑えんでいた。

「寒かん月げつ──そのおむすびを持ってきたひとだよ」







　──あれからもう十年か……。

　風伯が運んだ花梅の匂いにいざなわれて少年と出で逢あった丘に、露露はひとり、来ていた。

　花の季節は通り過ぎ、丘を彩いろどるのは新緑のそればかり。見おろす湖面に夏の日差しが照り返す今日、露露は、生まれ育った村を離れるのだ。

　──覚えてるかな、あたしのこと。

　出逢ってから別れる日までの約二年間、ほとんど毎日をともに過ごした少年が、父親の仕事の都つ合ごうでふたたび都に帰ることになったその日に、ふたりきりで交かわした約束──、




（おとなになったら、必ず迎むかえに来るから。そのときは、ぼくのお嫁よめさんになってくれる？）




　迎えに来るのを待てなくて、結局こちらから押しかけることになってしまうけれど。

　──喜んでくれるよね、寒月？
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　露ろ露ろがはじめて景けい北ほくの都みやこにやってきたのは、一昨日おとといのことだった。

　とある理由から生まれ故こ郷きようの青せい桐どう村むらにいられなくなり、選せん宮きゆう女じよに応おう募ぼしたからだった。

　選宮女というのは、国を挙あげて行われる後こう宮きゆうで働く女たちを採用する制度のことで、もともとは北西の海を越えたところにある帝国の『美女狩り』に端を発する。

　とはいえ、小さな島国でのこと。膨ぼう大だいな人口、広大な土地を持つ帝国のように、国中から皇こう帝ていの妃きさきとしてありとあらゆる女を集めてしまっては、国内には男しかいなくなり、やがて国家としての形を保たもてなくなりかねない。

　そのことから、いつからかこの国には、選せん秀しゆう女じよと呼ばれる国王の后こう妃ひ計十名を選ぶ制度が三年に一度、その后妃に仕つかえる女によ官かんたちを雇やとい入れる選宮女が一年に一回、定期的に執とり行われることになったのだ。

　露露は、後こう者しやでの採用であった。

　──今日からあたしもいよいよ宮女、か。

　青桐村から三週間にも及ぶ長旅を終え、旅の途中で合流したほかの宮女見習いたちとともに、とある屋や敷しきに収容されたのは景北についた当日。生年月日と出身地から導みちびき出した吉きち日じつに後宮入りする決まりがあるため、その日がくるまで屋敷で待機しなければならなかったのだ。

　さいわいにして、露露は、そこに二日滞たい在ざいしただけで、入宮を許された。

　屋敷からは選宮女官に案内されて、ちょっとしたお屋敷の通用口のような門の前にやってくる。そこで選宮女官が、中に聞こえるように大きな咳せき払ばらいをひとつすると、扉とびらの向こうから「入れ」と声がかかった。

「その門の扉は開いている。自分で押して入りなさい」

　選宮女官が露露を振り返り、指示を出す。

　露露は頷うなずくと、扉を押し、門をくぐり、その前に広がっていた小さな庭に足を踏み入れた。

　背はい後ごは門、そして白しら壁かべがあり、庭を囲むようにひとの手がきちんと入った木が植わっている。眼がん前ぜんに横たわっているのは屋根のついた回かい廊ろうで、左右と奥のほうに延のびていて、その先はこの場所からは見えない。

　なので、ちょっとそこを覗のぞこうと足を踏ふみ出したとき、

「──ウオッホンッ！」

　とわざとらしい咳払いが聞こえて、露露は飛びあがりそうになった。

　おそるおそるそちらを見やると、その庭の片かた隅すみに粗そ末まつな机と椅い子すが置いてあり、そこに、ひとりの男が腰こしをおろしていた。選宮女官の咳払いに応じたひとのようだった。

　男は、官かん服ふくというのだろうか、都で見かけたどの男とも違う変わった形の服を着て、帽子をかぶり、目をつぶってじっとしている。よくよく見れば机の上にはなにやら帳面のようなものを開いて置いてあり、そばには筆と墨すみが揃そろえてあった。

　宮女見習いとしてこの門をくぐる露露たちを、確認する役についている官かん吏りなのかもしれない。

　──話しかけたほうがいいのかな……？

　とはいえ、男は咳払いをしたきり、ずっと石像のように身じろぎひとつしない。露露の視線を感じていないわけではないだろうが、声をかけてくるどころか目配せひとつ送ってこない。

　──ただ座すわってるだけなのかな……？

　露露の田舎いなかであれば話しかけても問題はないだろうが、ここは都で、しかも後宮だ。なにが無礼にあたり、どういう習いが行き渡っているのか皆かい目もくわからない。

　下へ手たに動いたり話しかけたりするよりは、と珍めずらしく露露は気を利きかせ、官吏が呼ぶのを待つことにしたのだ。

　──咳払いしたんだもん、声くらいはかけてくれるでしょ。

　だが、

「……」

「……」

「……」

「……」

　まるで我が慢まん比べをしているかのように、官吏は口を開かない。そのくせ内心腹を立てはじめていることは、強く臭においだしたその体たい臭しゆうで理解したが、

　──怒るくらいなら、なんとか言いなさいよっ！

　ここまでくると、露露もいい加減むきになっている。絶対にむこうに先に口を開かせてやると、官吏をにらみつける目に力を入れる。

　すました官吏の顔。しかし怒いかりに震ふるえているその口くち髭ひげ。肩も小こ刻きざみに揺ゆれていて、机がカタカタ音を立てはじめた。貧びん乏ぼうゆすりをしているようだ。

　やがて、

「い──、いい加減に名乗らんか、ばかものめ!!」

　そうやって感情を爆ばく発はつさせたのは官吏のほうだった。机の上に突つっ伏ぷし、悔くやしげに拳こぶしで机を叩たたきつける。

「小官、選宮女の調査官に任じられて早はや二十二年になるが、おまえのように名乗りもせず根こん比べを挑いどんでくるばかものは、生まれてはじめてだ！　なんたる侮ぶ辱じよく、なんたる屈くつ辱じよく!!」

　おまけに足もダンダンと踏み鳴らしていて、まるで癇かん癪しやくを起こした子どものようだ。

　露露は勝者となった余よ韻いんに浸ひたる間もなく、官吏のその言葉にあきれ返った。

「なによ！　名乗ればいいんなら、先にそう言ってよ。わざとらしい咳払いしたり、根比べしたり、すごい時間の無む駄だじゃない！」

「無駄？　無駄なものか！　普通の宮女見習いであれば、小官の咳払いにすぐさま机の前に走り寄り、名まえと出身地と紹しよう介かい者しやの名まえを報告にくるところだ！　それを、それをぉぉおッ!!」

「──ああ、名まえは柳りゆう露ろ。姓が柳で、名が露です」

「～～～～～っっ!!」

　官吏は、壊こわれてしまいかねない勢いきおいで机を何度も殴なぐりつけながら、声にならない声をあげて怒り続ける。

　さすがに露露もむきになりすぎたかもしれないが、この官吏の反応はおもしろすぎる。もっとからかってやりたくなったが、そのせいで後宮に職を得られなくなっては元も子もない。

　しおらしい態度で官吏の前に立ち、彼がその怒りを収めるのをおとなしく待った。

　やがて、態度をあらためた露露に気づいたのか、官吏は気持ちを落ちつけるように深呼吸を繰り返す。それでもまだ荒い息のなかで、ようよう仕事を再開させた。

「……で、出身は？」

　露露は素直に答えた。

「日にち月げつ湖この東側にある、青桐村です」

「紹介者は？」

「青桐村の村長を務つとめています、柳りゆう厚こう東とうです」

　ふむ、と官吏は頷いて、机の上の帳面をめくる。露露についての記述がされてあるところにくると、官吏は、そこに書き付けられていた数字を、性格のあらわれでた文字で紙片にきっちり書き込み、

「案内のものがくる。もうしばらく、この庭のなかで待っておれ」

　と言い残し、また石像のように目をつぶって黙だまり込んだ。

　露露とて、仕事をしている人間をむやみにからかうつもりはないし、この官吏とはどうにも相あい性しようが悪いことがわかったので、おとなしくその案内人が来るのを待つことにした──したのだが、半時ほど待っても、一向にその案内人の姿はない。

　──ちょっと待って、案内人って、いつ来るのよ……？

　後宮の門をくぐるときすでに夕刻だったのに、空は軽く橙だいだいを飛び越えて、紺こん色いろがかってきている。

「……あのぅ、」

　さっきのいまで声はかけづらいが、背に腹はかえられない。空くう腹ふくを訴うつたえる腹を押さえながら、官吏に声をかけてみるが、彼はなんの反応もしない。聞こえなかったのか、と少し声を張りあげる。

「あのう！」

　やはり、役人は身じろぎひとつしない。

　むっとした露露は官吏の座る机の前に仁に王おう立だちし、大声で言った。

「あのっ！　もしもしっ！　聞こえてますか!?」

　そこまでやると、さすがに無視できなくなったのだろう。うるさそうに顔をしかめて、ようよう官吏は口を開いた。

「なんだ、うるさいな」

「なんだじゃないでしょ？　もう半時は待ってるのに、なんでまだ案内のひとがこないわけ？　あたし、おなかすいたんですけど？」

「おまえが腹を減らせておろうが小便を漏もらしそうだろうが、おまえの姓せい名めいと出身地を聞き本人確認をし、割り当ての部屋を書き付けた時点で小官の仕事は終わっておる。案内人がこない理由は、案内人が来たときに、案内人自身に聞けばよいだろう」

　──なんですと？

　あきれて声が出なかった。

　一いつ瞬しゆん、根比べを挑んだ露露への嫌いやがらせかと思ったが、体臭も変わらないし、声の調子からもそういう感じではなさそうだ。

　──素す、で言ってるの……？

　気を取り直し、ふたたび尋たずねる。

「じゃあ、とっととその案内人を呼んできてくれませんか」

「言うたであろう。宮女見習いとして入宮するものの姓名と出身地、紹介者の名まえを聞くことで本人確認をし、前もって占うらないにより導き出した割り当ての部屋番号を紙片に書き込むことが、小官の仕事のすべてだ。そのほかのことは、そのほかの係がおる。互いの仕事の領りよう域いきを侵おかすことなど、ここではしてはならんのだ」

「そうしたら、その、案内人を呼ぶ係のひとを呼んできてよ！」

「わからぬ娘むすめだなっ！　それはもう小官の仕事ではないと言っておるのだ……」

「──なにを大きな声で騒さわいでいるのです？」

　わからず屋の官吏とふたたびちょっとした言い争いを繰り広げそうになったとき、突然ふたりのあいだに割って入るように、少し低めの凜りんとした涼しげな声が届いた。

「……？」

　露露がそちらを振り返ったのと、

「こ、これは蓮れん花か正せい妃ひさま!!」

　そういって官吏が立ちあがったのは、ほぼ同時のことだった。

　露露は官吏のほうを弾かれたように見、そしてあらためてその声の主を振りむいた。

　──このひとが、蓮花正妃……。

　その名まえは、待機していた屋敷のなかでさんざん聞かされたものだった。

　以前後宮に入っていた身内を持つという少女たちが、自分たちが目指すべき姿だと憧どう憬けいと尊そん敬けいを込めたまなざしで熱く語っていたのだ。

　南なん陽よう王おう国こくの玉ぎよく座ざを継つぐただひとりの王子を産んだ功績を認みとめられ、宮女として後宮入りをしながら王后の地位まで昇のぼりつめた彼女は、まるで十代の娘のように若く美しく見えた。

　高く結ゆいあげた闇やみに溶け込む黒くろ絹ぎぬの髪かみは、真しん珠じゆを数じゆ珠ず状じように繫つないだものを、ゆったりと巻きつけている。かんざしの類たぐいは挿さしておらず、ただ、季節はずれの真しん紅くの牡丹ぼたんのみが、唯ゆい一いつの色いろ味みであった。

　女性にしては背が高く、すらりとした肢し体たいを、古風な帝国ふうの衣い装しように包んでいる。蒸むし暑い夜にもかかわらず首元まできっちりと詰つめたそれは、彼女の表情が涼すずしげであるせいか、かえって禁きん欲よく的てきで、扇せん情じよう的てきで、昔話に伝え聞く天てん女によそのものであった。
















「おい、おまえ！　なにをぼーっとつっ立っておる！　膝ひざをつけ、顔を地に伏せぬか!!」

　惚ほうけたように正妃の姿を眺めていた露露に官吏が駆かけ寄り、無理やり座らせようとする。

「ちょ…、危ないじゃない！　座る、座るから引っ張らないでよっ！」

「──おやめなさい、わたくしはここに忍んできているのです。礼節は必要ありません。それに、その子はまだ後宮のなにも知らないのでしょう？　無知のものに、知っているものと同等に振る舞えなどと、無理を言うものではありませんよ」

　やわらかいが強い声でたしなめられ、官吏は露露から離れ、渋しぶ々しぶといったていで元の場所へ戻もどる。そして、また露露の存在など忘れてしまったかのように、目を閉じ、石像のごとく黙だまり込んだ。

「……ちょっとこら！　案内人を呼びなさいってば!!」

　さすがの田舎娘である露露でも、天女とみまごう正妃さまに直接話しかけるのははばかられた。ゆえに、石像と化した官吏にふたたび食ってかかるが、

「これ、もう許しておあげ」

　と正妃さまおんみずからそう言われると、やめざるをえない。

　彼女は蓮はすが夜風に吹かれたかのように微ほほ笑えむと、

「案内のものは、いま食事をしているのでしょう。ここで会ったのもなにかの縁えん。わたくしがそなたの入る部屋まで案内しましょう」

　と、回廊から庭へと降りてくる。

「な、んですと？」

「──な、なりません、正妃さま!!」

　とんでもない申し出に、官吏の石化も瞬時に解ける。

　だが正妃は頓とん着ちやくしたようすもなく、官吏のいる机の前まで歩み寄ると、数字を書き付けた紙片をすばやく拾いあげた。

「どうして？　わたくしには、部屋を正しく案内できない、とでも？」

「けして！　けしてそのようなことは!!　ですが、それでは……!!」

「あの……、だいじょうぶなんですか……？」

　互いの仕事の領域を侵すことをしてはならないのだと言われたばかりである。

　正妃に従うのは、案内人に仕事をさせないということだ。

　それによって案内役がどういう目にあうか想像もつかないが、官吏のあの徹底した態度を見れば、必ずしもよいことはないだろう。

　だが、くるりと背をむけ、いまにも歩きだそうとしていた後宮における最高権力者は、こともなげに言う。

「ここはわたくしが二十年も住む場所。後宮の誰だれよりも知っています。安心しておくれ」

「いや、あの……、そういうことじゃなくてですね、案内の……、」

　といえば、さすがに正妃も理解したようだった。

　軽く闇色の瞳ひとみを見開いて露露の顔をまじまじと見やると、すぐさま小さく微笑んで心得たとばかりにこくりと頷く。

「ここでの暮らしが長すぎて、気が回りませんでした。後宮内の人事は秀女と尚しよう宮きゆうが行うものだけれど、採決をくだすのはわたくしです。案内役にはなんのお咎とがめもないよう、わたくしのほうで申し伝えておきましょう。それならば、わたくしに案内をさせてくれますか？」

　空腹なのだ。断わる理由はない。
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　蓮れん花か正せい妃ひが歩くたびに起こす風に乗って、服に薫たき染しめられた香が露ろ露ろの許もとに届とどく。

　さすがは後宮のものだ。上品なそれはいくつかの香こう木ぼくや花、実を組み合わせて、より芳かんばしく香かおるよう作られている。涼りよう感かんすら覚えるその技に感心し、どのような組み合わせがその妙みようを生み出すのか、鼻をうごめかして元を探さぐる。

　──白びやく檀だんに……、甘かん松しよう香こう、かな？

　夕刻をすぎ、もはや夜といってもよい時間帯であるのに、夜や気きは熱を孕はらんで肌はだを汗ばませる。そんななかで聞く正妃の香は、官かん吏りに苛いら立だっていた気持ちを流していくようだった。

　そして、夜風に乗るのはなにも蓮花正妃の纏まとう香こう気きばかりではない。その声も、優しく露露の耳じ朶だを打つ。

「王宮は、大きく分けるとみっつの建物からなります。ひとつめは王宮、あるいは前宮と呼ばれるもので、こちらは王宮で働くものや市し井せいの民たみが訪おとずれる場所。ここにくるときに見たでしょう鳳ほう凰おう門もんからの道は、まっすぐにこの前宮まで延びています。ふたつめは内宮。国王陛へい下かの執しつ務む室しつや私室はこちらにあります。帝国からの遣つかいのかたや国内の貴族をおもてなしするのもこの内宮。ですから、あなたたち宮女の仕事場でもあります。みっつめが、ここ、後宮です。わたくしや秀女、あなたがたが起き居し、学び、働く場所」

「へえ……」

　いい匂においとここちよい声と、もの珍らしい後宮の内部のようすに心奪うばわれた露露は、つい礼を失した相あい槌づちを打つ。

　官吏のいたあの庭から延びた回廊のひとつを、正妃の案内でどれほどの時間を歩き続けているだろう。

　回廊を支える柱に取りつけられた角灯の火が、鈍にぶく飴あめ色いろに輝く板いた敷じきの回廊を照らすこともあれば、花の紋もん様ようを彫ほった石を階段状に積みあげた箇か所しよを静かに浮かびあがらせることもある。

　おかげで、その幻想的な世界に酔よいそうになる──酔ったのかもしれない。

　露露の生まれ故郷の青せい桐どう村むらには、山と畑と湖しかなかった。まばたきほどのあいだの春に、花はな梅うめの白や紅べにが山を彩いろどることはあったけれど、基本は緑と青の二色で世界は完成されていた。

　それなのに、村を離れてからこちらは初夏にあっても花は咲いていて、囀さえずりを響ひびかせている異国渡りの鳥は極ごく彩さい色しき。行きかうひとの服に赤や青の染せん料りようが見えはじめると、ついにはその頭とう髪はつも金やら茶やらと目に鮮あざやかとなってくる。それらは都に足を踏み入れた途端に倍増して、露露に襲おそいかかってきた。赤、青、緑に白、黒、茶、紫、黄、金……。

　おまけに色の洪水は同時に匂いまで引き連れていて、露露の鋭えい敏びんな鼻はなはここ数日に、ずいぶん酷こく使しされていたのだ。

　しかし、後宮の内は一転して、落ちついた色、落ちついた匂いの世界。

　緊きん張ちようし積み重ねていた疲ひ労ろうが、ゆっくり体外へ流れ出るようだった。

　──都って、案外疲つかれる場所なのね、寒かん月げつ。

　そんなふうにぼんやりと立ち止まり、庭の木を眺ながめていたら、

「──疲れてしまったの？」

「──っ？」

　突然鼓こ膜まくを震ふるわせて聞こえたその声に、露露ははっ、と我われに返った。いつのまにやら正妃が、歩を止め、振り返り、露露を気遣うように問うてきていたのだ。

　露露は一瞬呆ほうけたが、すぐにあわてて首を振った。それは正妃の問いへの答えであり、自身の疲れを振り払うためのものだった。

　露露は、心配そうに小首を傾かしげる正妃に、だいじょうぶだと笑ってみせた。

　正妃はもう一度だけ露露の体調を気遣うと、身を翻ひるがえし、ふたたび歩きはじめる。

「後宮は、山肌に沿うように作られています。ゆるやかな勾こう配ばいだから気がつかないでしょうけれど、これでも山腹ぐらいまでは歩いて登っているのよ」

「ああ、だからあの通用門から回廊ばっかりずるずる歩いてるんですね！　三週間も歩き通しで、そのうえコレですもん。やっぱりちょっとだいじょうぶじゃないかも……」

「三週間も？　二週間で来られる距きよ離りでしょう？」

　──あれ？

　やや語調を強めて問うてきた正妃に、露露はぱちくりと音がしそうなほど、目をまたたいてしまった。

　──なんで、二週間ってわかったんだろ……。

　そう疑問に思ったとき、さきほどの正妃と官吏のやりとりが蘇よみがえった。

　官吏の書付の中には、青桐村出身と書かれているはず。それが、露露の部屋番号の紙片を手にしたときにでも、目に入ったのだろう。

　景けい北ほくの都に青桐村のことを知っているひとがいるとは思っていなかったので、露露はうれしくなると同時に、この蓮花正妃というひとに親近感を覚おぼえた──覚えたから、それに気がついた。

　間近で見た正妃の瞳。切れ長の、夜よりも深い闇色のそれに、やわらかい光が映うつり込んでいる双そう眸ぼう……。

「……寒月の目に似てるんだ……」

　先に行く正妃の足が止まった。わずかばかりの間をおいて、彼女は露露を振り返る。そのこわばった表情に、露露はきょとんとする。

「……いま、なんと？」

「は？」

「いま、なんと言いました？」

　重ねて問われて、はっとした。心中に収めていたつもりが、我知らずのうちに口からまろびでていたらしい。

　あわてて、なんでもない、ただのひとりごとだと露露は繰り返した。

　そのさまがおかしかったのか、蓮花正妃はこわばらせていた表情をゆるめ、意地悪を口にする。

「かんげつ、と聞こえたけれど？」

「き、聞こえてたんですかっ!?」

「そのようすだと男の方の名まえのようね。……恋人？」

「こ、こここ恋人っ!?」

　露露は動転した。

　幼い頃に将来の約束はしたけれど、それによって現在の自分たちふたりの関係がどう呼ばれるものになるのか、考えたことがなかったのだ。なにせ、八年も逢あっていない。

「えーっと、その……、」

「恋人ではないの？」

　なんと説明すればよいのかと言葉を探していると、不ふ思し議ぎそうに細い首を傾けて正妃が畳たたみかけてくる。その闇色の瞳は楽しそうにきらきらと輝いていて、露露が答えない限り、どうにも解放するつもりはなさそうだ。

　露露は観かん念ねんした。

「恋人、ではありません。でも、結婚の約束をしています……」

「まあ！　それなら、どうして後宮に？　そのひとのこと、待っていなくてもいいの？」

　苦笑して首を振った。

「あたし、借しやつ金きん奴ど隷れいなんです。あのまま村にいたら、寒月が迎むかえに来る前に売られかねなくて……。だから、待つのはやめてあたしから逢いに行こう、彼を捜さがしに行こうって思ったんです。……後宮に入ったのも、寒月の家が景北にあると知っていたから、で──？」

　白く細い指が、す、と露露の唇くちびるを押さえた。その子どもにするような態度に、露露はひゅっと息を吞のんだ。

　闇色の双眸が、まっすぐに露露を射い抜ぬく。

「あなたはここに働きに来たのでしょう？　それならば、寒月という名まえをここでは口にしてはだめよ」

「え……？」

　その声が孕はらんだ脅おどしにも似たなにかを本能的に嗅かぎ取り、思わずわが身を抱いた露露に、正妃はふと雰ふん囲い気きを和なごめた。

「……長話はこれでおしまいにいたしましょう、ちょうどそなたの部屋も見えたことですし」

　そう言って、正妃はその細く白い手で回廊の右手に並びはじめた障しよう子じ戸どのひとつを指し示した。

　──あれが、あたしの部屋……。

　そちらに目を向けると、蓮花正妃が語りかける。

「後宮はあなたの知るどことも異ことなる世界です。理り不ふ尽じんな思いをすることもあるでしょう。納なつ得とくがいかぬと憤ふん慨がいすることもあるでしょう。だからこそ我がを抑おさえ、分ぶをわきまえ、一いつ生しよう懸けん命めいお仕つかえなさい。己おのれを知るものには、後宮は優しい場所ですから」

「……はい」

　──話をそらした……。

　まるで寒月の名を口にしてはいけない理由を言げん及きゆうされないように早々と話題を打ち切った正妃を振り返り、露露は疑念の目を向けた。

「──あの、」

　だが、正妃は超ちよう然ぜんとしていて、露露の疑問を拒絶する雰囲気を、やんわりとかもし出している。

　露露は問いかけるのを断念し、深々と頭をさげる。

「ここまでつれてきてくださって、ありがとうございました。身分が違いますので、もうお会いすることはないでしょうが、ほんとうに助かりました」

　正妃は、そのさげた頭上に、声をかけた。

「……ついでです、気になさらないで。それより、余計なことを考えず、しっかり働くのですよ？」

　──だめ押し……。

　露露が顔をあげたとき、蓮花正妃はすでに回廊の奥へと消えていくところだった。





３






　蓮れん花か正せい妃ひの放っていた涼しげな香りは、もう夜風のなかに嗅ぎとれなくなった。

　露ろ露ろは、荷物をぎゅっと握にぎり締めると、石畳の回廊を歩き出す。

　同じような障子戸が、坪つぼ庭にわを四角く囲んだ石畳の回廊に沿って並んでいた。そのうちの、十二、と番号の振られた札ふだのかかった部屋の前に立ち、小さく深呼吸をする。

　──この部屋が、あたしの部屋……。

　なかなか入る勇気がなく、この期ごに及んで自室よりも両りよう脇わきの部屋を、果ては坪庭を囲んだ部屋のすべてを気にして見回してしまう。

　不思議なことに、そのすべてに住人はいないようだった。

　明かりは落とされているし、生活臭もない。たまたま部屋を離れているのか、それともまだじゅうぶんにひとが集まっておらず、空あき部屋のままなのかはわからない。

　──この部屋全部が空き部屋のまま、っていうのはやだなぁ……。

　坪庭から届く虫の音にしっとりとした土と植物の匂いは、普段であれば、どちらも気分よく楽しめただろう。だが、いま露露は、怯おびえていた。音ね色いろも匂いも感じる余裕がなかったのだ。

　──なんだろう、この音……。

　この部屋の中からだけ、鋭く空気を切る音と、さらさらと流れるような衣きぬ擦ずれの音が、さっきからひっきりなしに聞こえてくるのだ。おまけに、そのあいまあいまに深い呼吸音が聞き取れ、痛いほどの緊張感がびりびりと肌を刺激し、汗の臭いが露露の鼻に届く。

　──なにしてるんだろ、なかのひと……!!

　屋敷に待機していた折に学んだ礼儀作法に、貴人の部屋に入るときには咳払いをし、自分が来たことを告げ入室の許可をもらう、というのがあった。

　だが、この部屋の中にいるのは、貴人ではない。露露の同どう輩はいだ。

　──同輩相手にも、やっぱり咳払いしなきゃならないわけ……？

　とはいえ、ここは、これから露露が後宮生活を過ごすための部屋だ。自分の部屋に入るのに、わざわざひとの許しを必要とするのはなにか違うような気がする。

　しかし、入室があとか先かで、ささやかでも意地の悪い階級差ができかねないのも女の子の性質のひとつだ。

　たまたま宮女として後宮入りを果たしていても、この同輩は露露のような田舎娘とは違う、どこかしら地方都市のお大だい尽じんの娘だったり、下級役人の娘だったりするのかもしれない。

　そういう生まれの子どもは、どういうわけかやたらと地位や身分というものを意識した言動をとることがあるのを、露露は経験上よく知っている。

　我を抑え、分をわきまえ、一生懸命働けと蓮花正妃は言ったが、万が一同室の少女がそのような狭きよう量りような娘だった場合でも、黙って耐たえねばならないのだろうか。己を知るものに後宮は優しいとも教えてもらったが、露露は自分が短気だと実によく知っている。

　そんなふうに出入り口で悶もん々もんとしていたからだろうか、

「──新しいひと？　お入りよ」

　いつのまにか奇妙な音と身を切るような緊張感は消えて、障しよう子じ戸どのむこうに差した影にそう声をかけられてしまった。

　──男の子みたいな、低い声。

　とはいえ、少女特有の甲かん高だかい声に比べたら、耳にここちよい。その声に励はげまされるようにして、「うん」と障子戸に手をかけたが、中の人物によって開かれたほうが若じやつ干かん早かった。

「…………」

　露露は、声を失った。

　少年のような声、それに似合った物言い。

　きっと中の人物は、健康的に日焼けした、ひと好きのする笑顔が似合う、どことなく男の子っぽい少女なのだろうと思っていたのに。

　──噓うそ……。

　蓮花正妃はまさに蓮のようにたおやかな美女だったが、目の前の少女は、

　──木もく蓮れん……。

　だったのだ。

　茶から黒へと移行する途中に金色を混ぜ込んだような不思議な色合いの、無む造ぞう作さに結ばれた髪に、琥こ珀はく色いろの切れ長の瞳。雪のように白い肌は、南陽人特有の淡たん黄こう色しよくのそれではない。白に紅べにを溶かし込んだような、どこまでも白い肌だ。

　そしてその、美少女というよりも美少年と称するほうがふさわしいような、凜々しい美び貌ぼう。

　呆けたように見あげる露露に、木蓮はくすぐったそうに微び笑しようする。

「お入りよ、風か邪ぜを引くよ？」

　その言葉に我に返った露露は、あわてて部屋に転ころがり込んだ。




　菱ひし形がたに整えられた石が綺き麗れいに敷き詰められた部屋は、露露の青桐村の家よりも広かった。

　奥の白い壁には明かり採とりの小さな窓とおめでたい飾りや絵が取りつけてあり、その下によっつの物入れが置いてある。部屋の両側には二段になった寝台が備そなえつけられていて、そのうちのひとつに、白い服がかけられていた。この少女のものだろう。

　どうやらこの部屋の住人は、まだこの木蓮だけのようだ。

　ぼんやりと部屋を眺めている露露の手から、同輩は荷物を抜き取る。

「まだこの部屋にはわたししかいないから、好きな物入れと寝台を使える。物入れ、どこにする？　ちなみにわたしは左端、左側の寝台の頭のところだ」

　服のかかった寝台のすぐそばだ。

「じゃ、じゃあ、その横で」

「ん」

　左からふたつめの物入れを開けて露露の荷物を丁てい寧ねいにしまうと、少女は露露を振り返る。

「かわいい衣装だね。見事な脚きやく線せん美びをしているから、とてもよく似合ってる」

　──な、なんですと!?

　まったく想像もしていなかった──そもそも美点とすら思っていなかった脚あしをそのように言われ、露露はびっくりした。太ふと腿ももがあらわになった丈たけの短い脚衣ズボンからすっきりと伸びた足を隠かくすように手で覆おおうが、

「隠さなくてもいいじゃないか、減るもんじゃなし」

　と残念そうに唇を尖とがらせられると、

　──減らなきゃいいってもんでもないような気がする……。

　困惑するほかなにもできない。

　そのうえ木蓮は、興きよう味み深ぶかそうに目をきらきらさせて、露露の体をなめるように上下に見やる。

「……特別体を鍛きたえたりはしていないよね？　よく歩くのかな？」

「え？　ええ？」

「ふくらはぎも太腿も、ずいぶん綺麗な筋肉のつきかたをしているね。お尻の位置も高いし、姿勢がいいから、背が高く見える」

「は？　あの……、」

「ちょっと肌が日焼けしているのが惜おしいけど、病的に生なまっ白ちろいよりずっと素敵だ。どこから来たの？」

「えと、あの、に、日にち月げつ湖このそばからで……」

「歩いて？　それはすごいな──って、ごめん、引いてるよね、いま」

「ちょ、ちょっと」

　木蓮がふと我に返ったように尋ねてきたので、露露は素直に肯こう定ていした。

　木蓮は苦笑いを浮かべた。

「男所帯で育ったからね。かわいい女の子には、どうも目線が男寄りだ。驚かせてごめん」

　確かに驚いたが、とりあえず、褒ほめられたようだし、敵意をむけられたわけでもないので、露露は首を振る。

　露露が緊張を解いたのを察したのだろう、木蓮は穏おだやかに微笑み、名乗った。

「トウコキョウ。コキョウでいい。わたしは二日ほどまえからここにいるよ」

「コキョウ……？」

「うん、虎とらに、愛あい嬌きようの嬌で虎こ嬌きよう。ぎりぎりで女らしい名まえだ」

　えへん、と胸を張るようにして、彼女は言う。

　確かに、これだけの美少女に虎とはまたずいぶん不ふ釣つり合あいだ。だが、彼女の言うとおり、嬌と後ろに続けることでぎりぎり女性らしさをとどめ、かえって猫科の動物特有のしなやかさを彷ほう彿ふつとさせる名になっていると思う。

　露露は素直に感心した。

「素敵な名まえですね。あなたにとてもぴったりだと思います」

「ありがとう、きみみたいなかわいいひとにそう言われると、無条件でうれしいものだね」

「……」

　この木蓮の育った男所帯は、ずいぶんと軟なん派ぱだったのだろう。さらりとそんなふうに言われて言葉を失っていると、実に自然に名を聞かれた。

「すばらしい脚線美のお嬢じようさん、きみの名まえは？」

「柳露……、露露、と呼ばれています」

「柳露？　それはまたずいぶん詩的な名まえだね。きみのご両親の教養の高さを思わせられるよ。わたしも、露露と呼んでも？」

　頷くと、高貴な木蓮が、ひと好きのする笑みを浮かべた。

「よろしく、露露」

　多少言動に問題があるとはいえ、虎嬌の、都に住む人間らしい洗練された姿に、露露は急に自分がこの景けい北ほくまで歩いて二週間もかかる場所から出てきた田舎娘であることを意識してしまった。

　──こんなひとと同室なんて……。

　恥はじ入りたい気持ちで、頭をさげる。

「よ、よろしくお願いいたします、虎嬌さま」

「あらたまらなくていいよ、同輩だろ？」

　露露は顔をあげた。

　虎嬌はやはり苦笑している。

　木蓮の雰囲気を持つ彼女には劣おとるけれど、露露も、せいいっぱいに微笑んでみせた。

「ありがとう──これから、よろし……」

「──グー」

　挨あい拶さつにかぶるように、露露のおなかが盛大になった。すっかり忘れていたが、空腹だったのだ。

「……」

「……」

　虎嬌が目を見開いて、言葉もなく露露を見る。

　露露はばっとおなかを両りよう腕うでで隠しながら、いますぐこの場を逃げ出したいほどの羞しゆう恥ちに晒された。




















４






　南陽王国が、百五十年前に亜児美耶ああるすめいや国から独立する以前より、その悪習は存在していた。借金奴隷、という悪習である。

　もともとは、広大な土地を持つ雇こ用よう主ぬしが小こ作さく人にんを雇い入れ働かせるといった、どの国にでもある農業体系だったようだ。それが、いつの頃からか、小作人は雇用主から膨ぼう大だいな借金を背せ負おわされるようになり、気がつけば先せん祖ぞ代々、借金によって隷れい属ぞくされる奴隷となっていたのだ。露ろ露ろもまた例外ではなく、青せい桐どう村むらを治おさめる村長の借金奴隷のひとりであった。

　だが、露露は、寒月との約束を果たすためにその生活から抜け出し、後宮に入ることを選んだのである。

　本格的に宮女見習いとしての生活がはじまるまえに、後宮での仕事を説明する集つどいがあったのは、露露たちの両脇の部屋がぽつぽつと埋うまった二日後のことだった。

　そのあいだには特にこれといってすべきこともなく、屋敷でいっしょだった少女たちや同じ区画──坪庭を取り囲んだ四面の部屋のことで、ほかにも同じような区画がいくつか存在する──に住む同輩たちに挨拶をして親交を深めたり、簡単に後宮のなかを探索したり、時折顔を覗かせる、「内ない人じん」と呼ばれる露露たちが見習いを終えたときに授さずけられる呼称を持つ先輩格に後宮生活のしきたりを学んだりしてすごしていた。

　だから、見習い全員が一堂に会したのは、このときがはじめてだったのだ。

「……あたしたちの部屋、四人部屋なのにふたりで使ってるから、あんまり採用がなかったんだと思ってたのに。結構いたのね、宮女見習い」

　後宮のなかにある大広間に集められた同輩の数は、およそ百を越えていただろう。概おおむね露露と同じ年頃の少女ばかりだったが、二十歳に届きそうなおとなびた娘もいれば、十を越えてさえいないのではと思われるような、童女の姿もあった。

　それぞれが板張りの床の上に思い思いに座り、説明役の登場を待ちながら、のんきにおしゃべりに興きようじている。

　それらを感心して眺めやると、露露は隣となりに腰をおろした虎こ嬌きように話しかけた。

　虎嬌は頷く。

「部屋の割り当ては占いで決めていたはずだから、これだけひとがいても、わたしたちと相性の合う子は、ほかにいなかったようだね」

「……それって、言い換えれば、あたしが問題児ってこと？　あんたが問題児ってこと？　それともふたりとも問題児ってこと？」

「わたしときみが誰も邪じや魔まできない運命の仲、ってことじゃないかな？」

「なんで部屋は占いで決めたのに、仕事は占いで決めないのかな」

「やりたいこととできることは違うから、だろ？」

　美形の虎嬌の軟派な言動には、この二日で露露は慣れていた。軽く受け流して別の話題を振ると、虎嬌も虎嬌ですぐに乗ってくる。

「やりたいことと、できること？」

　借金奴隷である露露や両親、青桐村の村人たちには、茶や砂さ糖とう黍きび畑の仕事がやりたいことなのかできることなのかを考える暇ひまはなかった。ゆえに、その言葉を理解しかねて繰り返すと、虎嬌は丁寧に教えてくれた。

「いくらむいている仕事についても、本人にまるでやる気がなかったらそれは不幸だし、本人にとっても周囲にとっても迷めい惑わくな話だ。でも、たとえむいていない仕事でも、やりたいという気持ちで能力を補おぎなえば、なんとかなるのが内人の仕事なんだ。ま、才さい人じん、美び人じん、姱か人じんとつぎつぎに出世してしまえばやる気ではどうにもならないことも出てくるかもしれないけれど、その頃にはもう経験で補える」

　虎嬌は、露露のなかにある不安に気づいていたのかもしれない。安心させるようにぽんぽん、と頭を叩く。

　正直にいうと、露露には自信がない。

　家族全員、ひいては先祖代々の借金を完済すると勇ましく村を離れ後宮へとやってきたが、露露にはひとと渡り合える技術も器もない。見習い期間は給料がないというから早いうちに内人に昇格したいが、料理も掃そう除じも裁さい縫ほうも計算も苦手なのだ。

　それだけではない。

　借金を返すこと、なによりも初恋の少年である寒かん月げつと再会すること。

　それ以外に目的を持っていなかったから、いざ後宮でやりたいことを見つけろといわれても、まったく思いつかない。宮女として自分にできそうなことが、なにひとつ思い浮かばない。

「……不安になって、勝手に落ち込むのはまだ少し早いよ、露露。仕事の内容はこれから判明していくんだし、むっつの尚しかないといっても尚のなかで仕事は細分化されているんだろうし、なにより、やりたくなくてもできなくても、生きるためにやらなければならないなら、覚かく悟ごを決めてするしかないんだから」

「うん……、そうだね」

　ひとつだけ年長である虎嬌が、わりきったことを言う。それに露露が同意したとき、周囲のおしゃべりが潮しおが引くようにさっと引いた。どうやら説明役があらわれたらしい。

　ふたりは揃って前を向き、先輩格の内人の言葉を聞くことにした。

　後宮には、大きく分けて尚しよう宮きゆう、尚しよう儀ぎ、尚しよう服ふく、尚しよう食しよく、尚しよう寝しん、そして尚しよう功こうというむっつの職場がある。

　最初に説明する役目を与えられていたのは、そのうちの尚食、つまり後宮内の食事や料理を担当する部ぶ署しよの内人だった。

　尚食はなかなか重労働のため、いちばん人数を必要とするのだろう。定員を五十と振って、こんなふうに語りはじめる。

「いいこと？　わたしたちは、この後宮のなかで、いちばん遅おそくにお食事をいただくことになっています。内宮で、わたしたち尚食に属する宮女たちが、国王陛下と王子さまにお食事をご用意いたしますが、このお食事は一度に二百人分以上お作りします。それをおふたりがまずお召めしあがりになり、残されたものを王后陛下や王家のかたがたと、国王陛下にお仕えする高級官かん僚りようのみなさまがお分けになります。そこで残されたものを、今度は前宮と後宮に分けて運び、前宮ではほかの格下の官僚が、後宮では三さん妃ひ六ろつ嬪ぴんのみなさまがそれぞれにお召しあがりになります。それからようやくわたしたち宮女の食事の時間になりますが、はっきりいってこの頃にはさほどまともなものが残っていません！」

　この瞬間、話を聞いていた宮女見習いたちのなかからざわめきがあがった。もちろん、

「なんですと!?」

　露露も例外ではない。

　村長の借金奴隷として、常に味のない粥かゆと具なし汁物の食生活を送ってきたのだ。後宮に入れば少しくらい白米にありつけるかと期待していたのに、国王陛下からの授かりもの──ひらたくいえば、残飯ですら口にできないというのか!!

　同じように悲ひ鳴めいをあげ、絶望に打ちひしがれる何十人かの見習いは、露露の同志だ。

　きっとその話を平然と聞いている虎嬌には、この苦しみは理解できないはず。食事のない食卓を見たとき、はじめて彼女たちにもこの飢うえに怯える気持ちがわかるのだ……。

　そんなふうに見習いたちが落ち込んでいくのを見越していたのか、尚食の内人はにやりと笑い、力強く言った。

「ですが、安心なさい！　厨ちゆう房ぼうを握っているのはわれわれ尚食の宮女！　つまりわたしたちが食卓につくとき、食卓に並んでいるのは、国王陛下の残飯ではありません！　わたしたちが、わたしたちにより、わたしたちのために作った食事なのです!!」

「おおおおおっっ!!」

　打ちひしがれていた見習いたちがいっせいに歓声をあげる。露露も思わず身を乗り出し、拍はく手しゆをしてその先輩格を褒め称たたえた。

「湯ゆ気げの立つ、白米！」

「おおっ！」

「熱々の汁物！」

「おおっ！」

「汁の滴したたる、肉！」

「おおおっ!!」

「さあみんな、尚食内人へおいで!!　つまみ食いのし放題よ!!」

「おおおおおおっっ!!」

「尚食内人万ばん歳ざい!?」

「尚食内人万歳っっ!!」

　ほかの見習いたちとともに我を忘れて呼応する露露に、名を呼んで、落ちつくよう促うながした虎嬌のまなざしは、恥じ入りたいほど生暖かかった。

「…………ごめん」

「おいしい食べものの前には、ひとはみなひとであることを忘れるものさ」

　見習いたちの士し気きをあげる役目も担になっていたらしく、無事にそれらの任務を果たした尚食の内人が、見習いたちの万ばん雷らいの拍手で送られながら、大広間の脇に控ひかえていた内人たちの群れのなかへ戻る。

　入れ違いに見習いたちの前に出てきたのは、尚服の内人だった。

　ふくよかで、晴れ晴れとした笑顔のよく似合うその内人は、尚服での仕事の内容をより身近に感じて欲しかったらしく、

「尚服でのお仕事は、後宮においでになるみなさまのお召しものを仕立てたり、お洗せん濯たくさせていただくことが中心です。みなさまのなかにも、後宮でのお勤つとめを終えたあとにお輿こし入いれなさるかたは多いと思います。そのとき、よき妻つま、よき母となるために、ぜひ、尚服で技術を身につけてください」

　と説明した。

　そのため、ずいぶんと不評をこうむったようだ。

「……ようするに家事労働の延長でしょ？」

「かあさんみたいな人生を送りたくないからここに来たのに、なんでわざわざ裁さい縫ほうなんかしなきゃいけないわけ？」

　露露の周辺でそんな声が聞こえたとおり、内人が仲間の許もとへ戻るときに起こった拍手は、ずいぶんと寂さびしいものだった。

　続いて説明にあらわれたのは尚儀であった。

「……尚儀って？」

「儀、だから、儀ぎ典てんのことかな？　外国の使者を歓かん待たいしたり、貴族の昇進を祝いわったりする際に、場を盛りあげる役目の尚だよ。簡単にいえば、接待要員」

「なるほど、だから無駄に美人なんだ、あの内人」

「露露も、彼女に負けてないよ？　むしろきみのほうが美人だと、わたしは押すね」

「初任給で眼め鏡がねを買うことをおすすめするわ虎嬌」

　虎嬌の言葉はともかく、接待要員と揶や揄ゆされるだけはあって、尚儀はさすがに美貌の主ぬしを説明役に派は遣けんしていた。ある意味、「あたしと張り合えるくらいの顔じゃないと務まらないわよふふん」という牽けん制せいなのだろう。

　しかも、美貌の尚儀内人は、端はなから説明を放ほう棄きしていた。

「実は、あたくし、あなたがた見習いが一人前になるのを待って、結婚退職いたしますの」

「おおおおっ!?」

　突然はじまった自じ慢まん話に、見習いだけでなく、説明のために集まっていたほかの尚の内人や、見習いたちをまとめるためにやってきていた尚宮の姱人たちもが驚きよう愕がくの声をあげた。

「相手は、兵ひよう部ぶ侍じ郎ろうの崔さい龍りゆう傑けつさまとおっしゃいまして、」

　この瞬間、内人のひとりが悲鳴をあげた。その崔龍傑とやらに想いを寄せていたのかもしれない。

「近々尚しよう書しよにおなりあそばされるのではとのお噂うわさのある、たいへん素敵な殿との方がたですの」

　服装からすると、泣き出したのはどうやら尚寝の内人らしく、所属する尚によってその後の明暗がはっきりしてしまった残ざん酷こくな絵がそこに描えがかれていた。

「うわー」

　思わず漏らした露露に、虎嬌がすました顔で言う。

「兵部侍郎っていっても、せいぜいが小さな田舎町のお役人と同等。後宮の階級でいえば、宮女ではないけど、かぎりなく宮女に近い秀女って感じだね。個人的には威い張ばれる相手とは思わないけれど、ま、おめでたいことだ」

「……虎嬌」

　内人の自慢は続いている。

「ですから、よい殿方と出逢い、幸せな結婚をするために、あたくしたちは日夜舞まいや歌のお稽けい古こをし、礼儀作さ法ほうを学び、自分をより美しく見せるお勉強をするといっても過か言ごんではありません。女と生まれたからには、幸せな結婚をしたいでしょう？」

「はいっ！」

　露露と虎嬌を除のぞく、ほとんどの見習いたちがころころとした愛らしい声で返事をした。

　行き着く先は良りよう妻さい賢けん母ぼという尚服の未来とさほどかわりがないが、玉の輿を狙ねらえる──しかも実績あり──ということが、少女たちに夢を与えたようだ。

　なので、そのあとに続いた尚宮、尚功の仕事内容はほとんど聞き流され、最後に登場した失恋したばかりの尚寝の内人にいたっては、失笑をもって迎えられたのである。




「明日の朝もう一度ここに集まり、それぞれが希望する尚を聞きます。募集人数と希望者の数によっては調整することもありますので、必ずしも第一希望の尚に入れるとは限りません。そのことをよく考えて、自分が進むべき尚を、やり遂とげたい仕事を選ぶように。以上！」

　後宮内の人事を取り扱う尚宮の中で、新人教育を担当している高こう秀しゆう娟けんという三十歳半ばぐらいの姱人がそのように締しめくくって、解散が告げられた。

「帰ろう」

　無邪気にお互いの進路を意見しあう少女たちの波に乗って、露露は虎嬌と連れ立って部屋に戻る。

　その途中途中で、虎嬌は、「希望する尚はどこ？」だの「いっしょにどこどこへ進まない？」だの見習いたちに言われ、挙あげ句くの果てには先輩格の内人にまで「うちにいらっしゃいな」と呼び止められていた。みな虎嬌の木蓮のような美貌にだまされているのだ。

　それを生暖かい目で見守りながら、ふと、露露は考えた。

　──明日は我が身、なのかなあ……。

　もし、あの尚儀内人の結婚相手が寒月だったとしたら、自分はどうしただろう、と。

　もうずいぶんと逢っていない、初恋の少年。

（おとなになったら、必ず迎えに来るから。そのときは、ぼくのお嫁よめさんになってくれる？）

　そんな口約束をかわしたけれど、露露が見てきた王都・景けい北ほくはとてもにぎやかで、楽しいこともおもしろいことも、青桐村の何倍も何十倍もありそうだった。

　虎嬌やさきほどの結婚退職発言の内人のように美しい洗練された少女たちもきっとたくさんいて、たった二年間いっしょに遊んだだけの田舎娘なんて、すでに忘れてしまっているだろう。

　──あたしも、あの尚寝の内人みたいに、泣くのかな……。

　否。

　──そもそも泣けるのかな……？

　寒月との別れの日、露露はずいぶん泣いた。二年間、ほとんど毎日いっしょに過ごした彼がいなくなるのが、小さな心にどうにも受け入れがたかったからだ。

　その姿を見て両親や周囲のひとたちが、「初恋だったんだね」と言ったから、なんとなくそうだと思っていた。

　でも実感がわかないのだ。少年が、ここにいないから。

　彼への気持ちが恋なのか、わからないままなのだ。

　──会えたら、わかるかな？

　泣きながら大広間を去っていった内人の気持ちも、自分の気持ちも。





５






　どこの部屋でもそうだっただろうが、その日は一日中にぎやかだった。

　見習いたちはお互いの部屋を訪れ、配属希望のそれぞれの尚について、待機しているあいだに仲良くなった先輩内人を部屋に引っ張り込んだり、姉が以前後宮にいたという少女にせがんだりして、わずかな情報を交換しあっていたのだ。

「尚しよう食しよくって、つまみ食いのし放題って聞いたのに、最初は皿洗いばっかりなんだって！」

「尚しよう儀ぎは言葉遣いの練習が中心らしいよ。訛なまってるとそれだけで尚儀内人の資格なし、って追い出されるみたい！」

「尚しよう服ふくって、刺し繡しゆうとか染めも勉強させてくれるんだって！　お針子って地方でも需要あるよね？」

「で、結局尚しよう功こうってなにするところなの？」

「尚しよう宮きゆうになったら、前宮まで行けるってほんと？　尚儀に入るより、男のひとと接点多そうじゃない？」

「前宮までは行かないけど、内宮までだったら尚しよう寝しんも行くんだって！　……お掃除に、なんだけどさ」

「つか、帝国語ってしゃべれる？　亜児美耶ああるすめいや語って、どうやって身につけるの？　最初からしゃべれる子のほうが尚儀って有利だよね？」

「だから、尚功ってなにするところなんだって？」

「採寸には自信があるんだ！　冬場の洗濯はちょっと嫌だけど、手に職をつけられるって考えたら、わたしはやっぱり尚服かな？」

「算そろ盤ばん弾はじくのは結構得意だから尚宮にいく、ってのは安易かしら。商家にお嫁入りするかもしれないし。ねえ？」

「皿洗いと、つまみ食い。ああ、あたしには究極の選択だわ!!」

「お掃除って嫌いじゃないんだけど……、尚儀と比べて、お先真っ暗って図見ちゃったしなあ……」

「お願いだから尚功ってなにするところか教えてって!!」

　……概おおむね、どこも混こん沌とんとしていたが。




　そして、この日、後宮のなかで、もっとも混沌とすることになるのは、露ろ露ろの心だった。




　説明会を終えて、昼食をとり、部屋で仕事もせずにゆっくりできるのは今日が最後だと、石畳の床に広げた敷物のうえで薄うすく切った檬果マンゴーに砂糖をまぶしたものを虎こ嬌きようとつまんでいたときのこと。

「露露、きみはどこに行くか決めてるの？」

　虎嬌に問いかけられ、露露は手に取ったばかりの檬果を思わず取りこぼしてしまった。

　大広間からの帰り道、あるいは食堂で、先輩がどんなに勧かん誘ゆうしても、同輩がしつこくその進路を聞きだそうとしても、けしてその進路をあきらかにしなかった虎嬌からその話を振られるとは思っていなかったからだ。

　虎嬌がその琥珀の瞳を少し見開いた。

「なに？　おもしろい顔をして。聞いちゃいけなかったかな？」

　──それはこっちの台詞せりふ。

　そう思ったが口にはせず、正直な胸のうちを明かした。

「決められなかった。どれもおんなじような気がして」

「やりたくも、できそうにもなかった？　しなければ、って腹をくくれそうなところもなかったかな？」

　露露は首を振った。横に。

「あったんだ。どこ？　尚食？」

「どこも同じっぽかったの。やりたいとまでは思えなかったし、極端にできなさそうとも思わなかった。腹をくくれば、どこででも、なんとかなりそうだとは思った」

「そうか。……もうひとつお食べよ、檬果。好きだろう？」

「砂糖、まぶしすぎだよ、これ。いったいどこから仕入れてきたの？」

　言いつつ、取りこぼしたかけらを拾い直し口に入れる。甘すぎるそれに、顔をしかめた。

「機密事項」

　虎嬌が笑った。

「頭を使ったときには、甘いものが欲しくなる。体力的に疲れたときには、塩しお辛からいものが欲しくなる」

「……なに？」

「──尚食。わたしは尚食に行くつもりなんだよ、露露」

「なんですと？」

　それは、ものすごく意外な進路のように露露には思われた。ひさしぶりに好奇心が疼うずきはじめる。

　興味のわかない方面にとんと無気力なのは露露の悪あく癖へきであったが、旺おう盛せいすぎる好奇心も、ある意味露露の悪い癖くせだった。

「ものすごく意外なんだけど。なんで尚食なのか、聞いてもいいかな？」

「いいけど……。意外？　そうかな？」

「だって、あたし、虎嬌は尚宮にでも行って、バリバリ仕事をこなすほうだと思ってたのに！」

「買いかぶりすぎだよ、それは」

　虎嬌は苦笑する。

「たいした理由じゃないんだ。わたしはチュウジョウになりたいんだ」

「チュウジョウ……？」

　聞き慣れない言葉に、首を傾かしげる。

「厨ちゆう娘じよう。帝国にある女の職業でね、読んで字のごとく、厨房で働く娘のことさ。魚をさばいたり、鳥をさばくのはあたりまえ。必要とあらば、豚ぶたや海亀ですら女手ひとつでさばいてみせる、究極の料理人のこと。一流の素材で、一流の料理を作り、一流の食器に盛りつけ、一流のひとに召しあがっていただく！　これぞ厨娘の本ほん懐かい!!」

「へえ」

　力強く主張する虎嬌に、露露は心の底から感心した。

　侮あなどっていたわけではないが、虎嬌も女である。

　男所帯で培ってしまった怪あやしい言動はともかくとして、木蓮のような凜々しい美貌と軽かろやかな性しよう分ぶんが気に入られ、嫁に、という話をいくつも受けていてもおかしくはない。

　だが、彼女はひとに嫁かし扶ふ養ようされることよりも、厨娘という地位を手に入れ働くことを望んでいる。

　ゆえに、

「で、露露は？　どうして村を離れて、後宮に？」

　と問われてしまうと、答えに窮きゆうしてしまう。

　自身にかけられた借金のことならすぐにも口にできた。だが、もうひとつの切実な、しかし甘すぎる夢は、嘲ちよう笑しようされるのでは、と怖こわくなってしまったのだ。

　とはいえ、ほかの誰にも明かさなかった進路を、まず最初に自分に教えてくれたことには応えたい。恥はじを忍しのんで、露露は打ち明けた。

「虎嬌にはわからないかもしれないけど、うちね、先祖代々の借金奴隷なの。だから、雇い主が決めた結婚に従わないといけないんだけど、それがすっごい嫌で」

「あー、それは確かに嫌だね」

「うん、ちょうど選宮女官が近くに来ていたから、自分から売り込みに行ったの。後宮に行きたい、って」

「妥だ当とうなところだね。後宮入りのための支し度たく金きんは結構魅み力りよく的てきな額がくだ」

「そう、おかげで結婚相手からあたしの身を買い戻せたの。で、流れで家族のぶんも完済してやるっていうことになって……」

「いいね、いいね。わたしはきみのそういうところが好きだよ」

「でも下心もちゃんとあって、実は景北に好きなひとがいるからで」

「え」

「いま頃はきっと官吏にでもなってるだろうから、後宮に入れば逢えるかな、って。だからごめん、虎嬌みたいにかっこいい理由なんかなくって……」

「……ああ、うん」

「……」

「……」

　言葉が少なくなった虎嬌をちらりと窺うかがえば、その顔から表情が消えている。そんなに衝しよう撃げき的だったのかと、打ち明けた露露のほうこそ衝撃を受けてしまう。

「……虎嬌、失望した……？」

　沈ちん黙もくに耐えかねて問いかけると、すぐに虎嬌は自分を取り戻した。

「あ、ああ、いや、うん。失望なんかするわけないよごめんちょっとびっくりしたんだ確かにきみほどかわいければ言い交わした相手のひとりやふたりいてもおかしくないね十四歳だしね」

　否、まだ若干自分を取りこぼしている。

　なにが虎嬌を動どう揺ようさせたのか皆目見当のつかない露露は、はらはらと彼女が完全に立ち直るのを待つだけだったが、待たなければよかった、とすぐに後こう悔かいすることになる。

　虎嬌が、深々と息を吸って吐はくと、あらためて露露に問うてくる。

「こうみえてわたしはね、景北では結構顔が広いんだ。きみのその想いびととやらの名まえを教えてくれるかな？　知り合いだったら、いまなにをしているかとか、教えてあげられるだろ？」

　願ってもない申し出だった。

　露露はすぐさま初恋の少年の名を口にした。蓮れん花か正せい妃ひに、口にしてはいけないと言われていたにもかかわらず。




「寒かん月げつ！　楊よう寒月っていうの！」




　その瞬間、露露の口をふさぐ、硬かたいものがあった。

「──その名まえを、後宮で口にしてはだめだ」

　耳を疑うほど低い声に、木蓮のような姿から想像できないほど硬いてのひら。瞬時にそばに寄った体から、感情の高ぶりに合わせて強まる白檀の匂い。

　──あれ？

　露露は一瞬、自分の嗅きゆう覚かくを疑った。

　口をふさがれたまま目線だけでそばの人物を見やれば、琥珀の瞳がまっすぐに露露を見おろしている。間違いなく、虎嬌だ。

　だが、息を吸うふりをして匂いを探れば、彼女の体からは女性特有の甘い臭いがしなかった。それどころか、男性特有の酸味の利きいた酷こくのあるものとも違う、白檀ふうのすっきりとした匂いがするのだ。けして香を合わせて薫たき染しめたものではなかった。

　──どういうこと？

　露露が困惑しているものの取り乱したようすもないことに、虎嬌は安あん堵どしたらしい。口からてのひらがはずされた。

「……どういうこと？」

　なぜ、男女のどちらの体臭とも違う白檀の臭いがするのか。

　露露が問いたかったのはそれだったが、虎嬌は違うものと受け止めていた。

「それは、後宮で死んだ女の名まえだよ」

「……え？」

「楊寒月なんて名まえは結構あるし、後宮で死んだのは女だからきみの想いびととは関係ないさ。だけど、その名まえは、これから絶対口にしてはいけない、いいね？」

「──い、いいね、っていいわけないじゃない！」

　露露の脳裏に、二日前の、蓮花正妃の言葉が、態度が思い浮かぶ。

（それならば、寒月という名まえをここで口にしてはだめよ）

　そう口にするや否や、露露の疑問を完全に拒んだ正妃。

　そのときのとまどいが甦よみがえり、露露はつい声を荒げてしまう。

「なにそれ、どういうこと!?　どうして寒月って名まえを言っちゃいけないの!?」

「だから、いけないと言ったろう！」

「──っ!!」

　女にしては低い声で強く言われ、露露は思わず身をすくませる。

「……ごめん、驚かせるつもりじゃ……。でも、露露、よく聞いて。後宮内でひとが死ぬことは許されていないんだ。だけど、彼女は後宮で死ぬという罪つみを犯おかした。後宮に入ってくる宮女たちのすべてが清せい廉れん潔けつ白ぱくな処女ばかりだとはいわない。脛すねに傷を持つひとだっているよ、きっとね。だけど、それらの過去は、後宮に入ることによって一度清算されるんだ。見習い期間に着る制服がまっ白なのはそのせいで、過去を洗い流しているから。でも、後宮内で罪を犯した場合は別だ。しかも、死だよ？　関係者と思われるだけで、きみの立場が悪くなる。……わたしは、せっかく仲良くなったきみを、みすみす追放させたくない。お願いだから、わたしを友だと思ってくれるなら、そのひとの名を、二度と口にしないでくれ。いいね？」

「……虎嬌」

　この気持ちのいい好人物に、そこまで言わせてしまったことが、申し訳なく思われた。

「……ずっと、男の子だと思ってた。けど、月なんて字、男にはつけないよね」

「露露？」

　実は、ずっと抱かかえていた疑問だった。

　寒月は通常は女性名。子どもの頃の話だ、ちゃんと性別を確認したわけでもない。花はな梅うめの精せい霊れいとみまごうばかりの容よう貌ぼうをしていたために、会えなくなってから、

　──女だったのかも？

　と思ってしまうことも多々あったのだ。

　露露は立ちあがった。

「……その死んだ女のひとのこと、どこかで調べられる……？」

「内宮にある内ない侍じ省しようなら、わかるんじゃないかな？」




　露露は虎嬌の静止を振り切って、部屋を飛び出した。

　内侍省は後宮を管理する男性官かん吏りたちの職場で、後宮入りした日に出会ったあの頑がん固こな官吏が所属する部署でもある。

　内宮までの長い回廊を一気に走りぬける。記き憶おくを頼たよりに、鼻をうごめかせる。中空に漂ただよう臭いに集中する。

　──あの官吏は、どこ？

　鼻は、まもなく正しい道のりを探し出した。

　咳払いとともに障子戸を開け放ち、机に向かってひとりで書きものをしていた若い官吏に飛びかかるようにして尋ねた。

「四年まえに死んだ、楊寒月ってひとのこと知りたいの。調査誌を見ることはできる？」

「楊？　……いやいや、小官の仕事はいま終わった、もう終わった。ここはすぐ閉めるのだ。さっさと出て行け」

「まだ夕方にもなっていない、仕事を終えるには早すぎるわ。お願い、ちょっと話を聞いて。あたし、楊寒月について、すごいことを知ってるの」

「……」

　声を潜ひそめて囁ささやくようにそう言うと、官吏の好奇心をくすぐることができたようだった。かすかに体を横に傾け、耳を向けてくる。すかさず、露露は囁いた。

「──楊寒月は、男なの」

　瞬間、官吏は怒鳴った。

「ば、ば、ばかを言えっっ!!　お、お、男が後宮に、きゅ、宮女になどなっているわけがなかろうが！」

「でもそうなのよ、あたし、幼なじみだから知ってるの！　ねえ、お願い、寒月がどうやって後宮に入り込んだのか、調査誌で調べてくれない？」

　官吏がもう少し慎しん重ちような性質であったなら、あるいはこの場所にもうひとり官吏がいたなら、同姓同名の別人だ、と突っぱねることができただろう。だが、残念なことに官吏は短気で、ついでにひとりだった。

　おまけに露露の発言は、暗に内侍省の仕事の手抜かりを示し唆さしたものでもあったので、余計に頭に血がのぼってしまったようだった。

「──目にものを見せてくれるわっ！」

　そう言って調査誌を積みあげた棚たなに走り寄り、ばさばさとそのあたりをひっくり返すと、一冊の綴つづりを手にして露露の前にやってくる。頁ページを繰くり、該がい当とう箇所を開くと、満足げに頷いて、露露に差し出してきた。

　ひったくるようにしてそれを受け取り、目を通す。




　　楊寒月　入宮時　十

　　　　　　退宮時　十三（後宮内で死亡）




　両親の名が、記憶にあるものと同じだった。

　景北のとある路が出身地になっているのも、露露の記憶どおりだった。

　たどった経歴のなかに、青桐村の近くの町に二年間、父親の転勤に伴って滞在していたことがある、との記述まであった。

　──会えると信じて景北まできたのに。




　初恋の少年は、四年もまえに、女として他界していた。




　その事実がどうにも受け入れがたく、官吏に食ってかかろうとした瞬間、露露の体を戒いましめるように、四本の長い棒ぼうが突き出された。

「そこまでだ、内人見習い！」

　南陽王国の後宮に入ることができる男は、定めとしてこの世では国王ただひとりである。

　だが、後宮内で日々生まれる宮女たち同士のいざこざやもめごとを治める警察機構として、特別に後宮に入ることが許された存在があった。それが、いま露露を四人がかりで取り囲んでいる宮きゆう正せいだった。

　宮正とは、その名が示すとおり後宮内の秩ちつ序じよを正す役目を持つ。

　そのうえ、国王が後宮を訪れる際にはその身しん辺ぺん警けい護ごを預かることにもなるため、宮きゆう廷ていの警けい衛えいを務める十じゆう六ろく衛えいから大将軍の推すい挙きよを得て派遣される武ぶ張ばった男が多く、宮女たちには「汗臭くむさいだけの単細胞」と忌いみ嫌われているのだ。

　その彼らに、知ったばかりの衝撃的な事実のまえに気落ちしていた露露は、そのまままるで罪ざい人にんのように引っ立てられ、

「きさまの見習いの分をわきまえぬ行こう為い、厳げん罰ばつに処す！」

　と、後宮の丑うし寅とらの方角にひっそりと存在する、山肌を刳くり貫ぬくようにして掘ほられ、小窓のついた鉄てつ扉ぴを嵌はめた反省房ぼうに突っ込まれた。

　内侍省に押しかけた挙句、無理矢理帳面を見たことを咎とがめられたのだ。





６






　露ろ露ろはまもなく反省房から出された。

　露露のしたことは、宮女たちの公開する必要のない私し事じを明らかにしかねない行為だ。けして簡単に許されるものではなかったが、露露が目に見えて反省している点と初犯であることから、ひと晩だけの反省房送りですんだのだ。

　とはいえ、将来を誓い合った少年と同どう姓せい同どう名めいの宮きゆう女じよの死は、確かに露露を動揺させていた。

　調査誌を信用するなら宮女は、その両親の名も、生まれた場所も、後宮に入るまでの来歴も、露露の知る限り寒かん月げつのものとまったく同じだったからだ。

　──でも、寒月は男だった。

　一般に「楊寒月」という名まえを聞いて、それを男の名だと思うものは少数のはずだ。

　だが、露露は寒月のことを「おにいちゃん」と呼び、寒月は一度もそれを否定しなかった。幼い露露を思いやってというよりも、まさしく彼が「おにいちゃん」と呼ばれる性であったからに違いない。

　──寒月は男だった、後宮で死んだ女なんかじゃない！　絶対に違う!!

　しかし、後宮にいる以上、初恋の少年と死んだ宮女がほんとうに同一人物なのか、だとしたら、なぜ女として死んだことにされているのかを調べたくても、もうそのすべはない。

　暗黙とはいえ、守るべき規則はある。露露は後宮に働きにきているのだから。

　見習いたちが所属したい尚の希望を、それぞれの尚の姱か人じんへと申告したのは、露露が反省房から出た頃だった。昼休憩時に代表者たちのあいだで人数調整が行われ、午後から所属先が発表されることになっていた。

　当然、というのもおかしな話だが、露露はそれらすべてに参加できなかった。だが、それを見越した虎嬌が、先に手を打ってくれていた。

　尚しよう食しよく見習いとしての仕事が本格的にはじまった朝、まだ存分に夜が明けていないというのに虎嬌は露露を揺り起こす。

「きみがなにをしたいか聞いていなかったからね、勝手にわたしと同じ尚食にしたのだけれど、かまわなかったかな？」

「……」

「返事がないということは、肯定したと受け取るよ？　さあ、露露、起きよう。見習いとしての最初の一日だ。景気よくはじめようじゃないか！」

　とてもそんな気分にはなれなかったが、やすめるはずがないこともわかっている。

「……うん」

　返事をして重い心と体を起こすと、木蓮が安堵したように微笑む。

　──心配かけてるな、虎嬌に……。

　出会ってまだ五日しか経たっていない。それなのに古くからの友のように接してくれる彼女の存在は、ほんとうにありがたかった。

　しかし、

「……あ、」

　目の前で、皿が次々と石畳の床に流れ落ち割れていく。

　止めることもできずにただ割れるがままを見ていて、それが一日一度はやらかしてしまう失敗とあっては、同じ見習いの立場にある虎嬌とてかばいようがない。

　ある日、割れて用をなさなくなった、かつて皿であったものを見ながら、上司である尚食の美び人じんがこめかみに青筋を浮かべた。ついに堪かん忍にん袋の緒おが切れたらしい。

「……いま、あなたが割ったお皿は、帝国の先の皇帝が、国王陛下の即位を祝って特別に彼かの地でも有名な陶とう器きの町で、もっとも優すぐれた職人に焼かせたものでした」

「……はい……」

「帝国の使者どのがおいでになるときは、必ずあのお皿で歓待させていただくこと。それが帝国と我が南陽王国の親交の深さをあらわすこととされていたのです」

　それでも、努めて冷静であろうとしているのは、抑えきれていない声の震えにあらわれている。

　露露は美人の顔を見ることもできず、ひたすら床に伏せ、最敬礼を取る。付き添うように、虎嬌まで同じように床に伏せていた。

「……申し訳、ございません……」

「申し訳ございません、郭かく美人！　柳りゆう内ない人じん見習いの失敗はわたくしの監かん督とく不ふ行ゆき届とどきです！　どうか彼女を罰するのなら、わたくしめにも……」

「董とう内人見習い、あなたがたの友情ごっこが麗うるわしいのは認めましょう。ですが、これは仕事です。柳内人見習いを尚食にこのまま置いていてもあなたや周囲の負担にしかならないのなら、ほんとうに柳内人見習いにむいている尚へ移し、そこでがんばってもらうほうがよいとは思いませんか？」

　結局見習いとして勤めて一週間もしないうちに、露露は尚食をクビになってしまった。

　どこへ行けばいいかと相談に行くよう言われた尚宮で、露露は高姱人にぴしゃりと言われた。

「あなたは後宮に働きにきている以上、私人ではなく公人として振る舞わなくてはならないのです。次は尚しよう寝しんへいってもらいますが、そこでまた尚食でしたような失敗をすれば、強制的に後宮を出ていただきます。よろしいか？」

「……はい」

　──しっかりしなくちゃ。

　確かに後宮に入ろうと思ったきっかけのひとつは、寒月との再会を夢見てのことだった。だが、自分には先祖代々から負おわされた借金を完済するという、重大な目的もあるのだ。

　尚宮を出てそのまま自室へと向かっていた足を止める。気合を入れるように両りよう頰ほおをスパン！　と引っぱたいておいて、尚寝の控えの間へと駆け出した。




　翌日、露露は、内宮の部屋の掃除についていくことになった。

「見習いに教えながら掃除すると、ひと部屋を片づけるのに、途方もなく時間がかかるんだよねー。しかもこの子、全然使えないんでしょ？」

　露露が尚食で失敗ばかりしていたことを聞いていたらしい先輩には、そんなふうに嫌味をいわれてしまった。が、事実なのだから言い返すこともできない。

　そのかわり、昨日きのうのうちに尚寝からもらってきた城内の簡単な地図と掃除の仕方を記した書付をひと晩で頭のなかに叩き込んだことを告げ、

「お手を煩わずらわせない程度には勉強してきました。あとは実じつ践せんで判断してください！」

　と攻めれば、

「……ふぅん、やる気はあるんだ」

　悪あく印いん象しようは若干ゆるくなったようだ。

　掃除をする部屋を割り当てられて、掃除道具を抱えあげ、一団を組む五人とぞろぞろ内宮へ向かう。

　その途中で先せん輩ぱいたちは、行きかう他の宮女たちや官かん吏りたちと軽口を叩いていたが、いざ担当する部屋についた途端、表情が変わった。

　──うわ……。

　彼女たちは部屋の中に入るなり、戸や窓をいっせいに開けていく。掃除の基本は換かん気きからはじまるのだ。

　手順を覚えてきたからといって、露露が即戦力となれるとは限らない。

　家具を部屋の外に運び出し、天てん井じようから壁から、はたきを使って埃ほこりを落としていく。壁や窓、照明器具を清せい潔けつな布で磨みがきあげ、床を掃はく。すぐさま炒いった塩が部屋中に丁寧に撒まかれ、撒いた端からそれを掃いて集めていく。そのあとから、塩が残らないように水みず拭ぶきして、さらに乾から拭ぶきする。それから外に出した家具を運び入れ磨き、その際に埃がたったからともう一度床を綺麗に掃き取って終了とする。

　そのように先輩たちがめまぐるしく働く中、露露は無ぶ様ざまに右う往おう左さ往おうするばかりで、ちっとも役に立てなかった。

　口先ばかりで……、と小さくなる露露だったが、先輩たちは心得ていたらしく、

「ま、最初はそんなもんだよね」

　と軽く笑い飛ばす。

「頭ん中に覚えてきたのと、実際に見たのとで、流れは摑つかめたでしょ？　ぶっちゃけ毎日これの繰り返しだから、簡単なもんだよね？」

「壊し屋だって聞いているから、絶対に窓とか照明器具には触ふれないこと。力仕事はして欲しいんだけど、家具を壊されちゃたまんないから、しばらくは壁と床拭きを徹てつ底ていして。できるよね？」

「──はいっ！」

　昨晩、尚寝へ行くことになったと虎嬌に告げたとき、

（後宮と内宮を掃除したり、花を飾ったり、回廊の角灯に火を入れていったりする係だね。尚寝は、人物的に優れたひとが多いと聞いたことがある。がんばれると思うよ、露露）

　と励まされたとおり、

　──やっていこう！　ここで、しっかりがんばろう!!

　そう思えた矢先のことだった。

　先輩たちのあとに続いて別の部屋に入った瞬間、

「──っ！」

　露露はたまらず部屋の外へ飛び出した。

「見習い？　どうしたのー？　お仕事できないよー」

　先輩が驚おどろいて、飛び出した露露のあとを追ってくる。

　ほかの先輩たちは、なにもなかったように、部屋の窓をさっさと開けて、空気の入れ替えをはじめている。だが、

　──空気が、全然入れ替わらない……？

　この国の次期国王である、志し龍りゆう王子の寝室のひとつだと聞いていたが、ものが腐くさったようなひどい臭いが部屋にこもっているのだ。しかも、窓を開け放し、入り口の扉を開いているというのに、その悪臭はまるで沈ちん殿でんした澱おりのように、そこに留とどまったままだ。

　そして、先輩たちは、まるでそれに気づいていないよう。

「あ、そうか……」

　露露の敏びん感かんすぎる鼻だからこそ、嗅ぎ取れた臭いなのだ。

　──王子って体が弱すぎて、長く勤めてる姱人すら顔を知らないくらい表に出てこない、って聞いていたけど、こんなところに寝かされていたら、弱くもなるよね。

　露露は、自分を追いかけてきた先輩に問うた。

「姐姐おねえさん、お香こうをお持ちじゃないですか？」

「お香？　どうかしたの？」

　露露の態度を訝いぶかしく思った別の先輩もやってくる。

「お香の持ち合わせはないなあ。内人のうちは、そういう贅ぜい沢たく品ひんとは縁がないからねえ」

「尚しよう功こうに行けば、作ってるはずだけど……。なに？　突然」

「……尚功、ですか。わかりました！」

「わかりました、って……ええっ!?　ちょっ!!」

「待ちなさい、見習い！　あんた、仕事放り投げてどこへ行く気!?　今度こそ辞やめさせられちゃうよ、ちょっとおっ!?」

　先輩たちの引き止める声を背なかに聞きながら、露露は身を翻して走り出した。

　息も絶たえ絶だえに後宮の自室に戻り、露露が後宮入りする際に父親が持たせてくれた書かき付つけを引っ張り出す。ぱらぱらと流し読みをして、必要なものが書かれてあることに安堵した。

　──さすが、おとーさん！

　父はもともと青せい桐どう村むらの人間ではない。香の職人として村を訪れた際に、母に一ひと目め惚ぼれをしていっしょになった余よ所そ者ものなのだ。

　そのため必然的に村長の借金奴隷となり茶畑や砂糖黍畑で働くことが多くなっていたが、いまでも現役の職人として香を作っている父は、露露の嗅覚がずば抜けてよいことを知って以来、持っている知識のすべてを露露に伝えようとした。

　いつかは自分の仕事を継がせるつもりだったのか、みずからの目で、鼻で、舌で、手足で、樹木や草花が持つ香りが人間へ与える効能を調べ、書付に記しるしていたのだ。

　──あとはブツが揃うか、あたしがへまをやらかさないか、ね。

　書付を小脇に抱えて、尚功へと向かう。

　迷まよいながら辿たどりついたそこにはあいにく人影はなく、

「……よし！」

　ためらっている暇はないとばかりに、室内へ入り込んだ。

　明かり採りのない、薄暗い部屋だった。

　壁という壁を覆い隠すように棚が並び、本やら書付やら帳面やらが乱雑に突っ込まれている。部屋の中央を埋め尽くしているのはやはりいくつもの棚で、そこには籠かごや瓶びんが所狭しと並んでいた。

　ありとあらゆる香りが、そこから漂ってくる。

　──ええと、空気の浄じよう化かは……。

　父の書付を開き、本棚の前に申し訳程度に置かれていた机の上を適当に片づけて、載のせる。

「薫くん衣い草そうに丹たん参じん、万まん年ねん蠟ろう、杜と松しよう子しの実に乳にゆう香こう、松と唐とう檜ひの樹じゆ脂し、ね。探せるかなぁ？」

　籠と瓶の中に、それらのものはしまわれているはずだ。

　露露は、目を凝こらし、鼻をうごめかして、薄闇の中探索をはじめる。ほどなくして表書きを頼りにそれらのものをいくつか見つけ出すことができたが、

「松と唐檜の樹脂ってどれ……？」

　樹脂を入れている瓶の表書きが悪筆すぎて、判別がつかないのだ。蓋ふたを開けて匂いを嗅ごうにも、十近くある中から松と唐檜のものを探し出すのは至難の業わざだ。それに、そもそも露露は唐檜の樹脂の匂いを知らない。

　うーん、と声をあげて悩なやんでいたところだった。

「松は甘いね。唐檜も甘いけど、松よりは土っぽい。嗅いでご覧？」

　と、後うしろから声が飛んで、露露は飛びあがるほどに驚いた。おそるおそる振りむけば、

「……ふぅん、見事なものだね。これ、おまえさんの？」

　机の上の書付をぱらぱらと繰めくる小柄な人物がいつのまにか立っていた。

　後宮の女にしては珍しく、髪が肩までと短かった。眼鏡をかけていて、その奥の目はよく見えなかったが、声の調子や体臭からして、怒っているようではなかった。

　なので露露は、尚功の部屋に勝手に入り込み、香の材料を漁あさっていたことを詫わび、その訳を話して聞かせた。

　さいわいに、その人物は、話のわかる宮女だった。

「……そんなことまでわかるなんて、ずいぶん鼻が利くんだね。了解、すぐにそれを合わせて、持ってお行き。まあ、立りつ派ぱな領域侵しん犯ぱんだ、反省房入りは免まぬがれないと思うけど、おまえさんのいうことが正しけりゃ、結果はでるだろうさ。そのうえで尚宮のカタブツがおまえさんを追放しようとすんなら、うちで引き取ってやるから、安心して行っといで。あ、でもこの帳面は担たん保ぽに預あずかっておくよ、かまわないだろ？」

　願ってもない話だ。露露は頷いた。

　その宮女──制服の袖そでを見ると、露露や内人たちと同じ筒袖と呼ばれる七しち分ぶ丈たけの細いものだったが、発言からしてどうにも内人以上の地位にいそうだ──に手伝ってもらって、集めたものをすり鉢ばちですったり、つぶしたり、細かく刻んだりして、小さな皿に混ぜて入れる。

　宮女が別の部屋から持ってきた砂の入った脚つきの杯に火のついた炭を置き、小皿とともに盆ぼんに置く。

　それらがこぼれないように早歩きで王子の部屋に戻ると、青ざめた顔の先輩たちと、ようすを見にきていた尚しよう宮きゆうの高姱人が、額に青筋をたてて、待っていた。

　姱人は、露露の姿を認め次第、

「──柳内人見習い、あなたはいったい……」

　と表情の乏しい青白い顔を怒りにゆがめるが、露露としては聞いている暇はない。

「すみません、お小こ言ごとはあとで聞きます！　そのまえに、これ、これを薫かせてください!!」

　不快な臭いのする王子の部屋にふたたび足を踏み入れるのは正直気き後おくれするが、

　──これもひと助けだ！

　息を止めて中に入り、すぐさま小皿の混ぜた香を、ひとつまみ、杯の炭の上にかぶせた。

　ゆっくりと煙けむりが立ちのぼる。

　露露はその杯を持って、掃除を終えたばかりの部屋中に煙が行き渡るように歩き回った。寝台の下、家具の裏。机や椅子の陰かげにも。

　やがて作った香のすべてを薫き終わると、最後のしあげとばかりに窓を開けていく。吹き込んでくる涼風に流され、部屋に満ちていた香が外へと運び出される。

　そんなときだった。

「……あれ？　この部屋、こんなに明るかった？」

　先輩内人のあげた声に、露露は香による一時的な浄化が成功したことを知った。





７






　宮きゆう正せいが朗ろう々ろうと読みあげた露ろ露ろの罪状は「職場放棄」「仕事の領域侵犯および公共物の横おう領りよう」とどめに「不敬罪」。つまり、尚しよう寝しんの仕事を投げ出して、尚しよう功こうで香を作り、それを王子の部屋で薫いたことが処罰の対象となったわけだ。

　──やっぱりな……。

　想像どおりの事態に、露露はガクリ、と脱力して座り込む。その脳裏を、後宮に入った初日、あの内ない侍じ省しようの官かん吏りが言った言葉が甦える。

（互いの仕事の領域を侵すことなど、ここではしてはならんのだ）

　──まあ、わかってやったことだし、ね……。

　ふたたび放り込まれた反省房は暗く狭いが、かわりに寒くも暑くもない。落ち込んでいた初回では気づかなかったが、惰だ眠みんを貪むさぼるには、ここは案外快適かもしれない。そう思えるくらいには、現在の露露の気分はずいぶんと晴れやかだ。

　自分はなにひとつ悪いことはしていない。むしろ、王子の体調が優れない原因を突き止めるという偉い業ぎようすら成し遂げた。いまの露露には胸を張ってそういえる自信がある。

　おまけに、

（そのうえで尚しよう宮きゆうのカタブツがおまえさんを後宮追放しようとすんなら、うちで引き取ってやるから、安心して行っといで）

　といってくれた尚功の宮女もいる。

　なので、

「ま、いっか！」

　そのままごろりと横になり、思いがけず与えられた休きゆう暇かを満まん喫きつすることにした。

　すると、反省房の思いがけない過ごしやすさにいつのまにか眠りに引き込まれ、露露は夢を見た。懐なつかしい、懐かしい夢だった。

　日にち月げつ湖このそばのあの小高い丘で、花梅が風にはらはらとその花びらを散らしている中、寒かん月げつが笛を吹いていた。

　あまりにも神聖なその光景に見惚れていた露露は、寒月が露露の存在に気づき、笛を吹くのをやめ、手でそばに来るよう示しても、気後れして近寄れなかった。

（露露？）

　怪け訝げんな顔をした彼が、ふとなにかに思い当たり、ふたたび笛を奏かなでだす──青せい桐どう村むらの茶ちや摘つみの時期に歌われる労働歌だった。

　仕事の過か酷こくさを明るく笑い飛ばしたそれは軽快な律動リズムを刻んで、いつのまにか露露の遠慮をどこかに押しやっていた。

（──っ！）

　手を叩き、足を踏み鳴らし、尻しりを振りふり、寒月のそばに行く。

　横目でちらりと露露のおどけるさまを見た寒月も、立ちあがり、いっしょになって踊おどりはじめる。

　梅の香り、花びら。青空に、まだ冬の光を残す太陽。日月湖の湖面はきらきらとまばゆくて、心踊る笛の音。大好きな寒月。

（楽しいね！　楽しいね、寒月！）

　あまりにも幸福なその夢に、自分のあげたくすくす笑いに露露は目を覚ました。

　──世界は闇に包まれていた。

「……」

　梅の香りも笛の音色も夢か、と露露は思わず泣き出しそうになったが、扉の小窓から見えた空の色に悲しみも吹き飛ぶ。

「──噓っ！」

　反省房の中と同じくらい、空は真っ黒。夜になっていた。

「いくら疲れてたからって、これは寝すぎだよ……」

　しかも朝食以来、なにも食べないままここにいるのだ。空腹のために腹の虫が豪ごう快かいに合唱しはじめた。胃酸で胃がしくしくと痛み、後宮に入るまえなら耐えられたそれに、気分が悪くなってくる。

「あのぅ……」

　なにか口にしたくて、小窓から声をかけるが、外は無反応だった。鼻を鳴らして匂いを探ると、周囲には、ひとがまったくいないようだった。

「……噓」

　反省房の扉は硬く施せ錠じようをしているうえに、この夜の暗がりである。内からも外からも人物の出入りは不可能だと踏んで、見張りに立っていた宮正は引きあげてしまったらしい。

「ちょっ、ちょっと待ってよ！　誰か！　宮正どの!?　宮正どのいませんか!?　おなかすいたんですけどぉっ!!」

　露露の主張はむなしく反省房に響くのみ。扉を拳で叩いて音を立て周囲の気を引こうにも、引ける相手がいない惨さん状じよう……。

　──すごいよ、さすがは後宮……。

　露露は脱力し、その場に座り込んだ。大声を張りあげるごとに空腹が募つのっていくようで、立っていられなくなったのである。

　次に失敗をすれば強制的に後宮から追放すると言われていたが、あのおかっぱ頭の尚功の宮女の言葉を信しん頼らいするなら、深刻な宮刑を受けることはないだろう。

　前回に倣ならって、せいぜい一、二日の反省房入りですむとは思うが、その間の食事がどうなるかがわからないのは、ちょっとつらい。

　──せめてさ、塩を軽くまぶしたおむすびくらいはさ……。

　炊たき立ての、ほかほかと湯気があがり、つやつやと米粒のひとつひとつが輝いているもので、などと贅沢は言わない。こげていても、パリパリに固まっていても、多少糸がひいていても。

　──この空腹さえ満たしてくれるなら、どんな形状でもかまわないのに。

　おむすびといえば、どうしても思い出されるのは、青桐村の小高い丘に、幼い寒月がいつも持ってきていたものだ。

　花梅の優しい匂いとともに露露と寒月の出逢いを演出したそれらは、彼の母親ではなく、家に雇われていた賄まかない人によって作られていたらしい。

（おかあさんが作ってるんじゃないの？）

（……母上はお体が優すぐれなくて、都にいらっしゃるんだ）

　少し寂しそうに寒月がそう言ったので、彼の母親については二度と触れなかったが、寂しいと彼に感じさせないように振る舞っていたのはなにも露露ばかりではなかった。そのおむすびを作る賄い人も、ひそかに寒月を楽しませようとおむすびに工く夫ふうを凝らしていた。

（今日は青菜！）

（……乾かん燥そう檬果マンゴーの砂糖がまぶしてあるのが入ってる……）

（今日は……お魚の身！　骨がささっちゃった！）

（山さん査ざ子しかな、これ。すっぱ……！）

　──檬果はないな、檬果は。

　そんなふうに頭の中でおむすびのことばかり考えていたせいか、ふと、まろやかな甘いご飯の匂いがしたような気がした。その瞬間、活気を取り戻したかのように、ふたたび腹の虫が喚わめきたてる。露露はおなかを押さえた。

「幻まぼろしの匂いにまで反応するなんて、どれだけおなかがすいてるの……」

「──それはちょうどよかった！」

　ご飯の匂いは、幻ではなかった。

　扉越しに聞こえた虎こ嬌きようの声に弾かれるようにして振り仰あおぐと、扉の小窓から白い手が伸びて、小さな包みを差し出していた。まろやかな匂いは、そこから香り立っている。露露の胃袋を容よう赦しやなく刺激する。

「虎嬌！」

「そろそろおなかがすいているかと思ったんだ」

　露露は差し出されていた包みを受け取る。ずっしりと重い手ごたえ。

「おかずは持ち運べなかったけど、ご飯は握ればすぐだからね」

　露露はその友情に、目が熱くなる。

「ありがとう、ほんとにうれしいっ！　味わって食べさせていただきますっ！」

　包みに頰ずりし、神さまに祈るがごとく、扉越しにこうべをさげる。そうしておいて、

　──さてっ！

　とばかりに、包みを解こうとしたときだった。虎嬌が、声を潜ひそめるようにして問うてきた。

「でも、露露。きみ、なんでこんなところに入れられたんだい？」

　露露は、いったん包みを解く手をやすめ説明をした。

　話を聞いた虎嬌が声をあげた。

「なんだってそんなことを！　ただでさえ王子の体が弱いから、みんな神経質になってるっていうのに。そんなことをしたら、怪しまれてしまうじゃないか。よく反省房送りですんだよね？」

　あきれたような言葉ももっともだが、そうせざるをえなかった背景が露露にはある。

　同じ見習いの虎嬌にいったところでどうにもならないことだが、せめてこの友には理由をちゃんと知っていてほしい。その思いで、露露はそれを打ち明けた。

「実はね、王子さまの部屋、すごく嫌な臭いがしてたのよ。ものが腐ったような臭い、っていうのかな？　ここだけの話、王子さまが体が弱いの、呪のろいでもかけられているせいだと思う。だってあの部屋ね、空気の入れ替えをして、炒った塩を撒いても、澱おりみたいに淀よどんだ空気がまったく動かないのよ……」

「──腐ったような臭い？　呪い？　澱みたいに淀んだ空気って……。そんなこと、きみにわかるのかい、露露」

「あたし、ちょっとひとより鼻がいいの」

　虎嬌は、しばらく間をおいて、

「……きみが作ったそのお香は、結局薫たいたんだよね？　どうなった？」

　と尋ねてきた。露露は答える。

「呪いっていっても、さだかじゃないよ？　専門家じゃないし、ほんとうになにが原因であんなに空気が淀んでるのかはわからないんだから。でも、姐姐おねえさんが部屋が明るくなったみたい、って言ってたから、王子さま、あの部屋で寝ても二、三日は体調を崩くずしにくくなったと思うよ」

「どうして、そう言える？」

「お香にはね、空気を浄化する効果があるの。原因がちゃんと突きとめられればもっとよくなると思うけど、とりあえずは簡単な邪気払いにはなったはず」

「邪気払い……？」

　虎嬌はそう言ってまたしても黙り込んだ。

「虎嬌？」

「とりあえず今晩はもうどうにもできないから、あきらめてここで寝てくれ。明日……、そうだな。夕方までには絶対にここから出すと確約するよ」

「……そんなこと、あんたにできるの？」

　確約なんて強い言葉で請うけ合う虎嬌に、露露は尋たずねる。尚食の、彼女に懸け想そうする誰かさんにでも力添えを頼むつもりなのだろうか。

　だが、虎嬌はあくまでも虎嬌だった。

「きみのためなら、ね。……でも、」

　そこで、虎嬌の声が遠くなった。足音はしなかったので、立ち去ったわけではないようだ。

「わたしより先に、動く誰かさんがいるかもしれないけれどね」

　ややあって、ふたたび声の通りがよくなる。しゃがんででもいたのだろう。それはともかく、虎嬌の発言である。

「……？　なに？　誰かさんって誰？」

　露露は小窓越しに虎嬌に聞き返す。と、小窓から小さな包みが押し込まれた。露露は手を伸ばし、それを受け止める。受け止めた衝撃で包みの中の空気が漏れ、露露はとまどう。この匂いは、包みを解かなくてもわかる。

「……おむすび……？」

「誰かが、先に、きみのようすを見に来てたみたいだね。陰になってていままで気づかなかったけど、それが扉のそばにおいてあった」

「──扉の、そばに……？」

「知らなかった？」

　露露は気もそぞろに頷き、手の中の包みを見た。

　──夢を、見てた……。

　花梅の咲いていた丘で、寒月の笛に合わせておどけて踊る夢を。

　──もしかして、夢じゃなかった……？





８






　果たして、虎こ嬌きようは、いったいどんな魔法を使ったというのだろう。




　虎嬌が部屋に戻ってから、差し入れのおむすびを計よっつ平らげたあとで、果か報ほうは寝て待ての言葉どおり、露ろ露ろは結局夕刻までの半日を、ただ寝て過ごした。

　疲れていたからどんなに寝ても寝たりないくらいであったし──

　──昨夜のあの奇妙な夢。

　まるで実際に聞こえていたかのような笛の音に不器用に握られたおむすび。誰かがいたのは間違いないが、ならばその誰かが、青せい桐どう村むらの労働歌を笛で奏でたとでもいうのだろうか。

　──誰が？

　そもそも青桐村の茶摘み時期に歌われる歌など、一歩村の外に出れば誰ひとりとして知るもののいない歌だ。後宮で知り合った見習い仲間には青桐村周辺から来た少女はなく、虎嬌にもこの歌を教えていない。

　──心当たりがない……。

　否、まるでないわけではない。

　──全ッ然、わかんないっ！

　否、わかることを拒否しているだけなのか？

　そもそも考えごとは苦手なのだ。

　夢うつつに聴いた笛の音とおむすびの差し入れの主は誰かと考えたところで、その誰かさんが答え合わせに応じてくれない限り、正誤も判断がつかない。それならば最初から考えるだけ無駄だ。

　露露がすべてを放棄し、空腹をかばうようにごろりと横になったとき、にわかに反省房の外がにぎやかになり、がちゃりと開錠される音がした。

「内ない人じん見習い、柳りゆう露。外に出よ」

　ゆっくりと開かれる扉から差し込む光と声。

　いくら夕刻とはいえ、ずっと闇のなかにいたのだ。その細い光すら眩まぶしい。

　反省房の外に出たもののうまく目を開けることができず、露露はぎゅっと目をつぶり、何度か瞬またたきながら、光に慣らしていく。

　ようようのことで周囲を見回せば、露露の前に五十がらみの女が立ちふさがっていた。そしてふたりを取り囲むように、宮正が五人ばかりでかい図ずう体たいを晒さらしている。

　宮正はともかくとして。

　──……誰？

　露露に対峙するように立つ見知らぬ女は、白いものが目立つ黒髪を豪ごう華かに飾り立て、衣装もまた豪華なものを身に纏まとっていた。小柄でほっそりとしていたが、気の強そうな太い眉まゆの下、大きな二ふた重え瞼まぶたの瞳が不敵な笑みを浮かべている。

　あでやかで逞たくましい百ゆ合りの花のような女だった。流れてくる匂いも、百合の芳かんばしさそのものだ。

　百合は言う。

「わらわは、蓮れん花か正せい妃ひより遣わされた、炎えん貴き妃ひと申す」

「……ええええ炎、貴妃さま!?」

　想像もしていなかった大物の名に、露露は思わず素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　その反応がおもしろかったようだ。炎貴妃は楽しそうに呵か呵かと笑う。

　露露たち宮女とは違い、秀しゆう女じよにはそれぞれ国王から賜たまわる名がある。

　徽き号ごうというそれは、貴人の名まえを直接呼ぶのを不敬とする大陸の風習をそのまま取り入れたもので、炎貴妃の場合、炎が徽号となる。ついでに貴妃とは、貴妃、愛あい妃ひ、麗れい妃ひという三さん妃ひのひとつで、王后である正妃に次ぐ地位にある。

　小耳に挟んだ情報によると、彼女もやはり秀女としてではなく医局に勤める宮女として後宮入りをした女性で、三人の姫を産んだ功績で昇格、貴妃の地位についたのだという。

　どう考えても、こんなところにいるべき人間ではない。

「おもしろい顔をするの。そんなにわらわがここにいるのがおかしいかえ？　いうたであろ、蓮花正妃に遣わされたと」

「蓮花正妃さまに……？」

　後宮入りをした夜に一度会っただけの正妃が、なぜ炎貴妃を遣わしたのか皆かい目もくわからない。混乱に混乱を重ねる露露を満足げに見やり、炎貴妃は言う。

「というのも、わらわのおともだちが、そなたは冤えん罪ざいだと訴えてきおったのよ。志し龍りゆうさまのお部屋で香を薫いた娘は非常に鼻がよく、志龍さまの体調不良の原因がわかったがゆえに、香を薫いたのだ、と。そなた、あのお部屋に呪いがかかっておると言うたそうだの」

「……詳しいことは専門家じゃないのでわかりませんが、お部屋に入ったとき、なんともいえない淀んだ臭いがしたんです。空気も、窓を開けたのに、全然入れ替わらなくて……」

「それが、呪いがしたことだと、よくわかったの？　わらわもだが、そなたが香を薫いた際におった姱か人じんも内人どもも、みな凡ぼん庸ような嗅覚しか持たぬゆえ、あのお部屋の空気が淀んでいるなどとはちらとも感じなかった。そもそもあのお部屋でおやすみなさることの多い志龍さまご自身ですら、そのようなことはひとこともおっしゃらなかった……」

「──ですが！」

　露露は苛いら立だった。

　炎貴妃は、露露が冤えん罪ざいだから反省房から出すために遣わされたはずだ。なのに、これではまるで、露露自身がその呪いをかけた当事者だと疑われているようではないか。

「内人のひとりが言ってました、この部屋はこんなに明るかったのか、と。淀んでいた空気が晴れ、部屋が浄化されたからこそ、そう感じたんです！　信じてくださらないのなら尚しよう功こうの──尚功の、その、髪が肩までの、眼鏡をかけたひとを呼んでください。あのひとなら、きっとわかってくれます……！」

「落ちつけ、柳内人見習い。凡庸な鼻しか持たぬわらわどもではわかりかねるゆえ、坊主を呼んだのよ。ふん、あのものぐさめ、いままではお部屋の空気が淀みすぎてわからなかったが、香によって浄化されたあとならば、邪念が満ちていたのがようわかるとのたまいおった」

「……じゃあ！」

　炎貴妃は妖よう艶えんに微笑んだ。

「尚しよう寝しんの内人と見習い総出でお部屋中を総ざらいよ。寝台の幕ははぎ取り、窓もはずし、石畳の隙すき間まに紙を差し込む念の入れよう！　そうこうしているうちに、出てきおったわ。寝台の、支柱の継ぎ目に呪じゆ符ふよ」

「呪符!?　──あた、あたし、そんなのっ!?」

「なにもそなたが作ったなどとは思っておらぬわ。……ずいぶんと古くての、ようよう見やれば、何十年もまえにあの部屋を使っていた王子の名が書かれておったわ。その王子もどうやらずっと体調は優れなかったようだの。ある日階段を踏みはずして転倒、そのままこの世を去ったようだ」

「……」

　そのとき、ふっと炎貴妃が表情を崩した。百合の白さが闇を貫つらぬいて輝くような、優しくあたたかい笑顔になる。

「いままで誰も、志龍さまの体調不良の理由を探し出せなんだのに、新参者のそなたが原因を見つけてくれた。……よく、後宮のしきたりを恐れず知らせてくれた。礼を言うぞ、柳内人見習い」

　ぞわっ、と肌が粟立った。首筋が、背なかがぞくぞくする。

「正妃と志龍さまより、おまえのその類たぐい稀まれな才能を活いかした道へ進ませるよう言いつかっておる。だがの、尚しよう宮きゆうの高姱人から、おまえはずいぶんそそっかしいとも聞いておる。今度失敗をすれば強制的に後宮退去を命じるはずだった、とな」

「……」

　興こう奮ふんして炎貴妃の言葉の続きを待っていた露露は、突きつけられたそれに、しゅんとなる。

　尚功で出会ったあのおかっぱ頭の宮女は、尚功で拾ってやると言ってくれていたが、彼女がどれだけの権力を持っているのかわからない。彼女の言葉が尚宮姱人に届くまえに、後宮を追い出されてしまっては後の祭りだ。

　──せっかく後宮で生きる道を見出せたと思ったのに、やっぱり出て行かなきゃいけないのか……。

　そう、露露が気落ちしたとき──実際はほんの瞬間でしかなかったのだが──、炎貴妃が宣せん言げんした。

「本日ただいまを持って、柳露、そなたを、正式に尚功内人に任命する」

「……なんですと？」

　想像もしていなかった宣言に、露露は目を丸くする。不ぶ躾しつけにも炎貴妃の目を見返したら、

「なんともおかしな顔をするの」

　と笑われる。

「……え？　ええっと……？」

　状況が摑つかめず見開いた目をそのまま瞬かせる露露だったが、炎貴妃は取り合わない。

「見習いの身分の終了は、そなたが第一号よ、柳内人。他の見習いの手本となるよう、よく励め。また、その鼻のよさと稀なる香の知識をおおいに活かせるよう、尚功の宮女たちと切せつ磋さ琢たく磨まし、陛下や志龍さまのお役に立てるよう勉強せよ。……よいな、柳内人」

「……あ、ああ、」

　ようやく、その意味がわかった。

　露露は、後宮を出なくてすんだのだ。それどころか、見習いの身分から内人へ──つまり、お給料がもらえる身分へと昇格したというのだ。それも、あのおかっぱ頭の宮女のいる尚功で！

「ありがとうございますっ！」

　感かん極きわまったその声は情なさけないほど裏返っていたが、露露はうれしくてうれしくてそんなことを、気に留とめる余裕もなかった。

　──おとうさんに手紙を書かなきゃ。おとうさんがお香を集めて、書付を作ってくれたから助かったんだって、手紙を書かなきゃ！

　身震いがする。

　──あの尚功のひとにもお礼を言いにいって、それから……、

　頰を紅こう潮ちようさせ、喜びを素直にあらわにする露露に、炎貴妃は満足そうに頷き、それから背後の宮正へ小さく合図を送る。

「……？」

　それを見咎め、なんだろうと首を傾げると、貴妃は言った。

「アレは、誰よりも熱心に邪念のもとを探しておった。そなたが志龍さまの御おん身みを救ったように、アレがそなたの身を救ったのだ。ようよう感謝せよ」

「え」

　宮正が貴妃の後ろに道を作るように身を寄せたとき、

「──露露！」

　聞き慣れた声、嗅ぎ慣れた匂いがした。

　露露の身を救ったのは、父親の知恵もあるだろう。尚功の宮女の助けもあっただろう。だが、いちばんの功績は、

「虎嬌！」

　露露の、二週間にも満たない共同生活の相手だ。

「虎嬌、虎嬌！」

　駆けてくる彼女に向かって、露露も、貴妃と宮正の脇をすり抜けるようにして走り出す。

　差し出した手を、虎嬌がしっかりと握り返してくれた。その力強いてのひら。夕日に映はえる琥珀色の双眸。思わず視界が潤うるみそうになる。

「心配してくれて、助けてくれて、信じてくれてありがとう、虎嬌！」

　虎嬌は、微苦笑を浮かべている。

「わたしは言うべきことを言うべき相手に言っただけだよ。きみが正しい行いをしていたから助かったんだ」

　露露は首を振る。握られた手を引いて、その背なかに腕を回す。さわやかな、すっきりとした虎嬌の匂いがする。

「……露露？」

　虎嬌がなだめるように後こう頭とう部ぶをなでてくれる。顔をうずめたその肩口を、露露は、ほんの少し濡ぬらした。
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　浅い眠りを繰り返していた露ろ露ろが気がついたのは、虎こ嬌きようが部屋を出ていこうとしていたところだった。

　露露の眠る上段の寝台が軋きしんだので、露露が目を覚さましたのに気づいたのだろう。

　白い筒つつ袖そでの上着に腰衣スカートといった見習いの制服姿の彼女は、寝ね呆ぼけ眼まなこの露露を見あげ、まだ薄うす暗ぐらい早朝にそぐわないさわやかな笑みを浮かべてみせた。

「おはよう。起こしたかい？」

　露露は首を振る。

「……昨日きのう反省房ぼうのなかで寝すぎちゃったみたいで……。いつもより少し早くない？」

「仕事が増えたんだ、きみを含め、何人か異動したしね」

「……ごめん」

　虎嬌は軽かろやかに笑った。

　尚しよう食しよく内ない人じんに乗せられ意い気き揚よう揚ようと尚食に向かった少女たちだったが、皿洗いばかりの日々よりも、朝食の準備のための早起きが耐たえられなかったようだ。

　ほかの尚の見習いである同どう輩はいたちがまだ夢の中にいるあいだに、眠気をこらえて起き出さなければならないのは想像以上にきつい。

　正式に所しよ属ぞくする尚が定まっていないいま、尚食の見習いたちは次々と脱落し別の部ぶ署しよにかわっているらしい。露露が昨日一日だけ勤つとめた尚しよう寝しんにも、尚食から移ってきたものが何人かいた。

　露露は寝台から身を乗り出した。

「目が覚めたついでに洗せん濯たくしようと思うんだけど、お詫わびがてら、いっしょに洗っておこうか？」

「頼たのめるかい？　助かるよ。じゃ、行ってくる」

「いってらっしゃい」

　各尚に振り分けられてもうすぐ十日になろうとするが、虎嬌が遅ち刻こくや寝坊をしている姿など一度として見たことがない。いついかなるときも泰たい然ぜんとしていて、まるで武人のようだった。

　そのためか、何人かの先輩内人から恋こい文ぶみめいたものをもらっていたのを露露は知っている。露露の前で時折見せる男所帯で培つちかわれた奇ッ怪な言動はともかくとして、あの美び貌ぼうにあの凜り々りしさだ。現実の男と接する機会のない若い娘たちの思し慕ぼの念を集めたところで無理もない。

　──さすがだなぁ……。

　露露は両手をぐっとのばして背伸びをしたあとで、ゆっくり寝台をおりる。

　虎嬌に伝えたとおり、今日こそはたまっている洗濯物を片づけないとたいへんなことになる。後こう宮きゆう側から支給される制服は、定期的に回収され、尚しよう服ふくの内人たちによって洗ってもらえるが、肌はだ着ぎや手ぬぐいといった個人の小物は各自で隙すきを見つけて洗うしかないのだ。

　ゆえに、自分のものと頼まれた虎嬌の洗濯物を引っ張り出して盥たらいに入れ、ふたりぶんの肌着の山を抱かかえ、洗濯場に向かうことにした──向かっていた。




「──なんだって!?」




　まだ朝日さえ届とどかない薄うす闇やみを切り裂さくようにして聞こえた声は、朝食の準備に出かけたはずの虎嬌のものだった。

「……」

　露露は、思わず立ち止まった。そして、ぐるりと周囲を見回す。姿はどこにも見られない。ついで鼻をうごめかし、虎嬌の匂においを探さぐると、尚食の職場である食堂や大量の食器や野菜を洗う水場がある場所とは違い、内宮へ向かう回かい廊ろうのほうから聞こえてくる。

「……だって、ねえ。昨日、助けてくれた大事な大事なともだちだもんねえ」

　心に湧き立つ好奇心に従う己おのれをそう言い訳しながら、足音を忍しのばせて、そちらのほうへ、洗濯物を入れた盥を抱えて歩いていく。

　あんのじょう、回廊のそばに虎嬌はいた。かたわらの繁みに身を隠かくすようにして、誰だれかと言い争っているようなのだ。

　露露は、盥を足元に置き、回廊の陰かげから中腰になってその会話に耳をそばだてる。相手は誰か──虎嬌に想いを寄せる同輩か、はたまた姱か人じんや美び人じんといった上うわ役やくかはわからない。それでも、場合によっては、虎嬌の助すけ太だ刀ちに飛び出すつもりだった。だが、

「おまえには貸しがあるよな？」

　──……っ!?

　露露は目を見開いた。それは聞き間違えようのないほどしっかりした男の声だったのだ。

　──あああああああああ逢あい引びき!?　後宮で!?　堂々と!?

　思わず会話の相手の姿を見ようと伸びあがろうとするが、繁みが邪じや魔まをしている。

　──あああ、もう、これ邪魔!!

　だからといって手で搔かき分けるわけにもいかず、仕方なく洗濯物の山のそばに座すわって、虎嬌となにものかの会話を聞くことにした。

　虎嬌は盛大にため息をついた。

「昨日の件については感謝しているよ、コシン。確かに借りだよ、ちゃんと返す」

　──昨日の件……？

　露露を反省房から助け出してくれたことだろうか。

　そういえば炎えん貴き妃ひは「おともだち」から露露は冤えん罪ざいだと訴うつたえられたと言っていた。しかし、炎貴妃と虎嬌のあいだに親しげなようすは見られなかった。つまり、いま虎嬌と対たい峙じしている男が、

　──炎貴妃の「おともだち」……？

　貴妃といえば、王の女である三さん妃ひの筆頭。男のおともだちがいてよい立場ではない。

　このままでは聞きたくないことまで聞いてしまいそうでアワアワする露露がいることなど夢にも思っていないのだろう。虎嬌は続ける。

「──でも、それはいくらなんでも無茶だ。そんなこと許されると思っているのか」

「無茶は承知だ。俺だって受けたくないさ、こんなばかげた話。おまえの身を危険に晒さらすようなもんだぞ!?」

　感情をあらわにした男が不意に動いた。ドッとものとものがぶつかる音がして、虎嬌の口から小さな悲ひ鳴めいがこぼれた。続いて届く男の声が、くぐもっていた。

「けど、嬌きようにしか頼めないんだ、こんなこと」

　虎嬌の身になにが起こったのかと、心配してこっそりとあげた視界のなかで、虎嬌は男に抱かれていた。そのすらりとした木蓮のような肢し体たいを、色素の薄い髪の青年にすっぽりと覆おおわれるようにして。

　──わあああああっっ!?

　ビクリと体が跳はねる。声だけはなんとか押さえ込んだが、それはあまりに衝しよう撃げき的てきな光景だったのだ。とはいえ、ここが後宮の中でなければ、あるいは抱きしめられているのが虎嬌でなければ、露露はここまで驚おどろかなかっただろうけど。

「……」

　たまりかねてそらした視界の中に、盥に山積みの洗濯物が映うつった。

　その瞬しゆん間かん、自分のデバガメぶりに露露は急にしらけてしまった。好奇心も、満足を通り越して、食傷気味だ。

　──ここでこうしていたって、洗濯物が片づくわけではないしね。

　よいせっと盥を持ちあげ、来たときと同様忍び足でその場を離はなれる。

　無言で辿たどりついた水場に肌着の山をぶちまける。井戸から汲くみあげた冷水を肌着のうえにぶっかけじゅうぶんに濡ぬらすと、板を使ってごしごしと洗いはじめる。

　ごしごし、ごしごし……。

　いつもはくだらないおしゃべりに花を咲かせるところだが、あまりにも早朝すぎて、露露以外ひとは誰もいなかった。だから、遠えん慮りよなくため息が口をついて出る。

　かたや早朝から手を凍こごえさせながら肌着の洗濯。

　かたや早朝から後宮内で男と密会。

「……」

　仕事に生きようと心に誓ちかった露露だったが、相あい部べ屋やの虎嬌とのこの落差はなんとなく切なかった。




　それをなにものかが気き遣づかったわけではないだろうが、露露と虎嬌の部屋に変化が起こったのは、その日のうちのことだった。

　虎嬌は、露露が今朝の逢引のようすを見ていたことなど知らない。ゆえにいつもどおりに接してくるが、デバガメしていた当人としては普段どおりという訳にはいかなかった。今朝の件を意識してしまって、どうもうまく接することができないのだ。

「……どうしたんだい、露露。今日はなにか変だよ？」

「そ、そそそそう？　い、いいいいつもと変わらないよ!?」

「……そうかな」

　虎嬌の目が、疑うというよりも心配しているふうで、申し訳なくてならない。

　──ごめんね、ごめんねっ!!

　心の中で泣きそうになりながら、とりあえずボロが出ないうちに早く寝てしまおうと、寝台の上段に飛び込もうとしたときだった。部屋の障しよう子じ戸どの向こうで、かすかな咳せき払ばらいが聞こえたのだ。

「──はい？」

　出入り口のそばにいた虎嬌が反応し、障子戸を開ける。途端、風に運ばれ届いたのは、酸味のある上品な匂いだった。ときどき虎嬌から香る白檀よりも濃く、少なくとも、周囲の宮女たちとは確実に異ことなる匂いだ。

　──あれ？　かわった匂い……。

　虎嬌と二、三言会話する相手は、ちょうど虎嬌の陰になり見えなかった。だが、彼女が部屋に招まねき入れるように体をずらしたとき、その姿を見ることができた。

「……あれ？」

　白い筒袖の上着と同色の腰衣スカートを穿はいている。長い黒くろ髪かみを首の後うしろでちゃんと束ねている。どこをどう見ても、れっきとした見習いの少女だった。ただし、見慣れない顔だったが。

　虎嬌に促うながされ部屋に入ってきた少女は一度室内を見回すように視線をぐるりとし、露露を見つけると傲ごう然ぜんと言い放った。

「体が弱く、後宮入りが遅おくれたのだ。蓮れん順じゆんという。今日からこの部屋でいっしょに生活させてもらうことになる」

　──女の、子……？
















　遠すぎて匂いがわからなかったのだろうか。

　露露は首を傾かしげ、もう一度新しくこの部屋に流れ込んできた匂いを確かめる。白檀ふうの凜りんとした虎嬌のもの、そして自分のもの。残りの匂いは、やはりどちらとも異なっている。

「……？？？」

　どういうことかわからず、露露は肩口に鼻はなを寄せ自分の匂いを再度確認する。

　とはいえ、匂い云うん々ぬんで混乱するのは露露ぐらいのこと。虎嬌は気にするようすもなかった。

「お体があまりじょうぶではないと伺うかがっておりましたが、もう調子はよろしいのですか？」

「共同生活を送れるくらいには復調した。気遣うな」

　しかもどうやらふたりは顔見知りのようだ。

　それがなんだかおもしろくなくて、尊大に質問に答え、虎嬌に寝台へ案内される蓮順を目で追っていたら、彼女は露露をふたたび見返してくる。

「そなたが柳露だな？　よろしく頼む」

「は、はあ」

　──よろしく頼むって態度じゃないけどね。

　ひとへの頼み方を知らないのだろう、どう見ても上流家庭に育ったお嬢じようさまだ。

　言葉遣いはともあれ、ほんとうに共同生活を送れるのかな、と不安に思いつつ虎嬌を見ると、彼女は蓮順を見ながら複雑な表情を浮かべていた。

　──なんであんな顔、してるんだろ……。今朝の件がなにか関係してるのかな？

　そう考えた途端、追い払ったはずの光景がまなうらに蘇よみがり、露露はばたばたと寝台に飛び込んだ。
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　露ろ露ろが尚しよう功こう内ない人じんに昇格した二日目。

「所属する尚が決まっておらん。ひとまず、おまえの働きぶりを見せてもらう」

　あくまで上から目線の蓮れん順じゆんを連れて尚功の部屋に行くと、

「や、や、待ってたよ！」

　と、へらへらと笑いながら、例のおかっぱ頭の宮きゆう女じよがあらわれた。

「───このあいだの！」

　露露の声は、喜びに思わず大きくなる。

　露露は昨日のうちに、はじめて内人として出向して、尚功に所属する宮女たちの紹介を受けていたが、その場に彼女はいなかった。会えたならお礼を言おうと構えていたのに、尚功の宮女ではなかったのかと残念に思っていたから、この再会は素直にうれしかったのだ。

　彼女の許までのわずかな距離を駆け寄り、深々と頭をさげる。

「このあいだは、ほんとうにありがとうございました！　おかげで無事に部屋の浄じよう化かもできて、昨日から尚功の内人になりました！」

「へえ、そりゃよかった、おめでとさん。どうだい、方ほう傑けつ、ワタシもたまにゃ役に立つだろ？」

「自分で、たまに、なんて言わないでくださいよ、怡い静せい」

　自慢げに話を振られた王おう才さい人じん──尚功のなかで専門的に香こうを作る班に所属する先せん輩ぱい格だ──があきれたように額ひたいに手をやる。

　宮女の階級は、上から順に、姱か人じん、美び人じん、才人、内人とよっつに分けられるのだが、たとえ同期であっても、公的な場においては姓せいに官位をつけて呼ぶのが一般的な後宮の中で、お互いを名まえで呼び合うところを見ると、この怡静という宮女はひょっとして王才人と同じ才人なのかもしれない。

　──にしては、歳としが離れすぎているような……。

　後宮内の身分は、実力というよりも勤きん務む年数によって昇格するのがほとんどらしい。それを思うと、王才人は二十歳そこそこなのに対して怡静はあきらかに三十越えだ。いつまでも才人なわけがない。

　よくわからなくて首を傾かしげると、それを察した王才人が、身内の恥はじを晒すような苦く悩のうした表情を浮かべて、

「昨日、紹しよう介かいできないで申し訳ありません。ソレが、うちに、『カタブツの尚しよう宮きゆう、見み栄えっ張りの尚しよう儀ぎ、変人の尚功』というありがたいふたつ名を頂ちよう戴だいするきっかけとなった、戴たい姱人怡静。問答無用でわたしときみの直属の上司です」

「なんだい、方傑。その言い方じゃまるでワタシが上司なのは不本意っていいたげじゃないか」

「それ以外の言い方に聞こえたなら言い直しますがどうしますか？」

「やだねえ。たったふたり──おおっと、昨日から三人か。三人きりの香こう班はんじゃないか。仲良くしようぜえ」

「お断りします」

「だってさ！　こんな先輩しかいなくて困ったねえ、新人よ」

「勝手にひとを同類にしないでくれませんかねっ」

　どうやらとても仲がよいらしい。傲ごう岸がん不ふ遜そんな蓮順も、楽しそうに頰ほおをゆるめている。

「後宮は、思っていたより楽しい場所のようだな」

「だね」

「あー、その考えには異議を申し立てるぞ、ちんまいの」

　蓮順は露露よりちょっとばかり背が低い。今朝起きて顔を合わせたときにそれを知った蓮順が、少し傷ついたような顔をしていたのが露露にも思い出される。

「ち、ちんまいのとはなんだ！　よ……わ、わたしは蓮順だ！　言い直せ！」

　すぐさま蓮順が声を荒らげた。体たい臭しゆうの、酸味と酷こくのある上品な匂いが強まる。やはり、女性の匂いとはどうにも違うように思われる。

　とはいえ、虎嬌もすっきりとした清涼感のある白檀ふうの匂いをさせているのだから、一概に「女の匂いではない」とは言い切れないのだが。それに女の匂いでなければ、とどのつまりが男の匂いというわけで。

　──男のひとが後宮入りするわけがないしねえ……。

　うーん、と首をひねっていると、耳に指を突っ込んで蓮順の大声をやりすごしていた戴姱人が辟へき易えきしたような顔をする。

「でかい声で言わなくてもわかるよ、小さな部屋なんだから。で、おまえさんのことは聞いてないけど、新人とおんなじ扱いしてもいいのかね」

「かまわぬ」

　即答する蓮順だったが、どうにもそのやりとりには含ふくみがあるように思われた。もう一度疑問符を顔中に浮かべて王才人方傑を見れば、彼女もわからないようだった。

　──知り合いなのかな、このふたり。

　虎嬌とのこともあり、蓮順に対する好奇心が疼うずきはじめるが、戴姱人に先を越された。

「ええっとな、新人よ。ちょっとおまえさんの書かき付つけ見ていて思ったんだけども、おまえさん、ひょっとして、知識だけのひとかい？」

「……はい？」

　真意がわからない。

　きょとんとして眼鏡めがねの奥の細い目を見ると、彼女はうんうんと頷うなずく。

「鼻がいいのは認めるぞ。だからこそ、しばらくこの書付を読むのはやめとくことだ。おまえさんのお父上はちょっと酷こくなおひとだったな」

「どういうことですか？」

「怡静？」

　露露の問いに、かぶさるように王才人が尋たずねる。

　姱人と才人は、あいだに美人を挟む。つまり同じ宮女であっても階級がまるで違うのだが、王才人は上司を〝戴姐姐おねえさん〟あるいは〝怡静姐姐〟と敬称つきではなく、名まえだけで呼ぶ。戴姱人も、王才人のことを〝王妹妹いもうと〟あるいは〝方傑妹妹〟とは呼ばない。

　姐姐、妹妹というのは、宮女たちの身分をあらわす大事な敬称で、所属する尚によっては、この敬称をつけて呼ばなければひどい目にあうといわれている。それをつけずに呼び合っているのだから、このふたりはほんとうに仲がよいのだろう。

　うん、と上司は立ちあがり、控ひかえの間の隣となりにある香こう木ぼくや花や実を集めて貯ちよ蔵ぞうしている蔵くら──三日まえに露露が入り込んだ小さな部屋だ──に来るよう手招きする。

　そのあとをぞろぞろと付き従い、たくさんの匂いの溢あふれかえるそこへ入ると、今度は、天板が片づけられた机の周まわりに置かれた三さん脚きやくの椅い子すに腰をおろすよう指示される。

　指示した本人は部屋の奥のほうに行き、なにやら棚たなを漁あさりだしたまましゃべり続ける。

「新人はね、香の職人になるには知恵が少なく、趣味で香を作るには知識が豊富すぎるんだ。いってみたら、医女になるには知識に乏とぼしく、趣味で生きるには専門的すぎるわれわれみたいなもんさね」

「……本物の匂いを知らない、とでも？」

「さすが、方傑。そのとおりだ」

　──本物の匂いを、知らない……？

　王才人の言葉を繰り返すが、どうにもわからない。どういうことか、と聞き直そうとしたとき、おかっぱ頭に蜘く蛛もの巣を張りつけた戴姱人が眼鏡の奥でへらへらと笑いながら出てきた。手に、なにやら小さな丸い平べったいものを持っている。

「さて、新人よ。ひとつ、訊きこうか。おまえさん、麝じや香こうは知ってるよな？　麝香について、どんな匂いがするか、またどんな効果があるか、を教えとくれ」

　と聞くのだから、その手にあるものが麝香なのだろう。匂って答えるほうが早いだろうが、それを求められているわけではないことはわかる。

　露露は、書付にあった言葉をそらんじた。

「麝香は、ほかのものと合わせると匂いに奥おく行ゆき、深みが生まれて……」

「ああ、いい、いい。そんなことが聞きたいんじゃない。……気づいてると思うが、新人、これが麝香。嗅いでご覧。蓮順もいっしょにどうぞ」

　手渡され、その白い動物の毛に包まれたものを鼻に近づける。正直、よい匂いではない。

「……動物の、糞ふんの臭においがします」

「臭くさいな」

「ははは、そりゃそうさね。麝香っていうのは、大陸にいる麝香鹿の香こう囊のうのことで、これはへそと生せい殖しよく器きの近くにあるんだわ。どれ、貸してご覧。薬としても重ちよう宝ほうされているからな、少しずつ、口にしてみよう」

　麝香といっしょに持ってきていた細いヘラを香囊の中に突っ込み、出てきた黒っぽいものを、少しずつ露露と蓮順のてのひらに置く。

「……」

　鼻の前にかざせば、なにやらすっと澄すんだ匂いがする。これに白檀を混ぜれば、蓮順の体臭によく似たものになりそうだ。

　舌をつけると、わずかな苦味を覚おぼえる。とはいえ、嫌いやな感じはない。

　──へえ……。

　はじめて知る麝香という匂い、味に満足し、てのひらからそれを舐なめとったあとのこと。

「……」

「……うあ」

　変化は、露露と蓮順、同時にきた。

　ただでさえ夏の暑い時期だというのに、体がかっかかっかと熱くなり、心臓が速く鼓こ動どうを打ちはじめた。発熱したのかと訝ったとき、戴姱人が楽しそうにいった。

「どうだい？　したくなるだろう？」

　──したく？　なにを？

　問われた意味のわからない露露の横で、蓮順と王才人の顔が、一いつ拍ぱくをおいて真まっ赤かに染まる。蓮順が椅子を蹴け立たてて立ちあがり、嚙かみつくように戴姱人に叫んだ。

「こ、言葉を慎つつしめ、戴姱人!!」

　だが、その反応は予想どおりだったようだ。ヘラに残っていた麝香をそれごと口に含み、戴姱人はそのヘラの取っ手を蓮順の鼻先で上下に振ってみせる。

「言葉を慎めだあ？　慎んだから、アレですんだんだよ、ちんまいの。なに？　みなまで言おうか？　新人はわかってないようだし、ここは後宮だし、ちんまいのはいるし、ちょうどいいんでない？」

「あ、はいはい！　知りたいです、あたし！」

　自分は知らないのに、ひとつ年下の蓮順が知っているというのが気に食わない。知的好奇心を刺し激げきするものはとにかくなんでも吸収したい性た質ちである露露は、手を振って主張した。が、

「なにがしたくなるかっていうとだ……」

「──みなまで言わなくていい!!」

　体がまだ本調子ではないわりにはかなりドスの利きいた声を張りあげ、蓮順が戴姱人の言葉を奪うばい取る。そして、その調子のまま露露を振り返り、

「おまえは知らなくていいことだ、露露」

　と勝手に決めつける。

　それでは納なつ得とくがいかない、と頰を膨ふくらませて蓮順を見あげれば、彼女はますます顔を赤らめて、

「あ、あ、ああああとで教えてやるっ！」

　と椅子に座り、そっぽを向いてしまった。どうやら照れているらしい。

　照れるようなことなのかと得とく心しんする露露のそばで、ふたりの上司が声を殺して笑っていた。

　そんなこんなで、露露の知識は所しよ詮せん机き上じようの空論でしかないと判明したことで、その日の午後からの露露の仕事は、蓮順とふたり、菜園に出かけたり、園えん林りんを散策したりすることだった。

　花を見つけては帳面に色や形を書き付け、匂いを嗅ぎ、蜜みつを吸う。

　園林では樹皮をはぎ、樹じゆ脂しを採取し、その葉や実の匂いを覚え、記録する。

　時期がよかったようだ。

　花も緑も匂いも豊富で、ふたりで使った帳面はすぐにいっぱいになっていった。

　おまけに、新しん鮮せんな空気のなかで歩き続けることで青白かった蓮順の頰にも赤みが差し、虎こ嬌きように驚かれたほどだった。

　そんな日々を、三週間ばかりすごした頃だろうか。

　蓮順がなにやら急用があると仕事をやすんでどこかへ行ってしまったのと、相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつな戴姱人がいつまでたってもあらわれなかったのとで、王才人に香こう蔵ぞうの整理を頼まれた。

「尚宮から、尚功は無む駄だ遣づかいが多いと苦情がきました。怡静がいないあいだにちゃちゃっと在庫整理してしまいましょう」

　ひさしぶりに入った香蔵は空気が深く、落ちついた匂いに包まれているのがわかる。

　最初のときより、実物の麝香をはじめて知ったあの日より、新しい匂いを知る楽しみに心が踊おどりあがってしまいそうだった。

　王才人の指示に従って、棚を片づけ、瓶びんや壺つぼの表書きを書き換えて、在庫表に種類や数量を書き込んでいく。そのさなか、棚の奥のほうに、ひと目をはばかるように置かれた壺を見つけた。

「……なにこれ」

　難儀をして引っ張り出し表書きを確かめるが、なにも記されていない。好奇心の促すままに蓋ふたを開けるまえに、才人を呼ぶ。

　やってきた才人は、すぐさまそれをしまうように言った。

「それは毒です。危ないから触さわらないで、元の位置に片づけなさい」

　思いがけない答えに、好奇心が疼く。

　なんとかして蓋を開けようと、才人の許可を引き出すべく質問を重ねていく。

「毒？　なんでそんなものがあるんです？」

「一応、わたしたちは匂いと香の専門家ですから」

「匂いと香に毒なんて関係ないじゃない」

「一いち概がいにそうとは言えませんよ？　たとえば、いままさにあなたが開けようとしているそれですが。絶対に開けてはいけませんよ、いいですね？　後宮内で刑けい罰ばつを受けると、死を賜たまわることもあります。そのときに飲ませるので置いてあるのですが、その毒は空気に触ふれると役に立たなくなる──って開けるなーっ!!」

　蓋を開けて中を確認しようとした瞬間、才人に蓋を閉じられる。その際に漏もれた壺つぼの中の空気が、

「……かなりきつい、甘い臭い」

　露露は顔をしかめた。未み熟じゆくな杏あん仁にんの臭いだ。

　桃や杏仁の種から取れるその毒は、

「わたしも文献で読んだだけなのでほんとうかどうかわかりませんが、この毒は、人体に入ると余計にひどい臭いがするようです。だから、暗殺向きの毒ではないといわれてますね。きみもいまわかったように口に入れるまえから臭いし、入れても臭いし」

　とのこと。

　ますます興きよう味みを引かれていく露露は、いまだ蓋を押さえ込んでいる王才人の細い指先を恨うらめしく見つめながら、応じる。

「……どんなにひどい臭いなんですか？」

　ただでさえ不快な臭いを放っている毒だ。それが余計にひどくなるとは、どう悪化するというのだろう。

　致死性の高い毒ゆえに自身で試すわけにもいかない。恐れと好奇心に板挟みとなり悶もん々もんとしていると、才人がきゅっと蓋を閉め、露露の手から壷を奪った。それを棚の元の場所にぐいぐいと押し込み、露露を振り返って尋ねてくる。

「……教えてほしい？」

　露露は即答した。

「そりゃもちろん！」

　にっこり笑って王才人は言った。

「お小しよう水すいの臭い」




　露露は、けしてその毒を口にするまいと心に深く誓うのだった。





３






　尚しよう功こうに職を得て、はじめて手にしたお給料から身の回りのものを揃そろえるだけのお金を抜いて、残りをすべて両親の許もとに送ったとき、露ろ露ろの胸を埋うめ尽くしたのは、たとえようもない充足感だった。

　後宮に入ってもうすぐ二カ月になるが、案外自分にはこの生活があっていたのかもしれない。

　外国から入ってくる名まえも知らない不思議な植物の香りや効能を、香こう蔵ぞうの中に集められた異国の資料から探す。

　苗なえや種から育てたものを香や茶や薬にして、尚しよう宮きゆうに属する医女たちとともに自分自身に試してみる。

　霊れい猫びよう香こうと呼ばれる香料を得るために、麝じや香こう猫ねこを育てている村を訪れ、引っかかれながら分ぶん泌ぴつ腺せんから搾しぼり取る。

　抹まつ香こう鯨くじらの死体が浜辺に打ちあげられたと聞けば、龍りゆう涎ぜん香こうを得るために、病弱な蓮れん順じゆんを除のぞく尚功の宮女たち全員で小旅行に出る。

　毎日が同じようでいて、毎日がこまごまと違う。あのまま青せい桐どう村むらにいては、けして味わえない日々だったに違いない。

　だから、時折思う。

　──このまま、後宮にい続けるのもいいなあ……。

　露露の上司である戴たい姱か人じん怡い静せいは三十半ばの中年女性だったが、村にいた同じ年頃の女たちと比べて、表情も生き方もずいぶん異なっていた。自分の興味の向くままに生き、世をはかなむ暇ひまがあるなら人生を楽しめといわんばかりに暮らしているから、若々しく自由でかっこいいのだ。

　それはなにも戴姱人ばかりではない。

　尚功の残りふたりの姱人もそうであるし、会ったことのある他の尚の姱人も、やはり自信に溢れ、自立した美しさがあった。

　──あたしも、あんなふうにかっこよくなれるかな？

　寒かん月げつを捜しだすことすらままならないいま、それが、露露の最大の目標となっていた。

　そんなある日の夜。

「帰りました」

　小さな咳払いとともに、尚食の仕事を終えた虎こ嬌きようが、部屋に戻もどってきた。手にはいつものようにお土産みやげつきだ。

　甘く食欲をそそる匂いに、畳たたんでいた洗濯物を物入れに押し込んで、露露は尋ねた。

「蜜の匂いがおいしそうね。今日のおやつはなんですか？」

「蜜苹果みつりんごだよ」

「蜜苹果？」

「露露は知らなくて当然か。苹果はわが国では育たない寒い地方の果物だから、帝国から、蜜みつ漬づけにして、輸入するんだ」

「……おまえに懸け想そうする宮女たちはほんとうにけしからんな。よ……わたしでも蜜苹果などめったに口にしたことはないのに」

　かつては露露の、現在は蓮れん順じゆんのものとなった虎嬌の寝台の上で口を尖とがらせた蓮順が、体が弱いことなどまるで噓うそのように軽々とそこを飛び降りる。

「人徳ですよ、蓮順」

　いつの頃からか、虎嬌は手土産つきで仕事から帰ってくることが多くなった。

　その仕入先は相変わらず「機密事項」らしいが、同居生活も二カ月になれば、だいたいどこかわかる。彼女に想いを寄せる尚しよう食しよくの先輩だ。ただしその懸想する人数が多すぎて特定はできかねたが。

　──わからないでもないけどね。

　乙女は恋する生き物なのだ。後宮にあっても誰かに焦がれていたい。

　実らぬまま失くした恋の傷はまだ少し痛むけれど、虎嬌がその少年めいた凜々しい美貌にひと懐なつっこい笑みを浮かべ、

「さ、食べようか！」

　などと言えば、つられて笑みがこぼれる。

「いただきます！」

　部屋の真ん中に敷しいた敷物の上に、座ったり寝転んだりと三人は思い思いに集まり、蜜苹果をつまみはじめる。

　ひと仕事終えたあとの甘いものは、また格別だ。

「うう、おいしいっ」

「昨日の金きん柑かんの蜜漬けもうまかったと思うが、これはまた……」

「苹果はそれ自体蜜がたっぷりですからね」

　露露と間をおかず尚食内ない人じんに昇格した虎嬌だったが、すぐさま料理に携たずさわれるわけではない。

　雑用に借り出される合間を縫ぬって、才さい人じんや美び人じんたちから出される課題をこなすために、菜園や薬草園に足を運んだり、文献とにらめっこをしたりと、尚功の露露と案外似たようなことをしている。

　だが、露露や戴姱人、王才人の三人は、変人という不ふ名めい誉よなふたつ名が示すように、

「医女になるには知識が足りず、趣味で終わらせるには知恵が豊富」

　という中途半端な環境にいるが、厨ちゆう娘じようへの道を着々と進んでいる虎嬌はそれではすまない。

　毎晩のように露露と蓮順に向かって、仕入れたばかりの知識を開かい陳ちんする。そうすることによって、自身の血肉としているのだ。

「いま、姱人たちのあいだで、園林に養よう蜂ほう場じようを作ってはどうかという意見が出ている。買いつけている蜂はち蜜みつが悪いわけではないのだけれど、花の種類を一種類に絞しぼって、薔ば薇らなら薔薇の蜂蜜、菜の花なら菜の花の蜂蜜、といったふうにしてみれば、その匂いも味もかわって、使用する幅も広がるんじゃないかって……」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、楽しそうにきらきらと輝いている。

　そして、順調に蜜苹果を平らげていく蓮順が、それになにかしらの意見を述べていく。

　いわく、養蜂場の管理は後宮が持つのか、内宮に任まかせるのか。蜂を飼かうとしたら、予算はどのくらいを見なければならないのか。園林に蜂を放てば、刺さされたと訴えてくるものが必ず出てくる、それにどう対処するつもりなのか……。

　こうなるともう露露には把は握あくしかねる、まったくもって興味のない世界の話題となってしまうので好奇心の虫も騒さわがない。しかし、白熱していくふたりの姿に、たまらず、露露はぽつりと漏らしてしまった。

「ずっと、こんなふうに三人で後宮にいられたらいいなあ……」

　虎嬌には夢がある。それを叶えるために、いずれは後宮を出るだろう。

　蓮順は、いまだ体調が芳かんばしくないことを理由に所属する尚を決めないまま、露露のあとばかりついて尚功に入り浸びたっている。だが、ひとに命令しなれた環境で育ったことがわかる以上、いずれ後宮を去る身であることは想像するに難かたくない。

　だから、目の前のこの光景は、ひとときの幻まぼろしに過ぎないのだ。

　議論を交かわすのを放ほう棄きした虎嬌が言う。

「……露露がこのまま後宮に残るのなら、わたしも厨ちゆう娘じようにならずに、尚食の姱人を目指すのもいいなあ」

「え？」

「知ってるかい？　きみのところの戴姱人と尚宮の高姱人、それから蓮れん花か正せい妃ひさまは同期でいらっしゃって、いまも仲がいいのだそうだ。このままずっと後宮にいるのなら、わたしたちもそうなれたらよいね」

　願望に思いがけず賛さん同どうを受けて、露露はちょっとばかりとまどった。

　なにを言っているのかと見返した虎嬌の瞳にからかう色はない。あわてて冗談だと打ち消そうと露露は口を開くが、

「なんと、あの変人とカタブツと、はは……蓮花正妃さまは仲がよいのか！　なかなか想像しがたい取り合わせだな」

　などと蓮順が感心したように言うものだから、出鼻をくじかれてしまった。

「……そう？」

　くじかれついでに、露露も、脳裏に三人がおしゃべりしているようすを思い浮かべてみる。もちろん、三十半なかば現在の姿で。

　へらへらと笑っているおかっぱ頭の上司の隣に、不ふ機き嫌げんを表現した面をそのまま顔に張りつけたような尚宮の高姱人がいて、その隣で豪ごう奢しやに飾り立てた絶ぜつ世せいの美女が微笑ほほえんでいる……。

「……ものすごく不ふ思し議ぎな光景ね」

「否ひ定ていはすまい」

　蓮順の堅かた苦くるしい同意の言葉に、露露と虎嬌は顔を見合わせて笑った。

　やがて蓮順が眠気を訴えたことから三人のおしゃべりはお開きとなり、それぞれの寝台に潜もぐり込む。

　だが露露は、明かり採とりの窓から入り込む月の光のまばゆさと、交わしたばかりのおしゃべりの内容に、少しばかり眠れないでいた。

　──ひょっとして、見栄っ張りの尚しよう儀ぎって、蓮花正妃さまのことかな……？

　尚功が変人呼ばわりされはじめたのは戴姱人怡静のせいだと、以前王才人がいっていた。そしてその戴姱人は、尚宮の高姱人秀しゆう娟けんをカタブツと呼んでいた。ならば、そのふたつ名を持つふたりと仲の良い蓮花正妃が、尚儀に属していて、見栄っ張りと渾あだ名なされていてもおかしくはない。

　──でも、見栄っ張りそうなひとには見えなかったな……。

　瞼まぶたを閉じて、後宮入りをしたあの夜に、部屋まで案内をしてくれた蓮花正妃の姿をまなうらに描えがく。

　絶世の美女と謳うたわれるだけはあって上品で、十代の少女のように若々しく、首元まできっちりと詰つめた古風な衣い装しようが禁きん欲よく的てきで、扇せん情じよう的てきで──、

（……寒月の目に似てるんだ……）

　思わず口について出てしまったその名まえに、興味を示してくれた蓮花正妃。結婚の約束をした初恋の少年を探しにきたのだと話す露露の唇を指で押さえ伝えられたこと。

（あなたはここに働きに来たのでしょう？　それならば、寒月という名まえをここでは口にしてはだめよ）

　初恋の少年を思い出し、泣きそうになる。

　もう逢あえないという寂さびしさ、この後宮内で女として死んだというその不可解な死の理由を知る手段すらない現実が、余計に心を傷つける。

　──しっかりしろ、あたし！

　確かに後宮に入ったのは寒月に逢うためだった。けれど、そこで虎嬌と蓮順というすばらしい友を得た。尊そん敬けいする上司とやりがいのある仕事にも恵まれた。

　──もう、それでじゅうぶんじゃない……。

　眦まなじりに滲にじんだ涙がこめかみを伝って枕まくらを濡らしたが、露露は無理やり眠ることにした。

　そのせいだろうか、浅い夢を幾いく度ども繰り返し見て、そのたびごとに目を覚ます破は目めになってしまった。

　湿しつ気けが多く寝苦しい夏の夜のことだから、うまく寝つけなければ、このまま朝まで起き続けるということもないわけではないのだ。

　──どうしよう……。

　寝返りを繰り返せば、部屋の両りよう脇わきに離れて眠っているとはいえ、敏びん感かんな虎嬌に気づかれてしまう。

　そうすると彼女のことだ。露露を気遣い、いっしょに朝まで起きていると言い出しかねない。寝相の悪い蓮順に毎晩のように叩たたき起こされ、ただでさえ睡すい眠みん不足がちなのに。

　──それだけは避さけたい……あ。いま……え？

　ふたりの健すこやかな寝息の合間を縫って、かすかに聞こえる音があった。

　明かり採りのむこう、夜風に乗り、湿気を含んだ空気を震ふるわせ聞こえるそれは、

　──笛の音ね……。

　気づいた瞬間、寝台を飛び降りていた。同室のふたりを気にかける余裕もなく、部屋を飛び出し、駆かけ出していた。

　──これ……、この曲！




（この曲はね、『惜せき春しゆん』というんだよ）




　曲名を教えてくれたのは、幼い頃の寒月だった。

　それがどこから聞こえてくるのか、笛の調べを頼たよりに長い回廊を走り抜ける。足音が高くなることにかまってはいられなかった。

『惜春』は、短い冬と長い夏のあいだにほんのひととき訪おとずれる春を惜おしむ歌とされる。しかし、その意い図とは、夭よう折せつしたひとを惜しみ悲しむところにある。

　青桐村にいたときに、都から母親が他界したとの報しらせを受けた寒月が涙をこらえて吹ききった曲なのだ。

　どこか物寂しいその調べに、露露もつられて泣きそうになったのを覚えている。

　奏かなで終えた寒月が、露露の顔を見て苦笑していた。

（露露、泣きそうだ）

（だって、なんだかそのお歌、寂しそうだもの）

（そうだね、寂しい感じがするね）

（……どうしてそんな悲しい歌を吹くの？）

（母上が、亡くなられた──死んだんだ）

　寒月は、露露に母親の死が正しく伝わるように、わざわざ言い換かえた。

（これを吹くと、ぼくはどうしても母上を思い出してしまう。だから、大きくなって、もう母上のことで泣いたりしなくてすむようになるまで、露露、この曲を預あずかっていてくれる？）

　結婚の約束より先にかわされていたささやかな約束で預かった『惜春』は、露露にとっては大事な思い出の曲だ。それを、断りもなく無遠慮に奏でられては、理不尽だとわかっていても、怒りを感じずにはいられなかった。

『惜春』は国内で広く知られている曲だ。尚儀の宮女が練習曲に選ぶこともあるだろう。笛を嗜たしなむ宮女が、眠れぬ夜の慰なぐさみに奏でることもあるだろう。けれど、

　──もう寒月には逢えないのに、よりによって後宮で吹くことなんかないじゃない！

　ほどなくして、それは、内宮へ向かう回廊のそばの坪つぼ庭にわから聞こえてくるのがわかった。

　──こっちか！

　露露は、ついにそこに辿りついた。

　その足音を聞き咎とがめてか、笛の音はとうにやんでいた。

　夏の夜の、珍めずらしい晴れ間。まんまるに肥こえた月が、その人物を浮かびあがらせていた。

「……寒月……？」

　寒月が、回廊の欄らん干かんに腰掛けていた。
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　──このひとはいったい誰なんだろう……。

　八年ものあいだ、逢ったことなどなかったのに。

　それだけの歳月が、互いの姿形にどれほどの変化を与えているか想像もつかないほどだったのに。それなのに。

　──ひとめで、寒月だってわかってしまうこのひとはいったい誰なんだろう……？

　長い黒髪は少年の頃のように髷まげを結ゆってはおらず、ただ無む造ぞう作さに背中に流している。

　細く華きや奢しやだった体は未熟な部分を残していて、青年のそれとは逞たくましさが違っていたが、青年と少年とのあわいを留とどめていてどうにも艶えんな雰ふん囲い気きがある。

　冷たすぎるほどに整った綺き麗れいな顔が、露ろ露ろを認みとめてやわらかく和なごんだ。

「ひさしぶりだね、露露」

　──ひとめで、あたしだってわかるこのひとは……。

「──あんた、誰……？」

　露露は、じゅうぶんな距離があるにもかかわらず、その人物からいつでも逃れられるように半身に構えた。

　その露露の態度が、予想を超えていたのだろう。一瞬とまどいの表情を浮かべた彼は、困ったように微笑んだ。

「寒かん月げつ。楊よう寒月だ。……忘れてしまった？」

　露露は小さく首を振る。横に。

「……約束したもの、忘れるわけなんかない。……だけど、寒月は……、あたしの知ってる楊寒月は十三のときに死んで……」

「……」

　夢に足首を摑まれたように身じろぎひとつできない露露の目の前で、寒かん月げつは欄干から腰をあげる。笛を襟えりのあわせに差し込み、

「──おいで」

　そんなふうに言って、誘さそうように両手を広げるから、

「……っ！」

　疑念も呪じゆ縛ばくも霧散した。露露はたまらずにその腕うでのなかに飛び込んだ。

「──寒月っ！　寒月、寒月、寒月!!」

　存在を確かめるように捕つかまえた服の胸元を強く握にぎる。繰り返し繰り返し名まえを呼ぶ。

　それでも間近で顔を見るのが恐くて──だって彼は四年も前にこの後宮で死んだのだ──、抱きついた体から香かおる白びやく檀だんを、背なかに添えられた薄い寝間着越しに伝わるてのひらの温度を全神経で感じていたら、

「うつむいてないで、よく顔を見せて、露露」

　と頰に触れた指が、露露に上を向くよう導みちびく。

　大好きだった切れ長の黒い瞳にぶつかり、そこに自分の姿が以前と変わらず映っているのが奇跡のようだ。

「……綺麗になったね、見違えたよ」

　寒月の甘い声が、甘い言葉が、露露の涙るい腺せんをゆるくしていく。

　かすかに滲んだ彼をもっとよく見たくてまばたくと、涙がぽろぽろとこぼれ、寒月の指を濡らす。

「……ほんとうに寒月？」

「そうだよ」

「生きてたのね？　あたし、あんたが死んだって」

　信じられなくて、と最後まで伝えられなかった。

　胸の内で暴あばれ狂くるう感情が、嗚お咽えつとなって、言葉を奪ったのだ。

「ごめん、露露」

　露露の背に、おろしたままの黒髪に、寒月の腕が、手が回された。

「ごめん」
















　繰り返された謝しや罪ざいの言葉とともに、強く抱きしめられる。

　頰にあたる、寒月の胸元の笛がちょっと痛かった。けれど、その痛みがこれは夢ではないのだと主張してくれるから、露露は幸せだった。

　だが、

「──？」

　寒月が、突如として露露を突き放した。

　驚いて彼を見あげると、闇色の瞳は苦く渋じゆうの色を浮かべている。

　彼は言った。

「露露、なにも言わないで、すぐに後宮を出るんだ、いいね」

　考えもしなかったその発言に、露露の頭はきゅっと夢から現うつつへと切り替わる。

「……なに？　後宮を出ろって、なにを言ってるの、寒月」

　寒月の美しい顔から表情が消える。かわりに抵てい抗こうすることを許さないような、冷れい淡たんな圧力を感じる。

「いいから、明日にでも荷物をまとめて、後宮を出なさい。青せい桐どう村むらへ帰るんだ」

「どうして？　あたしは寒月に逢いたくてここまできたのよ？　なのに、なんだか知らないうちに、あんたは後宮で女として死んだことにされていて、ほんとうのことが知りたくても楊寒月の名まえは絶対に口にするな、って言われてて……」

「うん」

「でも、借金返すまでは後宮を出られなくて……。それでようやくやりたいことを見つけて……」

「──知ってる。でも、それはおじさんが得意だったよね？　おじさんの許もとでも学べることだ」

　寒月の言葉は、露露に疑念を抱かせるものだった。

　──おとうさんの許でも学べること、って……。

　──あたしのやりたいことが香を作ることだなんて、なんで寒月が知ってるの？

　それは後宮にいなければわからないことだ。

　おまけに、たとえ後宮にいたとしても、秀女・宮女たちは何百人といるのだ。その中で、露露がどうしているのかを知ろうとするなら、対象を絞って探らなければ難むずかしい。

　──……なにか、おかしくない？

　露露は、ふとそれに気がついた。

　露露が、たまたま虎嬌から聞かされたからだ。

　虎嬌が「楊寒月の名は後宮で口にしてはいけない」と教えてくれなければ、男性官かん吏りが多く勤める内宮や国民が出入りする前宮に、寒月の姿を探したことだろう。

　だが、寒月は違う。なぜ、露露が後宮入りしたことを知っているのだろう。露露自身には、知らせるものも知らせる手段もなかったのに。

　それなのに、露露が後宮にいて、養父が得意とする香を作る部署に配属になったことさえ知っている。

　つまり寒月は、露露の動向を観察できる場所にいるということか。

「……寒月、あんた……」

　いま、誰になっているの、と尋ねさせてはもらえなかった。

　その前に彼が残ざん酷こくな言葉を口にしたから。




「露露──おれのことは、忘れて欲しい」




　一瞬、自分の耳がおかしくなったのでは、と露露は思った。

　なにを聞き間違えたのかと食い入るように寒月の顔を見返すと、彼はほんの少し寂しそうに微笑んで、悲しいことを言う。

「おれは、きみに会えない。もう二度と。だから、もう忘れるんだ」

　いつの間にか止まっていた涙が、すう、と頰を伝う。

「……会えない、忘れろ、って……。やっぱり、あんたは死んでしまったってことなの？　さっき、あんたを捕まえていたのに。あんたから白檀のいい香りがするのに。これは夢ってわけ？」

「夢にしてくれてもいい。だから、あのひとが動き出す前に、はやくお逃にげ。きみの存在は邪魔なんだ」

　そのとき、まるで寒月の心象をあらわすように、突然周囲が暗くなった。

　見あげると、真っ黒な雨雲が、肥えた月を覆い隠していた。

　鼻に、雨の匂いが届く。

　──さっきまで晴れてたのに！

　舌打ちして、雨が降る前に寒月の真意を探ろうと視線を戻したが、

「……あ」

　すでに寒月の姿はそこになかった。伝えるべきことは告げたとばかりに、露露が視線をそらした隙に、闇に乗じて立ち去ったようだ。

「──寒月っ！」

　乱らん暴ぼうに涙をぬぐうと、露露は走り出した。

　雨の降っていないいまならば、彼の匂いを辿ることは可能だ。たとえ彼がどんなに足が速かろうが、どんなに後宮の地理に通じていようが、この白檀の匂いを残さずにはいられまい。

　──あたしの鼻の良さを忘れてしまったの、寒月？

　香はまるで船を岸に導く灯台の明かりのように、露露をまっすぐに寒月へと案内する。

　雨が降る直前の青みを感じさせる冷えた匂い。回廊の石畳から立ちのぼる醒めた空気。回廊を照らす松明からは樹脂が焼ける臭いと爆はぜる音がする。見回りのために通り過ぎた宮きゆう正せいが残すのは鼻が曲がりそうな汗臭さ……。

　さっぱりとした清涼感のある白檀の薫かおりを追いながら、ずっと以前にもこんなことがあったな、と露露は思い出す。

　ただひと筋、風に乗って届いた花の香か。その香りの許を探して歩いたのはいつだろうと記憶を手た繰ぐると、まもなくそれにいきついた。

　──寒月と、はじめて逢った日だ……。

　どんな風伯かぜのかみの悪いた戯ずらだったのか。日にち月げつ湖こを見おろす小高い丘から咲きほころんだばかりの花梅が露露をいざない、笛を吹いていた幼い寒月に引き合わせたのだ。

　──なんだか、あたしばっかり寒月を追いかけてるみたい。

　出会ったときも。いまですら。

　しかし、あのときは風伯の力添えがあったが、今回は雨師あめのかみの関心を引けなかったようだ。

「やだ、噓」

　ぽつん、と顔に水滴があたったと思った途端、回廊の屋根やそばの植え込みが軽快に音を立てはじめる。

　雨が、降り出してしまった。

　露露はさらに加速して寒月の残り香を追いかけるが、雨は容よう赦しやなくそれを打ち消していく。

　完全に雨に匂いを流され、どうにもお手あげだと観かん念ねんしたところで、露露は足を止めた。

　まもなく二カ月に至ろうとする後宮生活は、ずいぶん露露の体力を衰おとろえさせていた。すっかり肩があがってしまい、荒い息が口をついて出る。膝ひざに両手をついて下を向けば、それこそ汗が滝のように流れていく。

　──ああん、もうっ！

　間違いなく寒月は後宮を住みかとしているようだ。

　そうでもなければ、嗅きゆう覚かくに優れた露露をこんなに早く撒まけるはずがない。

　おまけに運もいいみたいで、雨雲まで呼ぶ所業。

　──寒月の、ばか……。

　生きていてくれて、ほんとうにうれしかったのだ。夢にしていいといわれたが、どうしてそれに従えよう。『惜春』の物悲しい音色は耳が、細くあたたかい指先は頰と背が、寒月に似合った白檀の香りはこの体が鮮せん明めいに覚えているというのに。

　露露は顔をあげた。

　回廊の奥、闇に溶け込んだ寒月の残像をそこに描きながら、その口元に、不敵な笑みを佩はく。

　──まさか、あたしがそんな言葉に素直に従う子だなんて、勘違いしてるんじゃないよね、寒月？

　初恋のひとが生きて後宮内に潜ひそんでいるのだ。

　──絶対に、見つけてやるんだから！

　と力強く拳こぶしを握った──握ったが、口にしたのはなんとも情けない台詞だった。

「ここ、どこ？」




　露露は完全に迷まい子ごになっていた。
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「──眠れないからといって国王陛へい下かと志し龍りゆう殿でん下かがおやすみでいらっしゃる内宮にまで足を延のばすのは、二ふた心ごころありと罰されても仕方ないことであるぞ」

「特にそのほうは、この二ヵ月のうちに二度も反省房入りをした問題児ゆえな。そのこと、ゆめ忘れるでないぞ」

「もう、ほんとうに、二度といたしませんです、はい」

　部屋まで送ってくれた宮きゆう正せいたちの苦言を、露ろ露ろはへーこらへーこらひたすら頭をさげてやりすごす。そして、そのふたつの足音が遠ざかるのを待って顔をあげ、いーっ、と歯をむき出した。

「そうやって疑われかねないから、自分から助けを求めていったんじゃないのよ」

　雨の真夜中に発した問いに答えるものなどむろんひとりもおらず、露露は、寒かん月げつの残り香を聞き失ったあの場所でしばらく途方にくれていた。

　ややあってふたりぶんの足音と汗臭さが聴覚と嗅覚を刺激して、見回りのために宮正がこちらへやってきていることに気づいたとき、一瞬身を隠すべきかと思ったが、

　──それじゃ見つかったとき言い訳できないよね？

　と考え、ついでに、

　──もう絶対ひとりで部屋に帰れるわけないし！

　と開き直り、

「すみません！　眠れなくて考えごとをしているうちに、部屋がわからなくなりました。助けてください！」

　と聞くものに哀あわれを催もよおすような声で救助を求めたのが、ちょっとばかり前のこと。

　それでようやく懐かしの我が部屋に辿りついたのだが、なんとこの助けを求めたふたりの宮正が腹立たしいほどの説教魔。おかげで、この間ずっと延々ぶつぶついわれ続けていたのだ。

　──ずぶ濡れの宮女を見て気も遣えないなんて、最低っ！

　そもそもずぶ濡れなのは汗のせいなのだが、今夜は常いつになく風がある。むしむしとした夏の雨の夜には珍しく冷え込むから、露露はぶるりと身を震わせた。

　──早く着替えなきゃ……。

　振り返り、部屋の障子戸を開けようとして気づく。

「……あ」

　室内には、明かりが点ともされていた。部屋を出る前には真っ暗だったはずなのに。虎こ嬌きようあたりが気づいたのだろうか。

　周囲にはばかるように、静かに戸を開ける。なかでは、明かりを囲むようにして、虎嬌と蓮れん順じゆんが露露の帰りを待っていた。

「……虎嬌……、蓮順まで起きてたの？」

「どうしたんだい、こんな夜中に──って、きみ、ずぶ濡れじゃないか」

「ああ、うん、でも、雨に濡れたわけじゃないし……。ちょっと眠れなくてうろうろしてたの。蓮順もごめんね、心配させた？」

「無事ならかまわぬ。それより早く着替えよ、風か邪ぜを引く」

「……うん、ありがとう……」

　礼を言って、寝台に向かう。その途中、またしても冷えを感じる。

「──へくちっ！」

　我が慢まんできずに漏らしたくしゃみに、いち早く反応したのは虎嬌だった。閉めたばかりの障子戸を開け、肩越しに露露に尋たずねてくる。

「葱ねぎがいるね？」

　露露はその質問の意図に気がついた。彼女を見返し頷く。

「葱だよね」

「……葱？」

　足音を忍ばせて部屋を出て行った虎嬌を見送りながら、蓮順だけが会話について来られなかった。

　ややあって、虎嬌が食物庫あたりから葱とさらしをくすねてきた。

　すでに着替え終わった露露とふたりで葱にさらしを巻きつけ、露露はそれを両脇に挟み込む。

　蓮順が訊く。

「葱だぞ？」

「葱だよ」

「葱ですが？」

　なにをあたりまえのことを、と見返すふたりに、蓮順が癇かん癪しやくを起こす。

「なぜ葱を脇に挟むのか聞いているのだ！　露露は風邪を引きそうなのだろう？　ならば、龍ろん眼がんか生しよう姜がで暖だんを取ればよいではないか！」

　それを聞いて露露は、あらためて蓮順との生活水準の差を思い知った。

　庶しよ民みんにとって、葱は、体にあてるだけで暖がとれるために、食料としても温おん湿しつ布ぷがわりとしても、重宝されているのだ。それを知らないのなら、蓮順はよほどよい生まれなのだろう。

「あんたって、そうとうお金持ちの子なのね」

　虎嬌と目を見合わせて笑い、説明する。

「葱は体をあたためるの。龍眼も生姜も口にするためには手を加えなきゃいけないけど、葱はこのままでいいからね、手っ取り早いのよ」

「それに、葱にはさらしを巻きましたので、洗えば料理に使えます。ですが、龍眼にしろ生姜にしろ後宮のものを使ってしまえばそれは横おう領りようになります」

「……」

　露露たちの言葉に、蓮順は声を失ったようだった。

　──そんなに葱って変かなぁ……。

　両脇から臭う葱の青臭さは、嗅ぎ慣れていることもあり、けして異臭ではない。幼い頃からなじみのものである。

　おまけに寒月が生きていて、この後宮のなかにいることまで判明したのだ。

　忘れてくれ発言はともかくとして、それが素直にうれしかった。

　ゆえに再会を夢にするつもりもなければ、後宮から出ろとの言葉に従うつもりもない。思い出を振り返るたびに心が傷つかなくてもよくなったのは、ずいぶんと露露の気持ちを楽にさせ、快適な眠りをもたらすことだろう。

　それが、どこか態度にあらわれていたのだろう。

「……なんだか、ごきげんなようだね」

　苦笑いを含んだ虎嬌の指摘に、露露ははっとなる。

　彼女を見返せば、怒り顔の蓮順と並んで、露露を眺ながめるようにしている。葱にさらしを巻いてくれてから、微動だにしていなかった。

「心配して損をしたということかな？」

「汚けがらわしい」

「……」

　蓮順のひとことでわかった。どうやら逢引を疑われているらしい。

　──虎嬌じゃないわよ！

　違う、と否定すべきところだったが、寒月と再会して、抱きしめられたのは夢ではない。濡れた寝ね間ま着きに移った白檀の香りが、事実だと告げている。逢引をしたようなものだ。後宮内で。

　──後宮内で、寒月と……？

　露露はあらためてそれに気づいた。

「……ねえ、虎嬌？」

「うん？」

「前に、楊よう寒月の名まえは禁句、っていってたよね。後宮内で死んだ女だから、って。その楊寒月が生きていた、って言ったら、どうする？」

「え……？」

　虎嬌が眉を顰ひそめる。

　露露は、虎嬌に言葉を挟む隙すきを与えなかった。

「会ったのよ、あたし。間違いなかった、あたしの知ってる寒月だった！　あいつ、あたしが宮女として後宮入りしていて、尚しよう功こうで働いていることまで知ってたの。後宮にいるのよ、寒月は。でもあたしが見た内ない侍じ省しようの記録にあったのもあたしの知ってる寒月のものだった。ねえ、虎嬌。寒月は、どうして死んだことにされているの？」

「……どういうことだ？」

　露露の質問に質問で返したのは、問われた虎嬌ではなく、「楊寒月」を知らない蓮順だった。

　露露は蓮順に、寒月のことを簡かん潔けつに説明した。露露の初恋の少年であること。けれど後宮で死んだ宮女でもあること。ゆえに後宮内で口にしてはいけない名なのだと。

　蓮順は繰り返した。

「どういうことだ？」

　怒ったような表情が、いつのまにか訝いぶかしげなそれに変わっている。無理もない。露露にだってどういうことなのかわからないのだから。

「そもそも四年前に後宮で死んだのは、ほんとうにその寒月とやらなのか？　同姓同名の他人かもしれないではないか。それに、幼い頃は少年だったのに、年頃になれば女になって後宮入りだと？　セイシンでもあるまいに、そんなばかな話があるか！」

　吐はき捨てるような蓮順の言葉に、露露は首を傾げた。

　セイシンという聞き慣れない単語。そして男でも女でもあるような言いよう。

「……セイシン……？」

　セイシンとはなにか問おうと発したが、思いがけない反応が返り、露露は驚くことになる。

「……っ！」

　まるで失言だったといわんばかりに蓮順は自分の口をてのひらで覆ってしまったのだ。ついで横目でちらりと虎嬌を窺うかがっている。

　その視線を感じたのか、虎嬌は小さくため息をついた。

「──聞いたことがないかな？　帝国にあるあまたの民族のなかに、性別を持たない子を産む一族がいるって」

　初耳だ。露露は首を振る。

「帝国の、大陸の話でしょ？　南陽王国に関係あるの？」

　ある、と頷いたのは蓮順であった。

「我が王国は、百五十年ほど前に、帝国の将軍であった蘇そ衛えい強きようが軍隊を率ひきいて美び景けい島とうに上陸し、亜児美耶ああるすめいや人を追い出して作った新しい国だ。それをきっかけに多くの帝国人が移住してきたというから、セイシンを産む民族が入ってきていてもおかしくはない」

「といっても、生まれる子どものすべてが性別を持たないわけではないよ？　何十人かにひとりの確率らしい。それに、性別がないのは子ども時代の話だけで、長じるにつれどちらの性にも自由に入れ替わることができるし、伴はん侶りよを得ると性別が安定するんだ。おまけに、そういう特とく殊しゆな生まれのせいか、たいへんに美しいそうでね。陽である男性性と陰いんである女性性を併あわせ持つ、星のように美しい存在だから星せい辰しん、と」

「……寒月はその星辰じゃないか、ってふたりはいうの？　そりゃ、確かに寒月は美形だけど……」

　美しさのみを競きそうなら、虎嬌も寒月に遅れをとっていない。系統が違うために比較はしがたいが、寒月がその星辰というなら、虎嬌もそうでなければ通用しないだろう。

「断定はしない。でも、可能性はある、ってことだよ」

　続きを飲み込んだ露露に、虎嬌は苦笑いを浮かべてみせた。が、

「露露は、寒月がその星辰だったら、将来の約束を反ほ故ごにするつもり？」

　薄明かりの中、苦笑はすぐに虎嬌の顔から消えた。かわりに、痛いほど真剣なまなざしで露露を見つめてくる。

　露露は即答した。

「まさか！」

　虚をつかれたように目を見開く虎嬌と蓮順を見返し、

「寒月が男だろうが女だろうが関係ない、とまでは言い切れないけど、あたしは寒月が好きよ。寒月が生きててくれて、ほんとうにうれしく思ってる。だから、もし、寒月が星辰ってやつで、そのせいであたしを避けてるというんなら、ばかにするな、ってひっぱたく！」

　そう言いながら手を平手打ちをするように振ると、ばさりと音がして、さらしを巻いた葱が右脇から落ちた。

「……」

「……」

「……」

　三人で言葉もなくそれを見つめる。と、虎嬌がたまらずといったふうに、噴ふき出した。

「ばかにするな、か。いいね、それ」

「でしょ？」

　応える露露も、笑いをこらえきれない。なんという絶妙の間まで葱が落ちたのだろう。その存在をすっかり忘れていたからこそ、余計におかしくてならない。

　落ちた葱を拾いあげ、左脇の葱もはずす。葱のおかげで、立ち話のあいだに体はじゅうぶんにあたたまっていた。

「忘れてくれなんてむこうに都つ合ごうのいいこと言われて、はいそうですか、って聞いてやれるほどおひとよしじゃないわ。明日──っていうか、もう今日なんだけど、隙を見て寒月を捜さがすわ」

　ひとりむっとしたように押し黙る蓮順を虎嬌に押しつけ、再度ふたりに夜中に起こしたことと心配をかけたことを詫びて、露露は寝台に潜り込む。

　寒月が生きていたこと。逢えたこと。

　それがこの上もなく幸せで、朝までの数時間、いい夢が見られそうだといそいそと眠りにつく。




　しかし、露露は失念していた。

　そもそもの話題は、なぜ寒月が死んだことにされているのか、ということだったのを。

　そして、その死んだはずの寒月が、

（あのひとが動き出すまえに、はやくお逃げ。きみの存在は邪魔なんだ）

　そういい残した理由をちゃんと考えることを。




　寒月のいう「あのひと」はすでに動き出していたのだと、露露が知るのはもう少しあとのことだった。
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　隙すきをついて捜さがすと勢き込んだはいいがそんなに簡単な話ではなかったことに、露ろ露ろは一週間近く経たって、ようやく気がついた。

　まず、寒かん月げつが死んだとされる四年前から後こう宮きゆうにいるものは人数が限られており、そのほとんどは才さい人じん以上の地位を得ている。地位を得るということは、それだけ後宮内での責任が重いということで、不用意なことを口にするような宮女はいないのだ。

　彼女たちの口を開かせることを断念し、内ない侍じ省しようへ押しかけてみたものの、彼らもまた警けい戒かいし口を聞いてくれない。

　おまけに、露露にも仕事があるのだ。給料をもらっている以上、仕事をおろそかにしていいはずがない。

　そんなこんなで調査に割り当てられる時間は、仕事が終わってから就しゆう寝しん時刻までのわずかなあいだしかなく。

「……今日も、手がかりはなかったようだね？」

　とぼとぼと肩を落として部屋に戻ってきた露露を見て、虎こ嬌きようが微苦笑を浮かべた。

「完ッ全に、暗あん礁しように乗りあげた感じ……」

「頼りにする灯台に火が灯ともっていないのだ、当然だ」

「うまいことを言うね、蓮れん順じゆん」

　灯台は四年前から後宮にいて寒月の死について知っている人間のことで、火とはその協力のことだろう。蓮順は、露露が寒月のことを探さぐるのをどうやらあまりよく思っていないようなのだ。

　歩き回って疲つかれ果てた体を床ゆかの敷しき物もののうえにごろりと伸ばしたら、

「こんなところで寝るな、ばかもの」

　とあきれた声とともに、軽く太ふと腿ももの辺あたりを蹴けられてしまう。

「自分の浅はかさに傷ついてる人間を蹴らないでよ、蓮順～」

　情けない声をあげてその脚あしを捕らえようとしたら、つい、と鼻はな先さきに突き出されたものがある。

　割れた花か軸じくから薄うす紅べに色いろの花が溢あふれかえり、食欲をそそる濃のう厚こうな甘さを漂ただよわせるそれは、

「──無花果いちじく！」

　露露の好物のひとつだ。幼い頃、寒月とふたりで、雀すずめ蜂ばちの攻撃をいかにかわしながらその花をもぐか、ない知恵を絞しぼった覚おぼえがある。

「以前、好きだって言ってたろ？　召めしあがれ」

　飛び起きた露露は、ありがたく無花果を頂ちよう戴だいする。花軸を丁てい寧ねいにはがし、むき出しになった花にかぶりつこうとしたその瞬間、

「──柳りゆう内ない人じん、入室の許可はいただけないのかい？」

　障しよう子じ戸どの向こうに、小太りなひと影があった。

　露露たちが話をしていたから、わざわざ貴人に対する入室許可を得る咳払い──つまり、その逆には必要はない──をして返事を待ってくれていたのに、気づかなかったのだ。

「す、すみません！　気づいておりませんでした、ただいまお開けします……」

　苛いら立だった声に名指しされたために、食べかけの無花果を小皿に置いて、露露は転がるように障子戸に手をかける。

　だがそれは先に外から開かれて、露露は瞬時に顔をしかめた。相手の無礼に、ではない。その口こう臭しゆうに、だ。

「……初対面の人間に向ける顔としちゃあ、どうだろね、それは。そういや、あんたんとこの姱か人じんは、戴たい変人だったね。礼儀のひとつも教えちゃくれないか」

　──やめてお願いしゃべらないで!!

　無ぶ遠えん慮りよに吐はき散らかされるすさまじい臭においに露露はそう叫んでしまいたくなったが、戴姱人のことを悪く言われるのはそれ以上に嫌いやな話だ。

　尚しよう功こうに勤つとめはじめてから自身の嗅きゆう覚かくを制御できるようになった露露は、感度をさげて、引きつった笑みで対応する。

「あの、尚しよう寝しん姱人さまとお見受けいたしますが、どなたさまで、どういったご用件でしょうか？」

　姱人の制服は、露露たち内人や見習いと比べて、大きく違う点がふたつある。

　上着の袖そでの丈たけと幅だ。

　単純な肉体労働に従事する機会の多い内人や見習いたちのそれは、仕事の邪じや魔まにならぬように筒のように細く、丈は七しち分ぶ程度にしかない。

　だが、五人の美人に七人の才人、そしてあまたいる内人たちに指示を出す、頭脳労働を担になう姱人のそれは、ずるずると無む駄だに長く、幅も広いのだ。

　また所属する尚ごとにその上着の色が異なり、大量の汗で襟えりぐりが変色しているうえにだらしなく着き崩くずされているこの姱人の茶色の上着は、露露が瞬しゆん間かんだけ所属した尚寝のものだった。

　ついでに言えば露露の上着は黄色、虎嬌は緑、見習いの身分である蓮順はいまだに白である。

「アタシがあんたよりも上級職にあるってわかってながら、こんな出入り口で用件をすまそうと考えてるのかい？　礼儀がなっちゃいないね、礼儀が。やっぱり戴変人とこの新人は変人だよ」

「──むさくるしい部屋ではございますがお入りくださいませ！」

「最初からそうできりゃあ、尚寝で雇やとってやってもよかったのにねえ」

　──なんですと？

　ふうふうと荒い息をし憎にくまれ口をたたきながら部屋に入ってくる姱人を、怒いかりで体臭を強めつつ露露は見送るが、姱人に露露並みの嗅覚があるはずがない。

　──あったならいま頃は自分の口臭にのた打ち回ってるわ。

　露露のことを礼儀がなっていないと言った姱人こそ、いまだ名乗らず、しかも、

「椅い子すは？　椅子はないのかい？　アタシャ足が悪くてね、床ゆかにゃじかに座すわれないのよ。ほら、そこの黒くろ髪かみの！」

「よ……わ、わたしか!?」

「そうだよ、入宮して三カ月になるのにいまだ見習いの制服を着ている味み噌そっかすのあんたさ。ほら、急いでどこなりとでも行って、椅子を取っておいで！」

　この傲ごう岸がん不ふ遜そんな振る舞いだ。

　蓮順の顔が沸ふつ騰とうしたように赤くなる。

「わ、わたしが味噌っかすだと!?」

「──蓮順、わたしが行きます。おとなしくしていてください」

　こんな状況にあって唯ゆい一いつ冷静だった虎嬌──どのくらい冷静だったかというと、露露が無花果を置いた小皿を素早くどこかに隠してしまうほどだ──が、蓮順に囁ささやく。

　そしてすぐさま姱人を振り返り膝ひざ立だちになると、顔の前で指を組み、軽く頭をさげた。略式ではあるが、じゅうぶんな跪き礼れいだ。

　──上級職とはいってもただの宮女でしょ？　なにもそこまでしなくても……。

　親友ともいえる友が、この無礼極きわまりない姱人に対し、礼を尽くす姿がどうにも歯がゆい。

　しかし虎嬌は、自分自身の容よう貌ぼうがときに他人にどういう感情を抱いだかせるのかよく理解している。女性特有の甘いものではなく、白びやく檀だんの清涼感あふれるすっきりとした体臭を露露にまで届けるようにして、妖あやしげな微び笑しようを浮かべてみせた。

「井せい姱人秀しゆう智ち姐姐おねえさん、お初に御お目め文も字じ仕つかまつります、尚しよう食しよく内人の董とう虎嬌と申します。これらふたりはまだまだ若じやく輩はい者ものゆえ、なにとぞご寛かん恕じよくださいますように。わたくしめがすぐに椅子をお持ちいたします。いましばらく、お時間をくださいませ」

「──……あ、あんたが噂うわさの董内人かい。なるほどこりゃたいした美少年だ、礼儀もわきまえていて、立りつ派ぱなもんだね」

「ありがとうぞんじます」

　──見み惚ほれて返事に間まが空あいたなっ。

　意地の悪い笑みが口の端に浮かぶのを止められない。

　──虎嬌の笑顔の威い力りよくを思い知れっ！

　露露が胸きよう中ちゆうでひとりで盛りあがっていると、その笑顔の威力は思いがけない作用を果たした。

「あんたに免めんじて、意地悪をいうのはよそうか。椅子はいいよ、こんな夜よ更ふけに長居するつもりはないからね」

　──なんですと？

　その変へん貌ぼうぶりに、露露も、蓮順も、そして虎嬌ですら反応が遅おくれた。

「悪いね、アタシャちょっとばかり糖とう尿にようを患わずらっていてね、疲つかれやすいんだよ」

「は、はあ」

「じゃ、とっとと用件を言っておくよ。柳内人、あんたにちょっと頼みがある。あんたにならわかるだろうが、アタシの口臭はひどいもんだろ？　おかげで下のものが、仕事中にすら寄ってきやしない。そこでね、この口臭を抑おさえられるような香りなりなんなり、いっちょ、作っちゃもらえないかね？　アタシャ、戴変人も王才人もどうにも好きになれなくてね、尚功に顔を出したくないんだよ。だから直接あんたに頼みに来たんだ」

「……え？」

「材料費ならあとでいくらでもふっかけてくれてかまわない。服に薫たき染しめるようなのでもいいさ。なるべく早く準備してくれると助かるんだがね、どうだろ？」

　──どうだろ、っていわれても……。

　露露は悩なやむ。

　なにせまだ見習いから昇格したところだ。香こうについての本格的な勉強は最近しはじめたばかりだし、香職人として大先輩の父親の書かき付つけも閲えつ覧らんの許可すらもらっていない。

　だが、

　──なんの香こう木ぼくを使えばいいんだろ。口臭って、どうやったら臭わなくなるわけ？　それより糖尿をしっかり治なおしてもらったほうが早いんじゃないかな。糖尿の症状を緩かん和わさせるには、鎮ちん静せい効果がある香りをまず試してもらって……。

　気がつけば、「香の職人になるには知恵が少なく、趣味で香を作るには知識が豊富すぎる」脳をいっぱいに回転させて、露露は井姱人の依頼に応えようとしていた。
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　──糖尿病とはなんぞや。




　翌朝、蓮れん順じゆんを伴って尚しよう功こうに出勤する途中、露ろ露ろはふとそう疑問に思った。

「……ごめん、蓮順。あたし、ちょっと行くところができちゃった。先に行って、王おう才さい人じんに遅れるって伝えておいてくれる？」

　尚功のあの香こう蔵ぞうのなかにもきっと糖尿病に関する情報が掲けい載さいされているものがあるだろう。

　だが、それは所しよ詮せん、

「医女になるには知識が足りず、趣味で終わらせるには知恵が豊富」

　程度でしかない。

　もっとちゃんと病気のことを知るためには、医局に行って、医者なり医女なりから話を聞くべきだと思ったのだ。

　だからこそ、蓮順に伝言を頼んだのだが、

「わたしも行く」

　と言ってきかない。

　仕方なく彼女を引き連れて、内宮にある医局へ向かった。

　すでにそこは尚しよう宮きゆうからやってきた宮女たちが何人もいて、黙もく々もくと薬剤を調合している。

　仕事をやすむために医者の診立てが欲しくてやってきて、仮け病びようをばらされ笑われている官かん吏りがいる。

　用件を聞きに来た内ない人じんに、糖尿病について知りたいと伝えると、奥の部屋に手て招まねかれ、一冊の帳面を渡された。

「こちらの記録で、糖尿についての情報はあらかた得られると思います。読んでもお解わかりにならないようであればお尋たずねくださっても結構ですが、こちらに書かれてある以上のことは、わたくしどももわかりかねますので、お答えいたしかねます」

　──なんですと？

　書いてあること以上の知識も知恵もないことを恥はずかしげもなく口にした内人の厚顔に、露露はあきれ返る。

　知らないことを学ぶ向学心も、知的好奇心の持ち合わせもなくて、それでどうして平然としていられるのだろう。

　後宮にいるすべての女が、自分のように好奇心あふれた存在だとは思わない。しかし、医局にあるものとして、ひとの健康や命を任されたものとしてそれはないと思う。

「……行こっか、蓮順」

「あ…、うむ」

　幼い顔立ちに不似合いなほどの鋭い視線を向けて医局のようすを見ていた蓮順は、露露の声にはっと我われに返ったようになると、頷いていっしょに医局を出た。

「なんだか、無駄足を踏ふんだ気分！　こんな帳面一冊で、なにがわかるっていうのよね。これじゃ最初から、戴たい姱か人じんに聞いたほうが絶対早かったと思うわ」

「……かもしれぬな」

　露露は、いま現在『知識』というものにおいて、上司の戴姱人怡い静せいのそれをもっとも尊敬している。

　所詮は尚功の姱人でしかないと侮あなどられることもあるが、戴姱人の博はく覧らん強きよう記きぶりは彼女自身の手と足で稼かせいだ宝であり力だ。こんな誰が記しるしたともわからない帳面などよりよっぽど信しん頼らいできる。

　ぶつぶつと医女への文句を繰り返していた露露に、蓮順がためらいつつも秘密を打ち明けたのは、内宮から後宮に入る直前のことだった。

　並んで歩いていた蓮順が急に立ち止まった。

　おや、と振り返れば、蓮順は顔色を少しばかり青くして、言いにくそうにこういった。

「あの女に便びん乗じようするようで腹立たしいが、露露、ひとつ、わたしにも香を作れ」

　考えもしなかった依頼だった。

　ふり返った露露はどうやらずいぶん無礼な表情を浮かべていたようだ。

　青かった顔を瞬時に赤く染めかえ、声を荒らげる。

「わたしが香を作れというのがそんなに意外か柳内人！」

「……いやいや、あんまり興味なさそうだったから……」

「──尚功での仕事に興味など持てるか、アレはわたしのする仕事ではない！」

　まるでほかにすべき仕事があるような口ぶりだ。

　──だったらなんでひとのあとばかりついてくるんだろう？

　疑問に思ったが口にはしなかった。

　蓮順は続ける。

「だが、香がひとの体になにかしらよい影えい響きようをもたらすというなら、利用してやらないこともない」

　昨晩の井せい姱人もずいぶん高たか飛び車しやな振る舞いを見せたが、彼女に比べ蓮順のそれは、子どもが虚きよ勢せいを張っているようでどこか微笑ほほえましい。

　うっかりすると笑ってしまいそうになるのをこらえながら、露露は教える。

「体だけじゃなくて、日常にも使われてたりするんだよ？　料理の味つけとか、虫むし除よけの樟しよう脳のうとか。蓮順が気づいてないだけじゃない」

「そんなことは聞いていない！　わたしのために作るのか作らないのか、それだけを答えればよいのだ！」

「作るよ？　あたりまえじゃない」

「……」

　露露があっさりと引き受けたのに、蓮順は拍ひよう子し抜ぬけしたようだ。

　品の良いかわいらしい顔に、無む防ぼう備びな年頃の少女の表情が覗のぞく。

　露露は蓮順に歩み寄り、その背に手をあて、少しばかり力を入れる。歩こう、尚功へ行こうと暗に促うながす。

「で、どんな香がいるの？」

　歩きだした蓮順に並ぶ。

　蓮順は素直に口を開いた。

「……悪夢を見なくなるような香が欲しい」

　──悪夢？

　蓮順が同室になったその夜、虎嬌に問答無用で寝台と物入れの位置を移動させられた。

　新旧の同居人は互いに顔見知りのようだったので、そのためかと露露は少し寂さびしく思っていた。

　だが、真夜中に蓮順が寝台で暴あばれている音がして、虎嬌がそれを小声でなだめているのを夢現うつつに聞いていて、なるほど蓮順は寝ね相ぞうが途方もなく悪いのかと納得して以来、夜中に同じことが繰り返されてもけして起きようとしなかった露露だ。

　──寝相が悪いわけじゃなかったんだ……。

　胸中でのこととはいえ、あらぬ罪つみをかぶせたのは事実。償つぐないをかねて、露露は再度確認した。

「蓮順、あんた、悪夢を見るの？」

「見るから香がいるといっておるのだろうが！　繰り返すな、ばかものめ！」

　……したことをすぐさま後こう悔かいすることになったが。

　その暴ぼう言げんに露露は足を止め、蓮順の七分袖を引っ張った。

「ひとのことばかって言いやがったなっ。年下のくせに、しかも頼んでる立場のくせに！」

「おまえが一度で理解しないからだ！　なぜ、恥はじを忍んで打ち明けたことを、わざわざ確認されねばならぬ！」

　立ち止まらされた蓮順も負けじと怒鳴ってくるが、その内容に露露は引っかかりを覚えた。

「……蓮順、あんた、夢見が悪いこと、恥だなんて思ってるの？」

　寝相が途方もなく悪いのは恥になるかもしれないが、悪夢を見るのは恥ずかしいことではないだろう。

　だが、少年のように潔けつ癖ぺきな蓮順には、耐えられない恥ち辱じよくなのかもしれない。

「それがどうしたというのだ」

　光の加減によって茶に緑に色を変える蓮順の目は、泣き出しそうなほど真っ赤だ。

　露露は、蓮順に落ちつきを取り戻すだけの間を与えたあとで、自身の考えを述べる。

「そういう考えが、蓮順に悪夢を見させるんじゃないかな？　思うんだけど、また悪い夢を見る、また恥をかく、なんて思いながら寝たら、悪夢を見るように自分自身に暗示をかけてるようなもんだよ」

「……暗示？」

「そ、暗示。どんな夢かわからないけど、今日からは寝る前に、その夢を見たらどうしよう、って絶対に思わないこと。楽しい夢が見られますように、よい眠りにつけますように、そう考えて寝るの」

　まるで根こん拠きよのない提案だったが、蓮順に苦笑いを浮かべさせる程度には効力があったらしい。

「……香を、作ってはくれないのか」

　命令系だった依頼に、伺うような響ひびきがまざっている。

　露露は首を振って否定した。

「作るまでもないだけ」

「……？」

「文献にあったんだけどね、亜児美耶ああるすめいやに昔から伝わる悪夢払いのおまじないをするの」

「……おまじない？」

「簡単よ？　とびきり香りのいい花かなにかを窓や出入口に吊るすだけ。悪夢をもたらす鬼まものは外から入り込むみたいでね、いい匂いはそれだけで邪じやを払うの。好みもあると思うけど、薫くん衣い草そうなんかいいかな。あとで園えん林りんに、好きな匂いの花でも香木でもいっしょに採りに行こう」

「……そんなもので、ほんとうに悪夢を見なくなるのか？」

　見あげるようにして蓮順は問うてくる。

　その怯おびえたようすに、露露は一瞬言葉を失った。

　傲岸不遜で誇ほこり高い蓮順がこれほどまでに弱さを見せるとは、よほど悪い夢を見ているのだろう。

　──精神を安定させるお茶も用意したほうがいいのかな……。

　露露自身の知識では、いささか手に負おえない難なん問もんのような気がしてきた。となると、

　──井姱人の糖尿病の件とあわせて、戴姱人に協力を得たほうがいいかもしれないな……。

　露露はそう判断し、このひとつ年下の友人を安心させるように微笑んだ。

「請うけ合うよ。そうすると、精神が落ちついて、いい眠りが得られるんだって。うまくすれば体調もよくなるかもね」

　蓮順は微苦笑する。

　──これでいつもの蓮順に戻るかな？

　露露がそう思ったときだった。




「……首を吊った、女の夢を見るのだ」




　──なんですと？

　露露は瞠どう目もくした。

　蓮順は視線をさまよわせる。

「薄明るい部屋だ。向こうには大きな窓があって、そこから夕日が差し込んでいるのだ。部屋の真ん中辺りで女の死体は吊りさがっていて、窓から入る風にゆらゆら揺ゆれておるのだ。よはそのときずいぶん子どものようで、それが、途方もなく恐ろしいのだ……」

　すがるものを探していたその手が、寒そうに両肩を抱く。そうやってまなうらに映うつる悪夢のかけらを、心の奥に押し込めようとしているのだろうか。

「……蓮順！」

　露露は強くその名を呼んで、怯える少女の体を抱きしめた。上品な麝じや香こうの香が鼻先をかすめる。

　蓮順は露露の肩口に額ひたいを押しあて、絞り出すように訴うつたえた。

「……しかも、あろうことかよは、その死体にむかって、ははうえと呼びかけるのだ」

「……おかあさん、死んだの？」

　ひょっとして、と尋ねてみたが、蓮順は首を振る。

「いや、ご健在だ。めったにお会いできないがな」





３






　我に返った蓮れん順じゆんに悲鳴とともにどつかれ均きん衡こうを崩し尻しり餅もちをつき、したたかに打ちつけ痛む尻をさすりながら、戴たい姱か人じんに、井せい姱人の頼まれごとと蓮順の悪夢払いのための薬草について教授を受け、香を作り井姱人に届け、不機嫌な蓮順と園林を散策したところで露ろ露ろの一日の仕事は終わった。

　つまり、たいして疲れていない。

　おかげで、ずいぶん遅くまで、すうすうと健すこやかな寝息がちゃんとふたつ聞こえるのを確認していたような気がする。

　いつそのうちのひとつが乱れてしまうか、窓と障子戸のところに花を吊りさげ、部屋中に浄じよう化かの香を薫いたあとだというのに、露露は不安で仕方がなかったのだ。それに、

　──首を吊った遺い体たいが風に揺れてるなんて……。

　想像するだけでも怖おぞ気けを催もよおす夢に、蓮順はずっと悩まされてきたのだ。せめて今晩くらいはゆっくりと眠ってほしい。そう思えば思うほど、露露の眠気は遠ざかっていて、うとうととようやく夢の世界へ片足を突っ込みかけたのはすでに明け方近く。

　部屋の反対側から虎嬌の起き出す音がして、蓮順のせいで眠れなかったと露露が逆恨みしたときだった。

　突然の悲鳴が後宮内に響き渡ったのは。

　──なに？　悲鳴？

　それはまるで直接脳のう裏りに届いたかのように、露露をすぐさま目覚めさせた。

「──虎こ嬌きよう！　蓮順！」

　寝台の上に飛び起き目隠しの幕まくを開けると、緑の上着に白い腰衣スカート姿の出勤前の虎嬌と身み支じ度たくを終えたばかりの蓮順が、やはり外を窺うかがっていた。

　ふたりは露露を振り返った。

「……悲鳴、聞こえたよね？」

　おはようの挨あい拶さつもなくふたりに問いかけると、彼女たちは同時に頷く。

　露露は寝間着のまま寝台を飛び降り、ふたりの許もとに歩み寄った──寄ろうとした。

　二度目の悲鳴があがった。同じ人間のものらしい。

「……二度までも！」

　舌打ちとともに蓮順が部屋の外に飛び出す。

「──なにごとだ!?」

　そして意外に太い一いつ喝かつで問えば、悲鳴をあげたものが、応じるように重ねて声を張りあげた。

「誰か、誰か来て！　姱人が、井姱人が死んでいます!!」




　──井姱人が？




　その名まえにぎょっとする。

　井姓の宮女は何人もいるが、姱人には尚しよう寝しんの井姱人しかいなかったはず。

　露露が動どう揺ようを見せたのに気づいたのだろう、虎嬌が窺うような視線を向けてくる。

「井姱人って、このあいだの？」

「しかいないよね？　昨日お会いしたときは元気そうだったのに……。ちょっと行ってくる」

「わたしも行こう」

　物入れから黄色い尚しよう功こうの上着を引っ張りだし、寝間着のうえから引っかける。

　外と露露を交互に見比べていた虎嬌とともに、声がしたほう──姱人の部屋がある区画をにらみつけていた蓮順をいざなって、そちらへ急いだ。

「わたしは知らぬのだがな、露露。糖尿病とやらは、死ぬ病やまいなのか？」

　体が弱いわりには露露と虎嬌に遅れをとることなく走っている蓮順が問うてくる。

　露露は頷く。

「糖尿病そのもののせいで、というより、引き起こした合がつ併ぺい症しようが命にかかわるようなものが多いらしいの」

「合併症？」

「あらわれかたはいろいろみたいだけど、目が見えなくなったり、尿によう毒どく症しようや敗血症に罹かかったり、意識を失って死亡したりするようよ。だけど、井姱人の病状がそこまで進んでいたようには思えないのよね……」

　糖尿病について戴姱人に教えを請こうたのは、昨日のことだ。

　肥ひ満まんや自じ己こ免めん疫えきによる膵すい臓ぞう機能の低下などといったさまざまな原因から罹り病びようするそれは、初期症状に乏しいという。表面化もゆっくりで、典型症状だけをみれば疲ひ労ろうと勘かん違ちがいすることもあるのだそうだ。

（それなら、どうやって見分けたらいいんです？）

　露露の問いに、戴姱人は口臭さね、と短く答えた。

（口臭……？）

（井姱人の口臭はどんなふうだったか、わかるかい？）

　尋ね返す露露に、戴姱人が質問を重ねてくる。

（まだ合併症を引き起こしていないようだったら、井姱人の口臭は甘さのある腐くさった臭いのはずだねえ。腎じん不ふ全ぜんとか起こしているようなら、小便の臭いがするよ。これも尚功内人としての務つとめだ。意識して嗅かぎわけといで）

　蓮順の見る悪夢の衡撃的な内容のためにいろいろ吹っ飛んでしまっていたが、尚功内人としての自覚まではなくしていない。

　──思い出せ、どうだった!?

　あの思わず仰のけ反ぞりそうになった口臭は甘い腐ふ敗はい臭しゆうか？　小便臭さか？

　走りながら記憶を探る。昨日、依頼された香を持って面会に行ったとき、どちらの臭いをより感じた？　甘い臭いかそれとも……、

　──ううーっ！

　集中しきれず、露露は胸中で頭を抱かかえる。

　思い出そうとすればするほど、鼻び腔こうを刺激する白びやく檀だんの涼しげな匂いに邪魔をされるのだ。虎嬌も蓮順も香を薫く趣味はない。もちろん露露も尚しよう功こうにいるときならばともかく、部屋にいるときに香を楽しむ余裕はない。

　──どこからするのよ、これ……！

　井姱人のことを考えたいのに、こんなに白檀に邪魔されては気持ちが乱れてしまう。寒月のことを思い出して、心をそちらに寄せてしまう。

　──いまはだめだったら!!

「……まったく、女というものは、不ふ謹きん慎しんなほどに物見高いな」

　蓮順があきれたようにそういったのが聞こえた。え、と思うまもなく先行していた虎嬌と蓮順が足を止めたので、ぶつかりそうになりながら、露露も立ち止まる。

　ふたりの視線を追っていくと、井姱人の部屋の前には、すでに多くのひとだかりができていた。身仕度をすませているものもあれば、着きのみ着きのまま飛び出してきたようなものもいる。

　──なるほど、不謹慎なほどに物見高い、ね。

　露露たちは宮女たちの最さい後こう尾びにつき、見えないながらも前方を窺う。
















　近くにいた宮女の噂する声が耳に届く。

「病気をお持ちだと聞いたけれど、ねえ」

「もうずいぶんお悪かったんでしょう？　静養願いでもお出しになって、早く後宮をさがられたらよかったのに……」

　死は不浄のものとされるために、後宮内で宮女が死ぬことは許されていない。どんなに危き篤とく状態にあっても、後宮の外に運び出され、死を迎むかえるよう定められている。

　だから、後宮内で死んだとされる寒月の名は忌いまれ、井姱人の死は、宮女たちに不安と動揺をいちように与えていたのだ。

　露露も、動揺していないといったら噓になる。

　──なんで？　なんで急に……？

　井姱人が、露露たちの三人部屋にやってきたのは一昨日おとといのことだ。

　そのときに依頼された、病のためにひどくなった口臭をごまかすために体に纏まとう香は、戴姱人の指導のもとで作った糖尿病にいいとされる組み合わせのお茶とともに、昨日ちゃんと手渡したところだ。

　──それなのに。

「──露露!!」

　ガクン、と腕うでを引っ張られて、露露は思考の海から我に返る。

　引っ張ったのは蓮順だった。

「ぼーっとするな、来るぞ」

「え？」

　蓮順が指し示すほうを見やれば、多くのひとだかりが、ごそごそと左右に分かれはじめている。

「──前を、前を開けなさい！」

　男の野太い声が張りあげられていた。宮きゆう正せいだ。

　後宮内の警けい察さつ機構をつかさどる宮正が、その割れてできた道を通っていく。先行しひと垣がきを割り道を作るものがひとりと、あいだに井姱人の遺体を乗せた板を持ったふたりだ。何人かは姱人の部屋に残っている。部屋の維い持じと死因を究明するためだろう。

　彼らはこのあと彼らの巣に戻り、医局のものたちと協力し合って、井姱人の死因を究明し、その死を文書化する。その後井姱人の遺体は焼かれ、後宮に長くいすぎたために頼る血けつ縁えんを失った宮女たちが眠る墓ぼ地ちへ埋められることになるはずだ。

　墓はかに備そなえる紙し銭せんどころか、棺かん桶おけすら用意されない。略りやく式しきでも葬そう儀ぎが執とり行われることはない。

　生まれたばかりの我が子を売りに出してまで親の葬式を挙あげることが尊とうとばれる南陽王国では、盛大な葬儀が執り行われたなら愛された故人だったのだとひとは惜しみ、簡単に済まされたなら蛇だ蝎かつのごとく嫌われる悪党だったのだろうとひとは墓に唾つばを吐きかける。そんななかで井姱人の死後の扱いは、非人道的ともいえた。

　つまり、後宮での死は、それほどまでに重じゆう罪ざいなのだ。

　──助けられなかったんだ……。

　露露は井姱人がぞんざいに運ばれて行くさまを見守りながら、悔くやしさをこらえることができなかった。

　病気を治すよう求められたわけではないし、露露は医女でもない。だから、井姱人の死を重く受け止める必要などなかった。それでも、香を作って欲しいと頼みに来た時点で、もっと真剣に彼女の病気の進行具合を診みることはできたはずなのに、と繰り返し繰り返し考えてしまう。

　だから、だったのだろう。露露がそれに気づくことができたのは。

　その小さな一行が露露たちのそばを通り抜けたときだった。

　──あれ？

　露露は、遺体を包んだものから目が離せなくなった。

「……露露？」

　急に身を乗り出すようにした露露の腕を両側から捉とらえ、虎嬌と蓮順が同時に問いかけてくる。

　しかし露露は、それに応じる余裕はなかった。

　──なんの臭いよ、これ……。

　死体から、漂ってきた臭いがおかしかったのだ。

　体が勝手に動いていた。

「あっ、おいっ！」

　友の腕をするりとすり抜けて、運ばれている井姱人の遺体の横に立つ。ためらうことなく引きはがした白い布の下からあらわれたのは、

「……」

　苦く悶もんの表情を浮かべたまま事切れた井姱人であった。彼女の乱れた襟元には血が滲にじむほど搔き毟むしられた痕あとがあり、胸の上で組まれた指の爪つめにも、血は付着していた。

　周囲からは悲鳴があがり、宮正たちが怒鳴ってくる。虎嬌は露露の手から布を奪うばい遺体にかけ直し、蓮順は露露の腕をまたしても引く。

　それは、直感だった。




　──ひょっとして、殺された？




「糖尿病とやらは、あのように苦しみながら死ぬものなのか？」

　宮正により井姱人の部屋から追い立てられ、ぞろぞろと引きあげていく野や次じ馬うまたちに交じり、露露も、虎嬌と蓮順とともに部屋に戻っていた。

　虎嬌は本来ならば朝食の準備に取りかからなければならない時間帯だったが、ことがことである。さいわいにして国王たちは一日に二度しか食事をしないため、その支度にかかる頃にあらためて集合するよう伝達があり、部屋で待機しているところだった。

　とはいえ、宮女たちは、朝昼晩三回の食事が習慣づいている。朝食べないのはつらいだろうからと虎嬌が出してきた茘枝ライチを蓮順が痛ましそうな表情をしながらもつまむ。

　虎嬌まで、やりきれないと言いたげにため息まじりに応じた。

「どうでしょう。一族のものに、糖尿病で亡なくなったものはおりませんのでわかりかねますが。ただ、井姱人がこちらへいらしたばかりでしたから、滅め入いりますね」

「目が見えなくなる、尿毒症や敗血症に罹る、意識を失って死ぬ……、解げせんな。姱人は、喉のどを搔き毟っていたようであったぞ？　そのどれが、喉に痛みをもたらす？」

「合併症はそのたとえばかりではないようですね、心不全、脳のう梗こう塞そく……」

　露露が戴姱人の許で書き付けてきたものをぱらぱらと繰くりながら虎嬌が読みあげていたが、露露は、意を決して告げた。

「──殺されたのかも」

　死体を見たときに得た直感でしかない。だが、なにか不自然で、引っかかりを覚えて仕方ないのだ。

「……殺された、だと……？　正気で言っているのか、露露」

「殺されたって……、どういうことだい？」

　当然のことながら、虎嬌も蓮順も驚きよう愕がくしたようだった。が、そのとき、部屋の外から放たれた声に、三人は、より驚くことになる。

　声の主は、宮正だった。




「柳りゆう内人露、きさまを井姱人秀しゆう智ち殺害の容よう疑ぎで、逮たい捕ほする」
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　え、と思うまもなく、宮きゆう正せいたちが室内に踏み込んできた。

　状況が摑つかめずに呆ぼう然ぜんとそれを見ていた露ろ露ろは、気がつくと宮正に取り囲まれていた。しかもまたしても、それぞれが手にしている長い杖つえで、四方から首を四角く囲み、押さえ込んできたのだ。

「……お、重っ」

　杖にかけられた膂りよ力りよくに負けて、露露はその場に座らされる。そこで腕の力は抜かれたが、首にかけられた杖は解とかれなかった。

　──なんで……？

　宮正に捕つかまるのはこれで三度目である。前回、前々回はともかく、今回は完全に濡ぬれ衣ぎぬだ。反論しようと口を開きかけるが、この部屋に露露はひとりではなかった。

「どういうことだ？　なぜ、露露にそんな容疑がかかる？」

　怒りに体臭をいっそう強めて、露露の肩にかけられた杖を払い、手を貸し立ちあがらせながら、蓮れん順じゆんがかわりに問うてくれた。

　責任者であろう男が、小馬鹿にしたように答える。

「井せい姱か人じんの部屋を調べたところ、大量の毒が柳りゆう内ない人じんの作った練ねり香かから発見された。その毒が、井姱人を死に至らしめたのはあきらかだろう」

　──え？

　露露は男をあらためて見やった。男がなにか、おかしなことを言ったように思われたからだ。

　──練り香に毒なんて……？

　入れているわけがない。戴たい姱人とふたりで文ぶん献けんを漁あさり、そのうえで作ったのだ。毒など仕込む暇はなかったし、仕込まれていればそもそもその文献が間違っていたということで……。

　考えて否定する。

　──違う、そうじゃなくて、毒じゃなくて……！

　動揺が静かに心を侵しん食しよくしていた。宮正の台詞せりふを拾い直し、なにに引っかかりを覚えるのか、確認する余裕がない。

　──落ちつけ！　落ちつくのよ、あたし！

　だが、露露の言葉を待つために、世界は時間を止めるわけもなく。

「──なにが明らかなものか！」

　宮正の態度は、蓮順の意外に好戦的な部分を思い切り刺激したようだ。宮正よりも強く麝じや香こうふうの匂いを漂わせながら、大たい喝かつする。

「だいたい、どうして露露が、井姱人を殺さなければならぬ。姱人は二日ふつか前にこの部屋を訪れたが、露露はその日が初しよ見けんである。初対面のものを、そのようにすぐ判明する方法で殺す意い図とがわからぬわ!!」

「だから！　それをこれからこの女に問うのだ！」

「ほう。ならば、この女が犯人だとはっきりしたわけではないのだな？　ちょうどよい、井姱人は殺されたのではないか、と露露が申したところよ。ともにその理由を聞かせてもらおうではないか！」

「……なに？」

　勝ち誇ったように蓮順がいった言葉に、今度は宮正の目が厳きびしくなる。

　その変化を蓮順はどう受け止めたのだろう。茶から緑へと色を変える瞳をひときわ輝かせて露露を振り返る。

「露露、かまわぬ、よが許す。どうして殺されたと思ったのか、言うてやるがい……！」

　しかし、宮正は蓮順の華きや奢しやな肩を捕らえ、露露の前から押しのける。太い眉まゆの下、ぎょろりとした目を怒らせて、露露に詰きつ問もんしてくる。

「──なぜ殺しだとわかった？　遺体を部屋から運び出した際にきさまはその幕をはいだそうだが、それだけでなぜ殺しだとわかる？　それこそおまえが犯人だという証あかしではないか」

「……ち、違」

「──犯人がわざわざ殺しかもなどと言うわけがないだろうが、このうつけめ!!」

　蓮順も負けじと宮正を押し、露露とのあいだに立ちふさがる。

　おのれよりもひとまわりもふたまわりも小さな少女に簡単に押しのけられたことが、宮正の誇りをひどく傷つけたようだ。怒りに赤らんだ顔をさらに赤くして、蓮順へ怒声を発する。

「きさま、内人の分ぶん際ざいで、宮正を愚ぐ弄ろうする気か!?」

「宮正を愚弄したのではない、おまえの視野狭作ぶりを指摘しておるのだ！　都合よく挿すげ替かえるなっっ!!」

「小こ娘むすめぇッッ!!」

　その挑ちよう発はつに激怒した宮正の丸太のように太い腕が、蓮順に向かって振りおろされた！

「蓮順!!」

　露露は悲鳴をあげた。が、

「宮正ともあろうものが、年とし端はもいかぬものに手をあげるとは」

　少し硬こう質しつの、女にしては低いあきれたような声がした。それまで黙だまってようすを見ていた虎こ嬌きようが、宮正の振りあげた腕を左手でやすやすと受け止めていた。

「なっ、きさま……っ!!」

　宮正は赤ら顔をますます真っ赤にして振りあげた腕を動かそうとするが、虎嬌の手にどのような力が加えられているのか、ぴくりともしない。

　一方で、虎嬌の木蓮のような顔は、いっそう涼すずしげだ。声音すら、涼やかに聞こえてくる。

「どちらの門もん弟ていか。コセイか、コシンか？」

「な……、なに、を……」

「宮正であるなら、コセイだな。それとも、わが董とう家けの門下生に非あらずや？」

　そばに立っているだけでびりびりと伝わってくるその圧力に、露露は覚えがあった。虎嬌とはじめて会ったあの夜、部屋の中から、鋭く空気を切る音と流れるような衣擦れの音とともに届いた、痛いほどの緊張感に似ていたのだ。

　露露のような武術の素人しろうとにもわかるそれに、当人だけでなく、周囲の宮正ですら表情を変えはじめる。まさか、コハクさまか、といった驚愕の声がそこここで聞こえだす。

　──董家の門下生……？　コハクさま……琥珀？

　琥珀は、いまは好戦的にらんらんと輝いている虎嬌の瞳の色だ。

　──どういうこと……？

　露露がそう疑問に思った途端、ざっと空気が鳴って、周囲の宮正がいっせいに膝を折った。

「──董家頭とう目もく琥珀さまには、ご健けん勝しようのこと！」

「くれていらぬわ！」

　顔の前に指を組み、そのあいだに顔を伏ふせ膝をつき、そのまま伏ふく礼れい──最敬礼まで行った彼らに、虎嬌は短く吐き捨てる。丸太のような腕を止めていた手をようやくおろし、いまでは滝のような汗をかく宮正に、琥珀色の眼光を鋭くする。

「柳内人露は、わが最愛の友だ。彼女にかけられた嫌けん疑ぎは、我にかけられたものとみなすが、よいか？」

「は、はいっ、ですが、しかし……！」

　宮正は、目の前のその美少年のような少女こそが膝をつくべき相手だとわかっているのだろう。だが、それでもぎりぎりのところで宮正という立場に踏みこたえていた。

「さすがはこの場の責任者を任まかされるだけはあるようだな。安易に権力に流されない姿勢は、買ってやろう」

　ならば、とほっとしたように表情をゆるめる宮正を、虎嬌は嘲わ笑らう。

「──友のかわりに、我が縄なわを打たれよう」

「……え？」

　これには露露どころか、蓮順までも驚きの声をあげるのを止められなかった。

　ふたりへ小さく苦笑いを送って、ふたたび宮正と対たい峙じした虎嬌は、

「繰り返すが、我が友柳内人露は、井姱人がなにものかに殺されたかもしれぬと言った。ならば、彼女にしかわからない心当たりがあるのだろう。ゆえに、彼女がその犯人を見つけ出すまでのあいだ、我がかわりに牢ろうに囚とらわれようと申しておるのだ。──身代わりとしては、申し分なかろう？」

　そう話を進めていく。露露も蓮順も、宮正たちですら、それについていけなかった。

「……あの、虎嬌……？」

　虎嬌は「うん？」と琥珀の瞳を寄せてくる。

「……あんた、なんで……？」

「なんで、って……。井姱人の死体を見るまえから、きみはなにかに気づいているようだった。現段階できみしか気づいていないってことは、匂いに関することだろう？」

「……」

「ここできみが理由もなく捕らわれるより、きみにしかわからない理由で真犯人を探してくれるほうがいいと思った、それだけだよ」

　なにも言えなくなる露露にかわって、蓮順が言う。

「ならばっ。ならば、そなたよりもよのほうが適任ではないか！　宮正、かまわぬ、よを、そしりゅう……」

「──蓮順は露露についていてあげてください。わたしよりもあなたのほうが、露露を自由にできるでしょう？」

「……」

　めったにない虎嬌の強い語調に、蓮順はとまどったようだった。だが、その言いぶんに納得するものがあったのだろう。力強く頷き、「全力で請け合おう」と顔の前で手を組み、優雅に一礼してみせた。

　虎嬌はそれに満足げに頷くと、「縄を」と宮正にさらに詰め寄る。

　眼がん前ぜんの少女に敬意を払わなければならないことを重々に理解していたとしても、宮正には宮正の守るべき職しよく務む規き範はんがある。

　後宮内で起こった事件を解決し、その秩序を維持するよう国王より言いつかっているのだ。虎嬌にこの場の主導権を握にぎられたとはいえ、その言いぶんを唯い々い諾だく々だくと聞くことはできない。

「あなたは友だとおっしゃるが、その女があなたを裏切ったらどうするつもりで？　あるいはこの女自身が真犯人だったとしたら……」

「──そのカタブツぶりは、コセイ譲ゆずりだな」

　しかし、虎嬌は動じなかった。自身が彼ら宮正に対して絶対的強者であることを確信しているがゆえだ。

「おまえも宮正であるまえに武人であるというのなら、よくよく理解しておくがいい。そのようなこと、確認するまでもない。裏切られたら、我がかわりに罰を受けるだけのこと。友がそんな小物だったと見抜けなかった自分の愚おろかさ加減を呪のろいながらな」

「な……」

「虎嬌、なんで、あたしのこと……」

　知り合って、同じ部屋に暮らしたといってもまだたったの三カ月だ。

　それだけのつきあいしかない相手を、なぜそこまで信じることができるのだろう。

　露露は胸の締しめつけられる痛みで、それだけを問うのがいっぱいだった。

　虎嬌は、言葉にできなかったぶんも、ちゃんと汲くみ取ってくれたようだった。困ったような、照れたような笑みをひらめかせ、

「言わなかったかな？　きみはわたしの好みの女性なんだよ。だから、好きだからきみを信じてるだけ。ほかにどんな理由がいる？」

「……！」
















　露露は逆に問いたくなった。

　──それだけが、いったいどれほどの理由になるというのよ。

　下へ手たをすると、ほんとうに命を捨てることになるかもしれないのだ。

　──好みだからって！　好きだからって！　そんなの！　そんなもの!!

　井姱人殺害の容疑をかけられた自分が歯がゆい。自分のかわりに牢に繫つながれる彼女を止められない自分が腹立たしい。

「そんな顔をしてほしくて、身代わりを言い出したわけじゃないよ、露露。いまきみがすべきこと、きみにしかできないことにとっとと手をつけて、わたしを助けてくれないか？　それで、またいっしょに檬果マンゴーを食べよう。ね？」

　握った拳こぶしに爪を立て、泣き出しそうになるのをこらえていたら、苦笑した虎嬌に慰なぐさめられた。

　──そうよ。

　虎嬌は別に露露の身代わりに──犠ぎ牲せいになりに行くのではないのだ。ちょっとばかり、代役を務つとめに行ってくれるだけなのだ。

　露露は自身の両頰を、スパンとひとつ打った。

「任せて」

「信じている」

　宮正たちは不本意そうな顔をしながらも結局は虎嬌のいうがまま、虎嬌を捕らえて室内を出ていった。

「……っ」

　露露はたまらずその背に向けて、両手を組み、顔の前にかかげ、膝をついて伏礼──最敬礼をとった。

　──絶対に、またいっしょに檬果マンゴーを食べるんだから！

　この部屋に残ったもうひとりの友が教えてくれた。

「董家に学ばずは武人にあらず、という言葉がある。我が国の武人は、ほとんどが虎嬌の実家、董家の門下なのだ。虎嬌は後宮に入ってはいるものの、前頭目のただひとりの嫡ちやく子しで、現頭目・董琥こ珀はくという別名がある。……身をもって、武人とはなにかを教えてくれたな」
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　宮きゆう正せいの言葉のなにに引っかかりを覚えたのかわかった瞬間、露ろ露ろは部屋を飛び出していた。

「──戴たい姱か人じんっ！」

　むかったのは尚しよう功こうの部屋、香こう蔵ぞう。しかし、

「戴姱人なら、今け朝さ早く、おでかけになりましたよ？」

　王おう才さい人じんがなにをいまさらと言いたげだ。

　──そうだった！

　あの神しん出しゆつ鬼き没ぼつな上司は、いったいどこにどんな縁えん故こをもっているのか、気がつけばふらふらと後こう宮きゆうの外へ出かけている。宮女である以上、そうなかなか外へ出られないはずなのだが、先月も先々月も同じ日に、

（この国でいちばん美しい花を愛めでてくるぜい。お土産みやげはなにがいい？）

　と言って、たったひとりで一泊二日の小旅行に出かけていったのだ。

「ああん、もう！」

　地じ団だん太だを踏んで露露は悔くやしがる。

　その年とし端はも行かない子どものような態度に、事情を摑つかみきれない王才人と、いましがた露露を追いかけて香蔵に辿たどりついた蓮れん順じゆんがあきれた顔をする。

「子どもか、露露。見苦しいぞ」

「……どうかしたんですか？」

　水をむけられれば答えないではいられない。蓮順はともかくとして、王才人はれっきとした香の専門家だ。戴姱人ほどではなくても、いい助言をくれるかもしれない。

　そう思って露露は、今朝方の井姱人の死から虎こ嬌きようの身代わりの件までかいつまんで説明し、そして尋ねた。

「あたしの作った香のなかに毒が含ふくまれていたと言われました。万が一そうだったとしても、そんなに短時間で毒が含まれているか含まれていないか、ってわかるものですか？」

　そうなのだ。

　露露が抱いた違い和わ感かんは、姱人の死が判明してから宮正たちが部屋にやってくるまでの時間の短さだったのだ。

　香に含まれていたということは混ぜ込まれていたはずだ。それをどうやってあのあいだに調べたというのだろう。蜜みつで固めた練ねり香かをいちいち分解したというのか。それとも薫たいて試したというのか。

　──あのときにどうして思いつかなかったのよ！

　そうであれば、宮正本人に問い、答えを得られただろう。だが、現在は露露は完全なる容疑者だ。いまさら聞きに行ったところで答えを得られるようには思えない。そこで戴姱人ならばなにかわかるかも、と思いやってきたのだ。

　王才人はしばし思案すると、

「毒がなんだったかわかりますか？」

　と当然のことを聞いてくる。露露ははっとなる。

「……すみません、聞いてません」

「……」

　愛想を尽かしたような蓮順の視線が痛い。そばにいたのだから、蓮順が聞いてくれてもよかったのに、と思うが後の祭りだ。

　王才人も一瞬あきれたような表情を浮かべてみせたが、彼女はさすがにおとなである。香こう班はんの才人らしい答えをくれた。

「砒ひ素そのように薫いて試せば短時間でわかるものもあるでしょうが、薫いたわけではないのなら、まず難むずかしいと思いますね。わたしたちくらい鼻が利きいたとしても、練り香の匂においが違うことに気づいたところで、すぐにそれが毒だとは思わないでしょう」

「……ですよね」

　露露もその程度ならば思いついた。

　やはり戴姱人でなければわからないか、と蓮順を伴って香蔵を去ろうとしたとき、才人が思いがけないことを言った。

「ですが、誰にでも簡単に毒の混入がわかる方法もありますよ？」

　──なんですと？

　さらりとそう言われ、露露は即座に反応を返せなかった。ややあって、尋ねる。

「そ、それは、どういう……」

「毒を入れた本人からの申告ですよ」

「なんですと？」

　そんなばかな話があるだろうか。思いはしても検討をする気にもなれない答えに、露露はそれきり言葉を失ってしまう。

　──やっぱり、変人の集まりなんだ、ここ！

　聞くだけ無駄だった、来るだけ時間の無駄だった。さっき蔵くらを出ておけばよかったと無言できびすを返し、香蔵を出ようとした背なかに、王才人が苦笑いを含ませて言う。

「戴姱人はよくやりますよ。言わなきゃばれない悪戯いたずらなのに、ばれたほうが楽しいことになるからって、わざと最初にネタをばらすんです」

「……え？」

　露露はあらためて王才人を振り返った。

「柳りゆう内ない人じん？　きみ、ひょっとして、誰かの恨うらみを買っていたりしませんか？」

　誰だれかが、露露を陥おとしいれたいがために、毒を仕込んだ。才人はそう言ったのだ。

　瞬間、




（あのひとが動き出すまえに、早くお逃げ。きみの存在は邪魔なんだ）




「……います、」

　露露の脳裏に、寒かん月げつの言葉が蘇よみがえる。

「『あのひと』が、います！」

「……『あのひと』？」

　露露は、長話になるからと蓮順を椅子に座らせたあとで、

「蓮順にはすでに話したことがあるんですが、あたしには、楊寒月と言う幼馴染みがいるんです」

「楊……寒月……？」

　やはり聞き覚えのある名まえなのだろう。王才人の顔に訝いぶかしげな表情が浮かぶ。

　しかし、特になにかを言うようでもなかったので、そのまま寒月のことを話して聞かせた。

　露露の初恋の少年であること。けれど四年前に死んだとされる楊よう寒月と同一人物でもあること。しかも、実は生きていて、露露を邪魔だと思っている人間がいるから、早く後宮から立ち去れと警けい告こくしてきたこと……。

「警告!?」

　突然蓮順が声を荒らげた。

「警告って、露露、わたしはそんな話、聞いていないぞ!?」

「え？　しなかったっけ？　あの葱ねぎの日」

「聞いていないっ！　そなたは始し終じゆうでれでれと目め尻じりをさげていただけだ」

　言いながら蓮順は自身の両方の眦まなじりを、指で可能な限り下へ引っ張る。その表現しようのないふざけた顔に、露露は内心傷ついた。

　──そんなにみっともない顔してたのか……？

　それはさておき、と王才人が口を挟む。

「きみの言うその楊寒月が本物で、ほんとうにきみの味方なのだとしたら、きみを邪魔だと、後宮から排はい除じよしたいと考えているなにものかがいる、というわけですね。そしてそのなにものかは、目的のために手段を選ばず、井姱人を殺害することを厭いとわなかったほどの人にん非ぴ人にん。それを知っていて、楊寒月は、きみの命が危ない、早く逃げろ、と言ってきた」

　そんなふうにまとめられると、より明確な疑問が浮かんでくる。露露は自問した。

　──じゃあ、なんであたしは邪魔なの？

　後宮に入ってまだ三カ月だ。いろいろ失敗もやらかしてきたけれど、特別ひとに恨みを買うようなことはしていないはず。

　とはいえ、心当たりがまるでないわけではないのが悔しいところで、露露は思いつくままにそれらを列れつ挙きよした。

「まず最初は、虎嬌と同室であること。色いろ恋こい沙ざ汰たで邪魔者扱いされるのは定番だよね？

　で、ふたつめが、尚しよう食しよくにいたときに、帝国から贈おくられたという大事なお皿を割ってしまったこと。これはわれらが尚功の秘密兵器、復元・贋がん作さくの専門家・鄭てい内人琳りん琳りんが完かん璧ぺきに贋作を作りあげていたから、問題はないと思う。

　みっつめは、志し龍りゆう王子の部屋の浄じよう化か。見つかった呪じゆ符ふにあったのはずいぶん昔の王子の名まえで、志龍殿下が対象だったわけでないし、かけた相手も墓の中よね。

　よっつめが、反省房ぼうにひと晩突っ込まれただけですんでしまった、内ない侍じ省しようにおしかけたこと。ひとによっては、知られたくないことを知られたかも、って不安になるんじゃないかな？

　あたしが思いつくのはこのくらいなんだけど、ふたりは、このうちどれだと思う？」

　答えに窮きゆうするだろうと思わないでもなかったが、そう感じたのは、露露だけであったようだ。

　王才人は真剣な顔をして「ひとつめでは？」という。

「きみの同室の董とう内人は、ずいぶんな美少年ぶりだそうですね。わたしはその線かと」

　もちろん、蓮順もまじめだった。

「であれば、わたしも巻き込まれていないか？　わたしはなにも被ひ害がいを受けてはいない。なので、内侍省に押しかけたことを逆さか恨うらみして、だと思うが」

　露露は、その意見に賛さん同どうすることにした。

「内侍省の官かん吏りにあたしはなにも余計なものを見てないって証言してもらって、炎えん貴き妃ひにでもお達ししてもらおうか？」

　二度目の反省房入りをした露露を解放してくれた炎貴妃なら、話ができるかもしれない。そう思って挙げた大物の名に、蓮順が眉まゆをひそめる。

「……なぜそこで炎貴妃の名まえが出てくる？」

「一度お会いしたことがあるのよ。それに、話のわかるひとっぽいし……」

　志龍殿下の部屋の淀よどんだ空気を浄化するためにいろいろと規き律りつを破ったので、露露は反省房に入れられたことがある。そのときに、虎嬌がどういう縁故を駆く使ししてか、炎貴妃を動かし、露露を解放してくれたのだ。

　思い返せば、あでやかでたくましい百ゆ合りの花のような女だった。宮きゆう正せいたちを従えるようにして露露の前に立ちふさがり、不敵にいったものだ。




（わらわは、蓮れん花か正せい妃ひより遣わされた、炎貴妃と申す）




「──……っ!?」

　露露ははっとした。

　蓮花正妃、という名まえに記き憶おくが刺し激げきされ、露露が後宮入りをした際のやりとり、かけられた言葉、鼻び腔こうをくすぐった涼しげな香りなどが、昨日のことのようにまざまざと呼び起こされる。

「……蓮花正妃、さま……？」

　呟つぶやきのようにこぼれたその名まえに、聞き返す意味を含んだ単語が異い口く同どう音おんに発される。

「なに？」

「──蓮花正妃さま、寒月に似てた……」

　露露がはじめて後宮に足を踏み入れたその日、部屋までの案内役を買って出てくれた正妃の夜よりも深い闇色の瞳が、寒月のそれによく似ていたことをふいに思い出したのだ。

　だがそれはあまりにも唐とう突とつかつ言葉足らずな呟つぶやきだったために、蓮順には正しく理解をしてもらえなかった。それどころか、

「はあ？　なにを馬鹿なことを！　どうしてはは……絶ぜつ世せいの美女と名高い蓮花正妃が、そなたの幼馴染みに似ていると言うのだ!?」

　と激げき昂こうされるありさま。

　だからといって、「そうだよね」と撤回してしまうには、胸の奥のざわつきがうるさすぎる。

「わからない、なんでそう思ったのかはわからないよ！　でも、正妃さまの目の光があまりにも寒月そっくりで……」

「目の光が似てる、だと？　おかしなことをいう！　そなたがその寒月とやらに最後に会ったのは、向こうがやっつのときだろう、いまから何年前だと思っている？　そんなにずいぶん会っていない人間と初対面の人間が似てる？　しかも目の光？　いいように解釈しすぎだ、面食いめ！」

「でも星辰なんでしょ？　寒月は星辰かもしれないんでしょ？　顔が似ているだけじゃない、女性にもなれるんだよ？　ひょっとして影かげ武む者しやを務めてたりするかもしれないじゃない……？」

　露露は、自分自身の発した言葉に、首を傾かしげる。

　──影武者？　身代わり……？　寒月が、蓮花正妃の……？

「そなたはばかか！　なぜ正妃が影武者など必要とする！　戦いくさのさなかの将しようでもあるまいに！」

「……でも、蓮順。影武者という露露の考え、案外悪くないかもしれませんよ？」

　露露が急に口をつぐんだのを見て、蓮順の感情の高ぶりをうまくそらしたのは王才人だった。

「王才人、そなたまでなにを……」

　蓮順を落ちつかせるように小さく頷うなずいたあとで、彼女は露露に確認してくる。

「露露、さっきからきみがいってる寒月とは、四年前に後宮で死んだとされている楊寒月のことで間違いありませんか？」

「は、はい」

　我に返り応じた露露と、困こん惑わくの表情を浮かべたままの蓮順に向かって、王才人は話しはじめた。

「噂うわさで聞いただけですし、そのすぐあとに緘かん口こう令れいが敷しかれたので詳しいことはわかりませんが、楊寒月は確か、蓮花正妃さまの侍じ女じよだったはずです」

「……侍女？」

　はじめて聞く職務名だった。

　そういえば内侍省の記録にも、寒月の所属先は書かれていなかった。

「侍女とは、正妃さまや三さん妃ひ六ろつ嬪ぴんら秀女が、王の后きさきとして後宮入りする際に、身の回りの世話をさせるために実家から伴ってくる専用の召めし使つかいのことです。といっても、大昔には、秀女自身が子どもを産めなかったときに、かわりに王の子を産む役目も兼ねていたようですから、大たい概がいは姉妹だったり従い姉と妹こだったりするんですが」

「……そんな役目に、寒月はいたの？」

「そうです。といっても、楊寒月の歳としが歳でしたからね。蓮花正妃には、産んですぐに引き離された志龍殿下のかわりぐらいの感じだったのでしょう。男の子にさせるように、ときどき宮正を相手に剣の稽けい古こなどをしていて……。そんな姿ばかりわたしは見ていたので、正直言って、なぜ楊寒月がたった十三歳という若さで自殺したのか、まるでわからないのです」

「──え？　自殺？」

　露露と蓮順の声が重なった。

　後宮で死んだとしか聞いていなかったから、自殺だとは思ってもみなかった。だから、続いて発された才人の言葉は、より衝しよう撃げき的てきだった。

　ええ、と王才人は頷く。

「首を吊ったのです」

　帝国などのそれとは違って比較的ゆるやかな規律で動いている南陽王国の後宮であったが、それでも何年かに一度くらいの割合で、自じ害がいする秀しゆう女じよ・宮きゆう女じよはいるのだという。

　後宮での生活が信じられないくらい快適で、肌にあっている露露には、想像もつかない話だった。ゆえに、思わず確認してしまう。

「……首を吊った、って……、寒月が、ですか？」

「他の誰かに聞こえましたか？」

「話の流れ的に、蓮花正妃そのひとかな、って……」

「──ばかをいうなっ！」

　想像もしていなかった方向から怒声が放たれ、露露の耳はキーンとなる。

「はは……いや、正妃さまがどうしてみずから死ぬ理由があるのだ！　跡あと継つぎをお産みになったことで将来は安あん泰たい。ほかの妃たちが寡か婦ふ院いんで死ぬまで経きようをあげて暮くらさねばならない中、次代の国王の実母として自由が約束されているのだぞ!?　この世の誰よりも自由で、豊かで、恵まれたお立場にあられる方が、なにゆえに自害などなさるものか!!」

「本人じゃないからわからないわよ、いちいち怒鳴らなくてもいいじゃない！」

「ろ、露露があまりにもばかげたことを口にするからだっ！　のう、王才人、そなたもそう思うだろう？」

　蓮順の大音声を静かに受け止めていた王才人であったが、蓮順に同意を求められたうえで、厳おごそかに告げる。

「自害したのは蓮花正妃さまだというのがばかげたことだとは、わたしには思えません。柳内人の言葉を信じるなら、楊寒月は、間違いなく本物だったのでしょう？　では、死んだのは誰だというのです。わたしは蓮花正妃さまに直接拝はい謁えつしたことがありません。だからどこかで偽にせ者ものにすりかわっていてもわかりません。でも、それに気づく宮女も、なかにはいるのです」

（知ってるかい？　きみのところの戴姱人と尚宮の高姱人、それから蓮花正妃さまは同期でいらっしゃって、いまも仲がいいのだそうだ。このままずっと後宮にいるのなら、わたしたちもそうなれたらよいね）

　そんなふうに憧あこがれた、『カタブツの尚宮、見み栄えっ張りの尚しよう儀ぎ、変人の尚しよう功こう』の三人組。そのうちのひとりが入れ替わって、気づかないでいられるだろうか？

　重ねて、才人はいった。

「毎月の怡い静せいの小旅行は、四年前に突如としてはじまり、以来一度も欠かされたことはありません。今日は、楊寒月が自害をしたその日なのです」

　聴いた瞬間、二の腕にぶわっと鳥肌が立つ。思わず蓮順の青ざめた横顔を見てしまう。

（……首を吊った、女の夢を見るのだ）

（……しかも、あろうことかよは、その死体にむかって、ははうえと呼びかけるのだ）

　蓮順の見続ける悪夢。それは。まさか、それは……。

　露露は、紙のように白い顔色の蓮順を背後から抱きしめる。強まった感情のために、男性が発する麝香に似た体臭が、露露の鼻び腔くうを刺激した。

「……蓮順、」

　──常に敬語で接していた虎嬌。

　──咄とつ嗟さに口にする、『予』という一人称。

　──ひとに命じることに慣れた尊そん大だいな態度の一方で、虚きよ弱じやくさの抜けない体質。

　──尚功の仕事を自分の仕事ではないといいきったこと。

　──そして、首を吊って死んだ女のひとに、ははうえと呼びかける悪夢。

　蓮順の正体を確信した。けれど、あえて偽ぎ名めいで呼びかける。

「──蓮順。あたし、ちょっと脱出してくるわ」





６






　王おう才さい人じんの言葉を砕くだいていうなら、蓮れん花か正せい妃ひをよく知る戴たい姱か人じんは、四年前に蓮花正妃の身にはなにかがあったことを知っている、ということだ。

　それならば、同期だったという尚しよう宮きゆうの高姱人が気づいていてもおかしくはないだろうが、あの「カタブツ」が口を割るとはどうしても思えない。

　そう思った露ろ露ろは、香蔵から尚宮へ駆かけ込んだ。

　宮女の外出許可は基本的に所属する尚の上司である姱人にもらうものだが、露露の直属の上司は小旅行中だ。同尚のほかの姱人たちは、露露に井せい姱人殺しの容疑がかかっていることを知っていて、許可をくれなかったのだ。

　とはいえ、飛び込んだ尚宮でも容疑のことは知られていて、逃げるつもりかと警戒され、もちろん許可はおりなかった。

　だからといってくじけている暇ひまもない。

　露露は急いで自室に取って返し、物入れをひっくり返す。底に小さく畳たたんでしまい込んでいた青せい桐どう村むらでの衣い装しようを取り出すと、内人の制服を脱ぬぎ捨て、それに着替える。

　その頃には蓮れん順じゆんが部屋に戻もどってきて、露露の丈たけの短い脚衣ズボンからすっきりと伸びたあらわな太ふと腿ももに動揺する。

「な、な、なんて格好をしている!?」

「出身の村の衣装よ！」

　答えながら駆け出すと、声が追ってくる。

「そんなものに着替えて、どこへ行くつもりだ!?」

「外出届けに許可がおりないのよ！　壁かべを越える!!」

「はあっ!?」

　部屋のある区画からいちばん近い外壁に向かい、その聳そびえ立つさまを真正面から見やる。そばに適当な松があり、それを登れば容易に外へ出られそうだった。

　両手に唾つばを吐きかけ滑すべり止めにすると、いざ！　とばかりに松の幹みきに手をかける。乾いた樹じゆ皮ひがばらばらと下に落ちた。このぶんでは登っているあいだに受ける傷はひとつやふたつではすまないだろう。すぐに手当てをしなければ破は傷しよう風ふうに罹かかるかもしれない。

　──それでも行かなきゃいけないときがある！

　身長よりやや高めの位置にあった枝に飛びつくと、足を大きく振って生まれた反動と膂りよ力りよくと腹筋力を使って逆あがりの要よう領りようで登る。

　見み咎とがめた宮女が布を引き裂さくような悲ひ鳴めいをあげ、追いかけてきた蓮順が諫いさめてくる。

「壁を乗り越えるなどと！　なにを考えている、露露！　そのようなことをすれば、宮刑を受けるどころか、後宮から追放されかねんぞ！」

「宮刑？　追放？　どっちも糞くそッ食らえよ！」

　枝に右足を引きあげ、少し上にある枝に右手をかける。そちらに力を入れながら左足を枝に移動させようとすると、

「そこまでです、柳りゆう内ない人じん露！」

　と、聞き覚えのある声と足音が近づいてきた。尚宮の姱人であり、露露の上司・戴姱人と蓮花正妃の同期である高こう秀しゆう娟けんだった。

　高姱人は、松の枝の上に完全に体をあげていた露露にびっくりしたようだったが、すぐに冷静さを取り戻し、告げた。

「柳内人、炎えん貴き妃ひさまより、条件つきでの外出の許可がおりました。壁を越えるなどと野や蛮ばんな真似などやめて、通用門から出なさい」

「さすが、話がわかるわ、炎貴妃さま！　で、条件って？」

「いま正しよう午ごをすぎたばかりですが、夕刻までに戻ること、です。いいですか、あなたは井姱人殺害の嫌けん疑ぎをかけられています。あなたが夕刻までに戻らなければ、董とう内人虎こ嬌きようの命はありません」

　──命はありません、か。

　わざわざ人ひと質じちになっている虎嬌の宮刑を強調するのがいやらしい。

　露露は枝から飛び降りた。

「露露！」

　悲鳴に似た声をあげて走り寄ってくる蓮順に安心するよう笑いかけると、高姱人をねめつけていった。

「わかりました。虎嬌の命も、あたしの身の潔けつ白ぱくも、ついでに井姱人殺しの犯人も見つけて戻ってきますよ、ご安心を！」




　蓮順もいっしょに行きたいと主張したが、この国の王子を同行することによってますます宮刑が重くなることを恐れた露露は、うまくなだめすかし、後宮から出た。

　ひさしぶりに見る壁の外の光景はすでに盛夏のものだった。

　今朝の雨にしっとりと濡ぬれた路みち、街路樹は青々と茂っている。空は雨雲を寄せつけない高さで、湿しつ気けを含んだ風が露露のむき出しの足に水分膜を張っていくようだった。日差しのきつさは湿度にからまり、少し動くだけで汗が出そうだ。

　──青桐村って、恵まれてたんだ……。

　村は美び景けい山さん脈みやくのほぼ中央にある。日にち月げつ湖こから昇のぼってくるじめついた湿気は景北のそれと変わりないが、空に近いぶん、もう少し風が冷たくすごしやすかった。

　──五年も住めば、この湿気にも慣れるもんかしら。

　長く後宮に暮らしたために身寄りがなくなった宮女たちの墓はかがある郊外の墓ぼ地ちへ向かいながら、ぼんやりと未来について考えていたときだった。

「──！」

　突然腕を引かれ、露露は路地裏に連れ込まれてしまった。暴れる隙もなく、またたくまに覆ふく面めんの男三人に取り囲まれてしまう。

　──油断した！　外まで追ってくるなんて！

「……命を狙ねらわれてるって、言いすぎじゃなかったみたい……、ねっ！」

　捕らわれた腕を乱らん暴ぼうに払い、そのまま背はい後ごの男の脇わき腹ばらに向かって腕を叩たたきつける。それがどれだけの衝撃を与えられたかわからないが、露露に路へ飛び出す隙だけはくれた。

「くそ！　逃げるぞ、捕まえろ!!」

　男の脇を潜くぐり抜け、胸元に隠かくした小さな袋をふたつ取り出す。

　振り返り、ひとつめの袋を投げつける。粉ふん塵じんが舞う。胡こ椒しようだ。胡椒が眼に入り、悲鳴をあげて悶もん絶ぜつする男たちに、露露はとどめとばかりにもうひとつの袋からそれを取り出す。火打石。弾はじくだけで簡単に火がつくような仕掛けが施ほどこされたそれを、粉塵へ向けて弾く。

「ぎゃあっ!!」

　ボッと音がして、男たちへ粉塵を渡って火が走る。湿気が邪魔をしてうまくいかないのではと不安だったが、裏路地の狭さが功を奏したらしい。

　とはいえ、これはただの子どもだまし程度のものだ。胡椒の痛みから立ち直れば、すぐさま彼らは露露を追ってくるだろう。怒いかりりを倍増させて。

　──地の利はないけど、裏路地のほうが胡椒は効きくな。

　一度路へと飛び出したが、露露はすぐさま別の路地に入る。

　道ともいえない細い道が縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡めぐらされた路地を、でたらめに走り回る。追いかけてくる男たちの怒声や足音がだんだん近づいてくるのがわかる。すでに様相は持久戦だった。露露の体力が保つか、追っ手の脚力が勝まさるか。

　しかし、軍配はあっけなく追っ手にあがった。露露は知らないうちに袋小路へと追い込まれていたのだ。

　──しまったな……。

　ここでは胡椒も火打石も使えない。ちらりと背後を窺うが、足がかりがなければ到底越えられない高さの壁があるばかり。最初からここへ追い込むつもりだったのか、一いち縷るの望みたる足がかりはどこにもなかった。

　噓うそや冗じよう談だんではなく、死が、そこに迫せまっていた。

　──ごめん、虎嬌。

　男たちが、細い路地を隙間なく歩いてくる。

　──ごめん、蓮順。

　ひとりが腰に帯おびた刀を抜いた。その白はく刃じんが、夏の日差しを受けて、川で魚が腹をひらめかすような一瞬の閃せん光こうを放つ。

「……あんたたち、どうせあたしを殺す気なんでしょ？　あたしは誰に殺されようとしているのか、そのくらい、教えてくれない？」

「……」

　刀を抜き放った男たちは無言だった。よく教育がされてある。こんなの相手に一度でも逃げられたのは上出来だろう。露露は自分を褒ほめてやりたくなる。でも。

　──せっかく逃げろって教えてくれたのに、いうこと聞かなくて、ごめんね、寒かん月げつ。

　刀が振りかぶられた。風が起こる。そのまま袈裟懸けに斬られる自分の最期を見たくなくて、露露は固く目をつぶった。
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　断末魔は、野太かった。

　──やだな、最後の最期でこんなぶっとい声をあげるなんて、乙おと女めとしてどうなのあたし。

　なぜだが痛みはいつまでたっても襲おそってこない。それどころかのんきに自分の最期の声を品評している。

　どういうことだろうと思いはじめたとき、ザクッ、身の詰つまったものを斬る音とともにふたつめの断末魔があがった。

　──あたしじゃ、ない……？

　目を開ける。少し顔を伏ふせていたせいで、いつのまにか地面にうまれていた水みず溜たまりが見えた。

　否、

　──水溜りじゃない、血だ!?

　顔をあげた。

　瞬間、目の前の光景が視覚と聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かくをいっせいに刺激してくる。

「──!?」

　刃は金がね同士がぶつかる音。そのたびに生まれる焦こげ臭くさい臭におい。立ち込めている生臭さは地面に倒れ伏し事切れた追っ手たちのもの。汗。白檀の香。




「──寒かん月げつ！」



















　武官姿の寒月が、追っ手を相手に見事な剣けん舞ぶを舞っていた。

　あの華きや奢しやな肢し体たいのどこにあれほどの力があるのだろう。ふたりの追っ手を沈しずめたあとだというのに、寒月は三人目の男と対等に渡り合っている。

　一合、二合……。

　刃と刃がぶつかるたびに火花が散る。汗がこぼれる。

　踏み込んだ男の足が血溜りに取られたのを、寒月は見み逃のがさなかった。

「──っっ!!」

　振りおろされた刀に、吹きあがる血。男の体はどさりと地に落ち、寒月がはあっ、と深い息を吐く。

「……かん……」

　名まえを呼び、そばに駆け寄ろうとしたが、露ろ露ろはその場から動けなかった。

　寒月はいましがた倒したばかりの男の胸部──心臓の辺りに、深々とその刀を突き立てたのだ。

　──に、二回も……。

　それは、戦いを知るものには当然の行こう為いであった。

　一度斬っただけでは傷が浅く、息を吹き返し、反撃に移られる可能性がある。それを防ふせぐために、そしてこの場に露露という非ひ戦せん闘とう員いんがいるために、完全に息を止めておくのは必要なことだったのだ。

　だが、そんなことを、露露が知るはずもなく。

「……だいじょうぶか？」

　その秀麗な顔にかかった返り血を乱暴にぬぐいながら寒月が近づいてきたとき、露露は悲鳴をあげてあとずさりをしてしまった。

「……あ、」

「……ごめん」

　寒月が、傷ついたような、泣きそうな顔をする。

　そんな表情をすれば幼い頃のままの寒月なのに。笛を吹き、おどけて、いっしょにおむすびを食べた寒月なのに。

　もう彼からは香ばしいおむすびの匂いはしない。男の匂い──白檀と血の匂いが届くばかりだ。

「……墓地に──戴姱人のところへ向かっているんだろう？　おいで、近くまで案内しよう」

　寒月は寂しげに微笑んで、きびすを返し、先に立って歩きはじめる。

　露露はその背なかを視線で追いかけ、追っ手の死体と血溜りを踏まないように、すぐに追いかけた。

　しばらくのあいだ無言だった寒月が、城じよう砦さいを出て、郊外に向かう途中、背中を見せたまま言った。

「……逃げろ、とおれは言ったよね？」

「……ごめん」

　それには、素直に謝る。三人の男たちに斬りかかられたとき、寒月の忠告を無視したことを、心の底から後悔したばかりだったから。

　だが、反論したいこともある。あのとき寒月がちゃんと事情を説明してくれていたら、露露も無駄に好奇心を刺激されず、素直に従っていたかもしれないのだ。

「──でも、」

　意い味み深しんな言葉だけ残した寒月が悪い、そう文句をいおうとして口を開いたら、

「言葉足らずだったおれも悪かったね。露露は、あんな忠告に素直に従う娘じゃなかった、って、おれのことを本格的に捜しはじめたのを知ってから思い出した」

　と先に詫わびられた。若じやつ干かん、声に苦笑いが含まれていて、その肩がかすかに震ふるえていたけれど。

　露露はむっとする。

「……それはずいぶんと気づくのが遅くない？」

　そのせいで露露は毎晩へとへとになるまで後宮内を走り回り、井せい姱か人じん殺害の容疑者扱いを受け、同室の友は身代わりに牢ろうに捕とらわれ、ついでに殺されそうにもなったのだ。けして笑いごとではない。

　うん、と寒月は背中を向けたまま頷いた。

「しばらく逢っていなかったから、露露のことをどうやら理想化していたみたいだね。ひと懐っこくてかわいくて無邪気で明るい子だとばかり思い込んでた」

「そのとおりじゃない」

　郊こう外がいに出て半時ほど歩いたところにある山やま裾すそに、宮女たちの墓地がある。その出入り口が視認できるほどになったとき、寒月ははじめて立ち止まった。

「うん。でも、仕事をサボるなって、おばさんにどんなに叱しかられてもどんなにお尻を叩かれても丘に来るのをやめなかった、変に肝きもが太いところがあったのをすっかり忘れていた」

　そしておもむろに露露を振り返り、

「ほんとうに、あの頃のままだ」

　と、まぶしそうに闇やみ色いろの瞳を細めて微わ笑らう。

　その笑顔に、露露の体が思わず跳はねた。心臓がどきんと高たか鳴なったのが、体外にまで伝わったみたいだった。

　露露はそれがなぜだか妙に気恥ずかしく、あわてて憎まれ口を叩く。

「あ、あの頃のまま、って。褒めてるの？　けなしてるの？」

「惚れ直した、っていってるんだ」

「……」

　笑顔のまましれっと寒月はそんなことをいい、気恥ずかしさの上に混乱を重ねる露露を置いて、墓地の出入り口を指し示した。

「出入り口はあそこ。行って、知りたいことを聞いておいで。帰りは襲われないようにしておくから。おれは、先に後宮に戻っておく」

　すばらしい切り替えの速さを見せて、寒月がその場を立ち去る。

　その姿が見えなくなるまでが限界だった。露露は、ずるずると力が抜けたようにその場に座り込む。

　──あたしのほうこそ忘れてたみたい……。

　むき出しの膝を抱いて、そこに顔をうずめて、子どもの頃を思い出す。

「なぁにが惚れ直した、よ」

　──虎こ嬌きよう以上に、ませた口を利くやつだったわ。

　胸の鼓こ動どうの速さと心に起こるくすぐったさにしばらく動けなかったが、露露は自分が今やるべきことを思い、やがて立ちあがると、門をくぐった。

　目当ての人物が手を合わせていたのは、墓地の奥まった場所にある、粗そ末まつな墓が窮きゆう屈くつそうに並んだ一画だった。そのほかの区画の墓に比べ、小さな石を積んだだけの惨みじめなそれは、後宮内で罪つみを犯おかし、宮刑で死を与えられた女たちの墓だ。

　そのひとつ。

　苔こけ生むし草が生え荒れ果てた積み石ばかりのなかで、ひときわ綺麗に磨みがかれ、紙銭と果物らしきもの、そして香が供そなえられた墓がある。

　露露は尋ねた。

「蓮花正妃さまは、そこにいらっしゃるんですか？」

　足音と匂いで気づいていたのだろう。戴たい姱人怡い静せいはたいして驚きもせず、手をあわせたまま答えた。

「これは異いなことを。蓮花正妃さまは後宮においでだろう？　ワタシはかつての同期の墓に、手を合わせているだけだよ」

　立ちあがり、いつものへらへらとした笑みを向けてくるが、露露は追及することをやめるつもりはなかった。

「でも、そこで薫かれているのは、荷か葉ようですよね？　荷葉を楽しむことを許されているのは正妃さまだけだと、姱人が教えてくれたんですよ？」

「ふむ。でも新人。後宮の正妃さまも、これをつけているだろう？」

「いいえ。残念ですけど、彼は白檀を愛用しています」

　彼は、を強調するようにいえば、戴姱人もそれ以上ごまかせないと踏んだらしい。

「……かわいげがないな」

　そういって、鼻はな白じろんだ。

「おまえさんがなにを知りたいか、ワタシは知っている。しかしね、新人。それでもワタシはここに眠っている同期の宮女がわが友だとは言わない。わが友は花だ。花は後宮にある」

　──花は、後宮にある。

　不思議な、だが、意味することはなんとなくわかる言葉だった。

　実際に露露は、蓮はす、木もく蓮れん、そして百合の権ごん化げのような女性たちを、後宮で目にしてきたのだから。

　心で、もう一度繰り返す。

　──花は、後宮にある、か。

　姱人は続ける。

「ただ、四年まえの今日、宮女のひとりが首をくくった。その日以来、わが友はワタシや高こう秀しゆう娟けんに会うことを拒きよ絶ぜつしはじめた。たまに集会かなんかで会う機会があっても、ワタシの大好きだった新しん緑りよくのごとき緑の瞳を向けてはくれなくなった。冷ややかな、闇色のまなざしばかりだ」

　──新緑のごとき、緑の瞳……？

　蓮れん順じゆんが光加減で茶から緑へと色を変える瞳を持つが、その緑色もすばらしい新緑だ。

　そう思うと、心がほのぼのとあたたかくなる。きっと彼は、そんなことも知らずにいるのだろう。

　──帰ったら、教えてあげなきゃ。

　ふいに蓮を彷ほう彿ふつとさせる荷葉の匂い以外に、嗅覚を刺激する臭いがあるのに気づく。甘い腐ふ敗はい臭しゆう。どこかで嗅いだことがある。

　鼻をくんくん鳴らすと、戴姱人も気づいたようだ。話題を変えるにちょうどよいとばかりに、墓の前に備えた果物めいたものを示した。

「苹果りんごだよ」

「苹果？」

　苹果といえば、虎嬌が貢みつがれて部屋に持って帰ったことがある。北国でのみ収しゆう穫かくされるそれは、熱帯の南陽王国に輸ゆ出しゆつするために蜜みつ漬づけにされているはずだが。

　首を傾げていると、戴姱人が補おぎなってくれた。

「こちらが本来の形なのさね。帝国からは普通、蜜漬けしたものが送られてくるが、わが友はこっちの苹果が好きでねえ。月命日のたびに無理をいって輸入しているけれど、こう毎日暑いとだめだね、すぐに腐くさってしまう。……──って、なんだい、真剣に腐った苹果なんか嗅いで」

「あたし、この臭い知ってます！」

　飛びつくようにその腐りかけの苹果に駆け寄り鼻を寄せていると、姱人は笑った。笑って、すばらしい助言を投下した。

「そりゃ知ってるだろうさ。糖とう尿によう病びよう患かん者じやの口臭とよく似てるぜい」

「──!!」

　そのときはじめて、井姱人の死体から漂ただよった臭いの違和感の正体を、露露は悟さとった。

　井姱人の亡なき骸がらからは、小水の臭いがした。

　生前、彼女の口臭は、この苹果の腐った臭いにそっくりだった。小水の臭いがするような、死に至るような合がつ併ぺい症しようを引き起こしていなかった証しよう拠こだ。

　──なのになんで死後何時間もたっていない遺体からお小水の臭いがしたの？

　死臭であれば、糞ふん尿にようの臭いが混じってもっと生臭くなるはずだ。だが、死臭が漂うには、発見された時間が早すぎた。だからあの臭いは、井姱人本来の臭いか、はたまた服用された毒物の臭いである可能性があるのだ。

　だが、井姱人は合併症を起こしていない。

　──だったら、毒物の……!?




（お小水のような臭い）




　王おう才さい人じんがそういった、

　──杏あん仁にんの毒を、飲まされた!?

　だから宮きゆう正せいはすぐにわかったのだ。

　杏仁の毒は、宮刑の際に使われることが多いと聞いた。その宮刑を与える宮正が、まさか杏仁の毒を服用した後の悪臭を知らないはずがない。杏仁の毒は、口に入れる前にも入れた後にも臭いのだと、知識があれば誰にでもわかる臭いだったから。

　──なら、誰かが香蔵から毒を持ち出したってこと？

　しかし、それならば蓋ふたを開けた際の残り香がに、王才人が気づいていたはずだ。彼女がなにも言わなかったということは、残り香はなかったということだ。おまけに露露がその蓋を開け、一度空気に晒さらしている。毒としての効果はさほど望めないはず。

　──誰かが持ち出したんじゃない、誰かが作ったんだ！

　作れる人間がいるのだ。それだけの技術、知識を持った誰かが、尚功香班以外にもいるはずなのだ。原料は杏仁だけではない、桃や梅からでも精製しうるのだから。

　露露はそれに気づき、後宮へ引き返す必要性を強く感じた。そのため、上司にひとこと詫びをいってきびすを返そうとして、

「あ！」

　肝かん心じんなことを聞いていなかったとそのまま一回転して、ふたたび戴姱人に向き直る。

「姱人、あなたのそのおともだちの名まえを伺うかがっても？」

　挨あい拶さつをして墓所から出ようとした露露が突然振り返ったことで、少しばかり驚いてはいたようだ。戴姱人の返答が、一いつ拍ぱく遅れた。

「……聞くぐらいだから、わかっているんだろ？　意地が悪いねえ」

　自覚はある。露露は小さく首を振って、訳を口にした。

「あなたの口から聞かせてください。そしたら、あたし、あの子にも教えてあげることができます」

「あのちんまいのになにを教えてやるんだい？」

「あなたのおかあさんを、いまでも大切に想ってくれている親友がいる、って」

「……親友か」

　戴姱人は珍めずらしい表情をして教えてくれた。

「十三歳といっても、殿下はまだまだ幼いね。偽名に、母親の名まえを使うなんてさ。蓮れん順じゆんだ。才蓮順……、異国風の、綺麗な名まえだろう？」

　このひとでも泣きたくなることはあるのだな、と露露は一礼して墓地を出た。
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「──内ない侍じ省しよう内侍！　内ない常じよう侍じ！　いたら開けて!!」

　内宮にある、この内侍省に足を運ぶのはもう何度目になるだろう。

　内侍省とは、後宮のあれこれを預あずかる表おもての機関である。三妃六嬪の任官や寡か婦ふ院いんでの生活保障、宮女たちの就職・退職の管理、そして正妃こと王おう后こうの任命といったことを、尚宮の宮女たちと連動で執とり行っているのだ。

　しかし、今日に限って出入り口には頑がん丈じような木戸が嵌はめられ、鉄の錠じようがしっかりとかかっている。

　木戸をバンバンと叩き入室を求めたが、内側からの返答はない。どうやらみな出かけているらしい。

　思った以上に少人数で運営されているこの部ぶ署しよは、いまの時期になると、今年後宮入りをした娘たちの申告内容に不備や不正がないか、調査のために国中に派は遣けんされるのだ。

　確かそんなことを事前に聞かされていたと思い出したが、だからといって誰かが帰ってくるのをじっと待っている猶ゆう予よはない。

　露ろ露ろは叩きすぎで痛くなった手のかわりに足で木戸を蹴けりだす。ガチャガチャと錠じようが鳴るばかりでなかからはうんともすんとも聞こえないことが、苛いら立だちを募つのらせた。

「……んのっ!!」

　脚衣ズボンの足をあげて、横から回し蹴りを食らわせる──食らわせようとしたら、

「そ、そなたはそれでまことに女か！」

　どこからか露露が帰ってきたことを聞きつけやってきた蓮れん順じゆんに、胴どうに飛びつかれ不発。そのうえ、

「ちょ、蓮順！　危ないじゃない、放してよ！　あたしはこのなかに用があるんだから!!」

「そのくらい見ればわかる！　だが、宮城のなかのものを破は壊かいすれば、始末書を書かなければならないうえにその修理代は給料天引き！　内人の給料で弁べん償しようさせられては、そなた、実家に仕送りはできぬぞ!?」

　と、露露のもっとも痛い金銭面から是ぜ非ひを説とかれると、しぶしぶながら応じないわけにはいかない。

「でもあたし、このなかの資料に用があるのよ」

　それはとてもわがままな言いぶんであることは承知している。

　入宮の際に、ほかの仕事への領りよう域いき侵しん犯ぱんは禁止だとこんこんと説かれたし、最初にここへ入り込んだときも即日のうちに反省房入りを食らったから。

　だからといって、罪を重ねることをいまさら怯おびえてどうする。それよりもなんとかここに入り、梅や桃の種から杏仁の毒と同等の毒を精製する技術を持つものを探し出さねば、牢に捕らわれている虎こ嬌きようは、露露の身代わりに処しよ罰ばつを受けることになってしまう！

　──虎嬌にはなんの罪もないのに！

　そんな露露の焦あせりを、蓮順はちゃんと理解してくれていた。

　露露の胴を解放し、あらためて正面から向き合うと、珍しい顔を見せてくれた。困っているようではあったが、素直な笑顔だった。

　──え？

　そのめったにない蓮順の陽性の表情に、露露は一瞬どきっとなる。

　──蓮順が笑ったのって、はじめてじゃない……？

　絶ぜつ世せいの美女といっても過言ではない凜り々りしい美び貌ぼうの虎嬌の存在が近くにあるためか、陰いん性せいの表情が多い蓮順の容よう貌ぼうはあまりいいものだとは思っていなかった。とはいえ、よく見れば整った顔立ちをしていて、こんなふうに笑うと、

　──ものすっごくかわいいんですけど……。

　その思いがけない発見に露露が気をとられていると、かわいい笑みが潮しおのように引き、いつもの怒ったようなそれになる。

「そなたが苛立つ気持ちは重々わかっておる。待っておれ、わたしが鍵かぎを工く面めんしてくるゆえ」

「……鍵を工面って……」

　蓮順の本来の身分を明かせば可能だろうが、宮女見習いの白い上着と腰衣スカートで鍵を預かる官の許もとへ行って、誰が「はいそうですか」と鍵を貸してくれるだろう。

　──あんなに似合いすぎてるのに……。

　露露の少しねじくれた心配をよそに、蓮順は露露の腕をぽんぽんと軽く叩き、駆け出す。

「わたしは虎嬌ほどではないが、案外使える家人を持つのだよ」

　そして数分後、その言葉どおり、蓮順は鍵を手に入れてきた。色素の薄い髪の青年──宮正か？　──を連れてもきたが。

　──あれ？　この髪の色、どこかで……。

　見覚えがある、と思ったとき、蓮順が慣れた態度で彼に命じた。

「コシン、開けてくれ」

（昨日の件については感謝しているよ、コシン。確かに借だよ、ちゃんと返す）

「──あっ」

　──あのときの！

　露露が声をあげたために、蓮順に命じられるまま錠に鍵を差し込みかけた青年がうん、と振り返る。

　それになんでもないと首を振ると、青年は肩をすくめるようにしてふたたび鍵を差し込み、てきぱきと木戸を開け放していく。

「つか、いいんですかね、勝手に開けちゃって。内侍省の連中って、結構うるさいんでしょ、こういうの」

　内侍省の官吏たちの不在を知っている周辺の部屋のものたちが不ふ審しんそうに眺ながめるなか、ご丁てい寧ねいに障子戸まで開けてくれた青年は、いまさらながら蓮順に問う。

「よ……わたしが責任を取ればよいだけのこと。コシンは気にしなくてもよい」
















　蓮順はこくりと少年めいた仕草で頷くと、露露を手招いてずかずかとその部屋のなかへ入っていく。青年も倣ならって入っていく。露露は最さい後こう尾びに従った。

　青年の伸びやかな声は、酸味のある麝香の匂いとともに露露の許もとへ届とどく。

「うちの頭とう目もく……妹の命がかかってるんだから、気にしないわけにもいかんでしょーが」

　──なんですと？

「ばかもの、命まで賭かけさせぬ。それゆえに、いまこの──柳りゆう内ない人じん露、虎嬌の同室の娘が、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしておるのだ」

　──いやそもそもあたしが原因なんですが。

「あー、そりゃありがたい！　あれにもついに女の子のともだちができたんですねー。道理で最近色っぽくなったと」

　──は？

「……なにを百面相しておるのだ、露露。早く探し物をはじめないか」

　頭の上を通りすぎる好奇心をくすぐりまくる会話に耳を向けていると、蓮順にギンとにらまれた。コシンという青年の紹しよう介かいがいっさいなく、虎嬌との関係をはっきり聞きそびれたのが残念だったが、いまはほんとうにそれどころではない。

　──あとで虎嬌本人に聞いてみよう。

　そして露露は、尚功香班あるいはそれに匹敵するほどの知識を持った宮女の存在を調べるために、山と積まれた後宮女子調査誌と格かく闘とうすることになる。

　あまりに膨ぼう大だいなその量は、残念なことに三人程度が手分けしたところで、すべてを調べきれるものではなかった。だから、露露がふと思い立って井せい姱か人じんの情報が掲載された調査誌を手にしたのは、まったくもって奇跡だったのだ。

　そこに押されていた、後宮退去願受理の押おう印いん。そして、見習い時に同室であった三人の少女の名の一覧。ふと気になって、その同室の少女たちの現在を調査誌の中に探す。三人のうちふたりはすでに後宮を出ていたが、

「──噓」

　最後のひとりはまだ後宮の中にいた。しかも、いちばん考えたくなかった場所に。

　──このふたり、同期だったんだ……？

　露露は、自分を貶おとめようとしていたのがその人物だと気づき、背筋が寒くなるのを止められなかった。
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　そのひとは、最初から露ろ露ろが来ることをわかっていたようだった。

　咳せき払ばらいもそこそこに、許可なく入室しようとする露露を侍じ女じよが追いやろうとするのを制し、「お入り」と呼び招まねく。

　あらためて衝つい立たての脇わきをすり抜けてなかへ入れば、見事な織おり物ものを床ゆかに敷しき、その上で肘ひじ掛かけにもたれかかるようにして座すわっていたかのひとは完かん璧ぺきな笑顔で出で迎むかえた。

「……どうやら、しくじったようだの」

「炎えん貴き妃ひ！」

　三人の追っ手の件だと、すぐにわかった。

　瞬間あの血ち腥なまぐささを思い出してしまい、喉のどにせりあがるものがあった。だが、それをぐっとこらえて、露露は貴妃をねめつけた。

「残念でしたが、あたしは、寒かん月げつを取り戻さなきゃいけないし、身代わりになってくれた虎こ嬌きようにお礼をしなきゃいけないんで、あんなところで死ぬわけにはいかなかったんです。もっとも、その寒月が……」

「──まっすぐにここへ来たということは、あらかた摑つかんだか。蓮れん順じゆん──いや、志し龍りゆう殿でん下かを伴わなんだ点は、感謝しよう」

　その寒月が助けてくれたんですが、と胸を張るまえに炎貴妃に台詞せりふをかぶされる。たいして聞きたいことでもなかったようだ。

　寒月は自分の味方だと、寒月を操あやつっている彼女に主張できなかったのはつまらなかったが、だらだら話を長引かせたい場でもない。露露も気持ちを切り替え、単刀直入にぶつける。

「あたしもそこまで残ざん酷こくじゃないですから。……蓮れん花か正せい妃ひは、自殺ですね？」

　そばに控ひかえていた、炎貴妃と同年代の侍女がはっと息を吞のむ。炎貴妃はちらりとそちらへ目をやって、

「直ちよく截さいな物言いを厭いとうてはおらぬが、言葉は選べ。ひとの耳がある」

「ひとに聞かれて困ることなら、ひと払いをしたらいいでしょ？」

「……従おう」

　手にしていた扇おうぎを軽く振って、侍女を外に追いやる。

　露露は、その侍女が衝立の向こう側で聞き耳を立てていないか、侍女の緊きん張ちようのあまりに強まった体たい臭しゆうを探さぐる。意外にも侍女は素直な性質だったようで、そのままぱたぱたといずこかに姿を消してしまった。

　が、それがただその場を立ち去ったのではなく、とある人物を呼びに行ったのだと露露が気づいたのは、さほど間をおくことなく、衝立の向こうで咳払いが聞こえたからだった。

「お入り」

「失礼いたします」

　その聞き覚えのある声に、露露が背後に視線をやれば、

「……高姱か人じん！」

　カタブツの尚しよう宮きゆう姱人が足音もなく入室し、露露の脇を素す通どおりして、炎貴妃の投げ出された足元へ最敬礼を取った。

「炎貴妃には、ご健けん勝しようのほど、お喜びを申しあげます」

「許す、礼は不要よ。それよりも、高姱人、そこな内ない人じんが、これからおもしろい話を開かい陳ちんしてくれるという。ともに聞いてやろうではないか」

「御ぎよ意い」

　ひと払いをした炎貴妃が、高姱人の入室をあっさりと許可し、そのうえ露露の話を聞くことを許した意い図とが理解できない。問うように炎貴妃を見たが、彼女は手にした扇を広げ、自身に風を送りながら聞いてくる。

「で、どのようなことから、蓮花正妃が自殺だと思った？」

「──！」

　炎貴妃の足元に腰をおろした高姱人の肩がびくりと震ふるえる。

　しかし、炎貴妃自身は否ひ定ていすることなく、確認だけをしてくる。逃にげも隠れもしないのだろう。ならば露露とて噓うそ偽いつわりを述べる理由はない。

「蓮順……いまさらこの名まえを使うのもおかしいですね。志龍殿下がご覧になる悪夢の内容がきっかけといえばきっかけなのかもしれません」

「悪夢？」

（……首を吊った、女の夢を見るのだ）

　心細そうに打ち明けてくれた彼の表情が忘れられない。いつでも自信たっぷりで、傲ごう慢まんとも思える態度を取っていたのに、あの瞬間だけ年とし相そう応おうの少年に戻っていた。

（……しかも、あろうことかよは、その死体にむかって、ははうえと呼びかけるのだ）

　あまりにも衝しよう撃げき的てきな光景だったために、志龍王子は記憶障しよう害がいを起こしていたのかもしれない。それゆえに悪夢だと彼は思っていたみたいだが、いまはもうそれがまごうことなき真実だとわかってしまった。さきほどはずいぶん気丈に振る舞っていたようだが、まだ実感がわいていないだけだろう。

　だから、こんな告発劇などとっとと終わらせて、彼に戴たい姱人の言葉を伝えてあげたかった。

　露露は、脳裏に蓮順の笑顔を思い返しながら、彼から不安げに打ち明けられた内容を話す。

「志龍王子は女のひとが首を吊っている夢を、よくご覧になるんだそうです。で、なぜかその死体にむかって、ははうえと呼びかける小さな自分がいる、って。もしそれがただの夢なんかじゃなくて、ほんとうに小さな頃の殿下がご覧になったものなら、正妃さまは自害されたんだ、と気づいたんです」

「ほう」

「三さん妃ひ六ろつ嬪ぴん以下はすべて官かん吏りのため後宮で死ぬことは許されていないけれど、正妃さまは王子が即位なさったあかつきには国母におなりあそばすひとです。だから、たとえ病死だろうと大々的に国葬をいとなむことになります。それなのに、侍女として入宮していた寒月を身代わりにしてまでその死を伏せなきゃならなかったってことは、病死とか自然死とかあるいは事故死とか、そんなものであってはならないんです」

「……それでは、なぜ、身代わりだと気づいた？」

　やはり、炎貴妃は否定しなかった。

　露露は心のなかでため息をつく。

「実は、あたしがはじめて後宮に入った日に、蓮花正妃にあったんです。そのときに、あたしの住んでいた村から景けい北ほくまでにかかる日数を二週間、ってすぐ言われたから──まあ、寒月なら、昔村にいたことがあったからわかって当然なんですが──、ああ、正妃さまは日にち月げつ湖この近くの出身なんだな、って思ってたんです、勝手に。でも、内ない侍じ省しようの後宮女子調査誌を見たら、蓮花正妃さまは、景北の商家のご出身だそうで。有名な美人だったそうですね、後宮入りするまえから」

「……それだけか？」

　首を振る。

　そしていった。これを否定されたなら、もう打つ手がないほどの明確な真しん偽ぎの証あかしを。

「炎貴妃さま、蓮花正妃さまの瞳ひとみの色をご存知ですよね？」

「……」

　刹せつ那な、貴妃の手にある扇がぴたりと止まった。すぐにまた上下に振られはじめたが、露露には隠せない。

　──体臭が強まった。

　露露は続けた。

「お返事をいただけないということは、これが決め手になるからでしょう？　上司に──蓮花正妃さまの同期だった戴姱人怡い静せいに聞きました。蓮花正妃さまの瞳は、新緑がごとき緑色だったと。ですが、はじめてお会いしたとき、恐れ多くて顔はあんまり見られませんでしたが、目が緑色だなんて思わなかったんです。そんな珍しい目の色に、気づかないでいられるはずないのに。──志龍殿下は、光加減で茶色から緑に目の色を変えますが、これは蓮花正妃と志龍殿下が親子だからであって、ほかに緑色の目のひとなんて、この後宮の内にも外にもいやしません」

　炎貴妃は微苦笑を漏もらした。

「高姱人、聞いたか。万一、正妃の瞳の色のことが漏れるとするならば戴の口からだと、そなた、言っておったな。まさしく、そのとおりであったな！」

「御意。あれには、世俗の常識は通じませぬゆえ」

　さすがに、いまだに仲が良いといわれる同期の言葉だ。みんなのように変人と直接表現するのではなく、世俗の常識は通じない、と持って回った言いあらわしように、どこか親愛の情がほのみえて、露露の口元は思わずゆるむ──ゆるみそうになる。

　パシリ、と扇が閉じられた。

「しかしの、柳内人」

　炎貴妃が射い抜ぬくような視線を向けてくる。

「なにゆえ、わらわの許もとへきた？　寒月が正妃になりすましていたとして、それがどうわらわに繫つながる？　わらわは貴妃よ、内人ごときが自由に拝はい謁えつできる存在ではないぞ」

　はい、と露露は、その視線をまっすぐに見返す。

　握にぎったてのひらが汗ばんでいる。足が恐怖に震えているのがわかる。それほどまでの威い圧あつ感かんを全身に受けながら、内心で自分自身を叱しつ咤たする。

「あなたが、井せい姱人を殺害した犯人だと、確信したから参まいりました」

「ほう」

　おもしろそうに、炎貴妃の瞳が輝く。露露はさらにいった。

「正確に申しあげるのなら、炎貴妃、あなたの指示で、井姱人はみずから毒を飲まれたのです」

　パシリ、と扇が音高く鳴った。
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　しかし、さすがは女め狐ぎつねばかりの後宮に、何十年も君くん臨りんする貴き妃ひだ。表情をぴくりとも変えることはなかった。

「おもしろいことをいう。そう思わぬか、高姱か人じん！」

「御意」

「柳りゆう内ない人じん露ろ、であったな？　なにゆえ、わらわが井姱人に死を申しつけたか、言うてみよ」

　──そうよね。

　内心では露ろ露ろもそれに頷かざるをえなかった。

　──ほんとうに、なにゆえ、あなたが、よ。

　それを見たとき、そしてそれに気づいたとき、どれほど悔くやしかったことか。腹立たしかったことか。

　露露は、自身の体臭が強まっていくのを感じた。だからこそ必死で自分を押さえ込んだ。

「寒かん月げつの身代わりの件と同じく、蓮れん花か正せい妃ひさまの自殺をあきらかにさせないため、です」

「おもしろいことを。そなたが言うように、正妃が自害したからといって、それでどうして井せい姱人が死なねばならん。意味がわからぬ」

「あたしを後宮から追い出すなりなんなり、しておきたかったのではありませんか？　寒月を、あのまま正妃さまの身代わりにさせておくために。……井姱人は糖とう尿によう病びようを患わずらってましたよね？」

「それが？」

　質問に疑問が返った。肯こう定ていだ。

「──井姱人にお会いしたとき、その口臭は、苹果りんごが腐くさったような糖尿病独特の甘い臭においがしてどうにも耐たえられませんでした。ですが、小しよう水すいの臭いがするほどではなかったから、まだ深刻な合がつ併ぺい症しようを引き起こしていたわけではなかったはずです。なのに、遺い体たいから漂ただよってきたのは小水の臭いでした。杏あん仁にんの毒は、致ち死し率りつの高い毒だそうですが、ずいぶんと苦しまれるそうですね。井姱人は胸元を、血が滲にじむほど搔かき毟むしられていました」

　パシン、と扇が鳴った。好戦的にきらきらと輝いていた双そう眸ぼうに、剣けん吞のんな光が宿っている。その視線が告げる。

「続けよ」

　露露はからからに乾いた喉に無理矢理唾つばを嚥えん下げして、とまどいつつも言葉を続ける。

「杏仁の毒は、それ自体に杏仁の花に近い強い臭いがあって、それを相手に気づかせずに飲ませるのは難むずかしい、暗殺に不向きな毒です。そのうえ、空気に触ふれると効力が激減するので扱いも難しい。いま香こう蔵ぞうで管理している、宮刑のために用意している杏仁の毒は、以前あたしが蓋を開けてしまっていたので、たぶん、効果はありません。なのに、井姱人は、杏仁の毒を服用されて亡くなりました。誰かが、別の方法で、杏仁の毒を手に入れたからです」

　扇は鳴らなかった。

　露露は言った。

「かつて医女として後宮入りをされた炎貴妃さまであれば、精製するのは容易ではございませんか」

　高姱人が、はっとしたように炎貴妃を見る。

　炎貴妃は微び動どうだにしなかったが、間違ってはいないのだろう。

「井姱人の調査誌を見させていただきました。姱人は、来月のうちには、糖尿病の療りよう養ようのために、後宮を去るおつもりだったようですね。ただ、お歳のため、実家に帰ろうにもその実家がないらしくて、お寺に入られると申しん請せいされてました。……心境的にはもう、死を待つばかりだったのかもしれませんね。だから、同期であるあなたの役に立つために、いま死ぬことを選んだ」

　たまたま同じ年に後宮入りをし、なんらかの形で知り合いになり、ほかの同期がつぎつぎと辞やめていくなか、ふたりだけになってしまった。それだけの関係だった。だが、きっと、

（ずっと、こんなふうに三人で後宮にいられたらいいなあ……）

　虎嬌と蓮順と暮らす日々に露露がはかない幸せを感じていたような、そんな関係だったはずだ。

「──はじめて炎貴妃さまにお会いしたときに、百ゆ合りの花のようなかただな、と思ったんです。凜りん然ぜんとした容姿に不ふ釣つり合あいな強きよう靭じんな生命力を持つ、あの花のような。実際、いまでもそうなんですが、貴妃さまの体からは百合の匂いがするんです。百合の匂いは、糖尿病の症状を改善させる効果がありますよね。同期の井姱人が糖尿病になってからずっと病状をご覧になっていたのではありませんか？　お薬を処方したり、お香やお茶で病状や体質を改善しようとしたりして……。なのにっ」

　露露はついに激げき昂こうした。

「医師なのに、患かん者じやに死ねとおっしゃったんですよね。どうしてそんな矛む盾じゆんしたことができるんですか!?」

　悔しかった。腹立たしかった。悲しかった。つらかった。井姱人が。炎貴妃が！

　ただじっと露露の言葉に耳を傾けていた炎貴妃が、無感動に言う。

「くだらぬ。いま、そなたが言うたではないか」

「え」




「蓮花正妃の自殺を、あきらかにせぬためよ」




　その言葉をちゃんと受け止め損そこねた。炎貴妃がなにを言ったのか、さっぱり理解できなかったのだ。

　かわりにぽつりと音が漏れる。言葉ではない、音だ。鸚鵡おうむのように意味を理解しないまま繰り返したただの音だ。

「あきらかにせぬ、ため、に……ただ、それだけのために……？」

「それだけのため、か。そうよの、それだけのためよ」

　炎貴妃は苦笑する。

「わらわは二十歳のときに医女として入宮し、陛へい下かに見初められ、以来三十余年、貴妃として後宮で暮らしてきた。貴妃とは、いわば正妃という国王に仕つかえる宰さい相しようよ。宰相として、後宮の秩ちつ序じよを守るために、心を砕いて心を砕いて、ここまできた。それゆえに、蓮花正妃──蓮れん順じゆん姐姐おねえさまの自死は、どうしてもあきらかにするわけにはいかなかった。さいわい楊寒月は、蓮順姐姐を姉のように慕しとうておったがゆえに、わらわの意図を汲くみ、姐姐になりすますことを承しよう諾だくしてくれた。国王陛下も糖尿を患っておいででの、言葉は悪いが、さほどさきは長くない。陛下がお隠れになったのちに、そこではじめて王后陛下も病やまいを得られて陛下のあとを追われたとその死を公表することにし、寒月にはしばらくのあいだ、星辰としての力を使うてもらうことにしたのよ」

　ふう、と疲つかれたように、貴妃はため息をついた。そして、ちらりと露露を見やる。

「こういえば満足か、柳内人？」

「──！」

　露露の理解の範はん疇ちゆうを超えていた。

（こういえば満足か、柳内人？）

　それではまるで、露露の告発のすべてが自己満足に端たんを発しているといわれたようなものだ。

　目を白黒させて混乱する露露に、

「柳内人」

　と呼びかける声があった。貴妃の足元に控えた高姱人が、表情のない目で露露を見あげていた。

　──高姱人……？

「蓮花正妃の死を隠してほしいと、炎貴妃さまにお願いしたのはわたくしです。彼女の死の真実をつまびらかにすることが必ずしもよいこととは思えなかったからです」

「……どういう、ことですか？」

　答えながら、遠くのほうでばたばたと複数の足音が聞こえてくるのがわかった。ひょっとして、と露露はぞっとする。蓮順か。蓮順だ。蓮順と寒月だ。衝立の向こうから、なじみのある白びやく檀だんと麝香の匂いが風に流れて届く。

　露露は高姱人に手を伸ばす。先を言うな、と静止を呼びかける。

　だが、姱人は気づかなかった──否いな、気づいたうえで、聞かせるつもりだったのだろう。露露を飛び越し、出入り口へ視線を向けて言い放つ。

「蓮花正妃は言っておりました。愛と恋とは違うのだと」

　露露はそれを追い、衝立の脇に差した影を絶望して見つめる。




「──陛下以外の男に恋したがために、蓮花正妃、いや才蓮順という女は自害をしたのです」




「……それは、まことか？」

　苦く渋じゆうに顔を背そむける寒月の前に立ち、蓮順という母の名を名乗っていた少年・志龍が顔を青ざめさせていた。
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「──蓮れん順じゆん!!」

　咄とつ嗟さになじんだ名まえを叫ぶが、少年は露ろ露ろを省かえりみなかった。

　高姱か人じんがそうしたように、露露を飛び越え向こうに控える姱人を、眦まなじりを決してにらんでいる。頰は常になく紅こう潮ちようし、手が震えている。王子らしい正装をしていたが、内人見習いの制服のときよりも、ずいぶん頼たよりなく思えた。

　押し留めようとする寒かん月げつの手を払い、止めようとする露露を押しのけ、志し龍りゆう王子はつかつかと姱人に詰め寄る。

「それはまことか、高姱人！　母が、母上が、陛下以外の男に恋したがゆえに自害したとは、ほんとうか!?」

　パシリ、と志龍王子の気を引くように扇を鳴らし、炎えん貴き妃ひが寒月に問う。

「……寒月、どうして殿下を連れてきた？」

　寒月はすぐさま指を組み、顔の前でそれを掲かかげると、膝ひざをつく。跪き礼れいだが、敬礼だ。さすがに返り血を浴びていたせいか服装はあらためられていたが、武官姿の彼は、蓮れん花か正せい妃ひになりすましているときとは違い、ちゃんと青年に見えるから不ふ思し議ぎだ。

　露露の目の前で、寒月は謝しや罪ざいする。

「申し訳ありません、麗れい娜な──いえ、炎貴妃さま。これ以上隠し通すことはできないと判断し、お連れいたしました」

「……隠し通すことができぬのは、志龍殿下にではなく、そなたの幼馴染みに、であろう？」

「御意にございます」

　揶や揄ゆするような言葉にも、彼はその美しさを揺ゆるがすことはない。

　一方で志龍王子は、少女の声といっても違和感のない高い声をあげて、口を開かない高姱人を飛び越え、炎貴妃に答えを要求する。

「炎貴妃！」
















「いずれ南陽王国を統すべる高貴なおかたが、そのように犬のようにわめくものではありませぬ」

「答えろといっておるのだ、炎貴妃!!」

　パシリ、と扇が音を立てて閉じられ、そこではじめて肘掛から炎貴妃は上じよう肢しを起こした。肉にく食しよく獣じゆうを思わせる力強い瞳で次期国王をねめつけ、

「──問うくらいゆえ、お聞きになっていらっしゃったのではありませぬか。答えは、応、でございますよ。あなたさまのお母上は、国王陛下以外の男に懸け想そうして、その叶かなわぬ想いに疲れ果て自害をなさった！　これでご満足か!!」

「……な、」

「炎貴妃さま、お言葉をお選びくださいませ」

　貴妃の迫はく力りよくとその内容に志龍王子は言葉を失う。すかさず寒月が咎とがめるが、貴妃は不敵に微笑むだけだ。

「言葉を選んだところで、いうことは同じよ、寒月。蓮順姐姐おねえさまは、幼い頃よりともに育った幼馴染みの男に、生しよう涯がいただ一度の恋をしておった」

「恋」

　それはあまりにも場違いな単語だった。聞き間違えたのでは、と思った露露が繰り返すと、高姱人がそのあとを引き継いだ。炎貴妃に話させることではないからというよりも、蓮花正妃が彼女の友だったからだろう。

「恋が、どれほど罪深いものであるのか、柳りゆう内ない人じん、あなたにはわかりませんか？」

　わからない。わかるはずがない。露露は怯おびえたように首を振った。

「……わかりません！　あたしは恋が罪深いなんて、そんなこと、思ったことないです！　あたしにとって、誰かを強く想う気持ちはつらい毎日を耐えるための希望です。罪なんかじゃない！」

「露露」

　寒月に名まえを呼ばれて、露露は高姱人から視線を移す。その一瞬、傷ついた表情の蓮順が見えたような気がしたが、露露の目は寒月の闇やみ色いろの瞳を見つめ返すのにせいいっぱいだ。

「寒月、」

　自分のことは忘れてくれ、なんて馬鹿なことを言うこの幼馴染みに、どうやって自分の気持ちを伝えたらいいのだろう。

　だが、そんな露露の気持ちに反応したのは、高姱人だった。

「……見み栄えっ張り蓮順。あの子にも、あなたのように、恋を希望だと信じる日々があったはずなのに」

「姱人……？」

「あの子は、裕福な商家に生まれたこともあり、贅ぜい沢たくに慣れすぎておりました。ですが、長じてのちに家が傾き、後宮に入るか、それとも援助を申し出てきたもののところに後ご妻さいに入るかという折になり、家に出入りしていた職人の幼馴染みから求婚されたのだと、あの子はずいぶんうれしそうに語って聞かせてくれました。まんざらではなかったのでしょう。でも、自分は以前のように贅沢がしたい、綺麗な服を着て、綺麗な宝石に囲まれて、この世の贅を尽くしたい。そういう気持ちがどうしても捨てられず、後宮に入り、尚しよう儀ぎ内人としてお勤つとめをしておりましたときに、陛下より寵ちよう愛あいを賜たまわったのでございます」

「……ならば、なぜ……。母上は母上の望みどおりの生活を手に入れられたのだろう？　それなのに、なぜ……」

　母親が恋こい焦こがれた挙あげ句く、命を捨てることになった男の存在などどうあっても認みとめたくはないだろう。蓮順が、顔色を紙のように白くして、誰ともなしに問いかける。

　炎貴妃が答えた。

「ひとの心ほどままならぬものはない。それが恋の不思議、よ」

「……なんだと？」

　言葉を継いだのは寒月だった。

「正妃さまは──陛下も殿下も、心より愛しておいででした。おれに、愛するものに囲まれたこの日々がいとおしいと、毎日のようにお聞かせくださっていました」

　だがそれさえも志龍には腹立たしかった。実母の心のありようを、どうして他人から聞かされねばならないのかといった心境なのかもしれない。声を荒らげて寒月に問う。

「ならば、なぜだ！　なぜ、母上は父上以外の男に懸想など……！」




「──恋と、愛とは、違う……？」




　露露の口からこぼれたその言葉に、蓮順が、ふっと視線をよこしてくる。

「なんだ、それは」

　問われても、露露はうまく答えられない。

　すがるように高姱人を見れば、彼女はどこか遠くを眺めやるようにして、志龍に聞かせる。

「正妃さまが、自害する前の日に、わたくしに言った言葉でございます。恋と愛とは違う。国王陛下も、志龍殿下もいとおしい、愛している。でも、生きてまた逢えると思っていなかった幼馴染みをひと目見た瞬間、涙があふれて止まらなかった。目を合わせたかった、声が聞きたかった、その手に触れたかった、抱かれたかった。なぜ、彼の求婚を受け入れなかったのだろう、なぜいま彼のそばに自分はいないのだろうと思ったら、手に、短刀を握っていたと、死のうとしていたのだと、わたくしに泣いてすがりました」

　高姱人は、すっと胸の前まであげた両のてのひらに視線を落とした。そこに蓮花正妃がすがったのだろう。それを、強く握りしめる。

「……こういうとき、わたくしにあだ名されたカタブツという言葉の意味を痛感いたします。怡い静せいであれば、もっとうまくなだめられたでしょうに……」

　高姱人は自分自身を嘲ちよう笑しようする。

「わたくしを信じてすがってきた正妃さまに、それは幼馴染みをひさしぶりに垣かい間ま見みたからそう思っただけのことで、実際に会って話をしていれば幻げん滅めつしていただろうと取り合わなかった。志龍殿下のお顔をご覧になって、心を落ちつかせなさいと、なだめて部屋に帰しました。そのときの、あの子の顔……。結局あの子は首をくくった。わたくしは、あの子の気持ちをかけらも理解してなかったのです」

　目尻に涙を浮かべて、顔を苦しみにゆがませる高姱人は、間違いなくそれを後こう悔かいしていた。

　そして、

「正妃さまのことをかけらも理解しておらなんだのは、わらわとて同じ。階級の上下から蓮順姐姐おねえさま、麗娜妹妹いもうとと呼び合う仲であっても、わらわのほうが年長。なにやら悩なやんでおると気づいたときに言葉のひとつでもかけてやっておれば、井秀しゆう智ちに死んでくれという必要も、十三歳の子どもに三十を過ぎた女になりすませなどと命じずにすんだものを……」

　そうまでして守られた後宮の最大の禁きん忌き──正妃の自害は、露露には到底理解できないものだった。

　──ずるい……。

　そうとしか思えなかった。

　自分から手放したものをあとで悔くいたとしても、手放したことで得たものに対する責任はもう生じているのだ。それなのに手放したものがもう一度欲しくなったからといって、得たものに対して、どうしてこんな仕打ちができるのだろう。

　親友から表情を奪うばい、姉妹のように接した相手の友の命を奪い、我が子のようにいつくしんだ少年の少年としての生を奪い、わが子の母を慕したう純粋な気持ちを傷つけて。

「……ずるい、」

　気がつくと、露露は泣いていた。

「蓮花正妃さまは、ずるい。自分は思うまま生きてそれでよかったかもしれないけど、蓮順──志龍殿下はどうなるの？　寒月だって、戴姱人と高姱人だって、炎貴妃さまも井姱人もどうなるの？　恋と愛は違う？　そんなの勝手よ、理由にならない。生きてるこっちにばかり後悔を残す理由になんか絶対にならない!!」

　言いながら、露露の脳裏を過よぎるのは、寒月の死を調査誌のなかに見つけたときの重い、重い衝撃だった。あんなに悔しくて、悲しくて、つらくて苦しい思いを彼女たちはずっと背負ってきたのだ。

「露露……」

　寒月がそばにやってきて、露露の体を抱き寄せる。それに抵てい抗こうなく抱かれたとき、鼻先を掠かすめたのは、

　──白びやく檀だんだ。

　その高こう潔けつな香りがいっそう悲しみを募つのらせて、寒月の胸の中で露露は嗚お咽えつをこらえることができなかった。

　やがて、

「柳内人、いい加減泣きやみなさい」

　そう高姱人にたしなめられ、露露は顔をあげる。

「みな、もう、そこは乗り越えているのですから」

　目が合った高姱人はほんの少し寂しげに微笑んで、志龍に向き合うように膝をつくと、上じよう肢しをゆっくりと石畳の床に伏せ、伏ふく礼れい──最敬礼を取った。

「……四年ものあいだ、殿下を謀たばかり、陛下を欺あざむき、国民に正妃の死を隠していたこと、お詫び申しあげます。いかなる罰をもお受けする所存でございますれば、どうか、この楊よう寒月には寛大なお慈じ悲ひを賜りますよう」

「高姱人！　おれは自分の意思で蓮順さまの身代わりになることを受け入れたのです。あなたが罰を受けるなら、おれも……」

　受けます、驚いた寒月がそう言葉を続けようとしたときだった。

「──高姱人、ひとつ、聞きたい」

　うつむき、周囲の誰からも表情を隠してしまった蓮順が、ぽつりと、高姱人に問うた。

　高姱人は伏礼したまま応じた。

「なんでございましょう」

「あなたもやはり、恋と愛とは違うと思うか？」

「御意にございます」

「では、母上がその男に恋したように、あなたにもそんな相手がいたのだろうか？」

「……御意にございます」

　うん、と蓮順が小さく頷いたようだった。

　そのあと、す、と顔をあげた蓮順の、まだあどけなさの残る少年の面おも差ざしに為い政せい者しやとしての表情が仄ほの見みえて、露露は息を吞む。

　少年は一瞬にしておとなになる。

　露露はさいわいなことに、その瞬間に立ち会ったのだ。

　──王が、生まれた。

「……この件に関しては、予よがすべてを引き受ける。炎貴妃、あなたのことも含めお許し願えるか？」

「お心のままに」

「では、──露露？」

「へ、あ、は、はいっ！」

　ぼんやりと見ていたために、返事がおかしなものになる。

　あきれたような、小馬鹿にしたような光を茶色の双眸にちらりと浮かべて、

「というわけで、予はもう、そなたたちの部屋には戻れぬ。すぐに董とう虎こ嬌きようを解放させるゆえ、よろしく伝えておいてくれ。……予の体の不調の原因を一介の内人見習いが看かん破ぱしたと聞いて、そなたに興味を持ったのだ。さいわい董内人の兄・虎こ振しんは太たい子し府ふの率りつ、ふたりには予のわがままでずいぶん無理をさせてしまった。……露露、ひと月楽しかった。礼を言う」

　そんなふうに頭をさげるものだから、礼を言われた露露のほうが、困ってしまう。

「こ、こちらこそ、いろいろとお見苦しいところを……」

　──溜め込んだ肌はだ着ぎとか、肌着姿での室内徘はい徊かいとか……。

　思い返すのも恥はずかしい幾いく多たの恥はじを謝罪しようとしたら、

「そうだな、ほかはともかく、あの洗せん濯たく物ものの山はどうにかしたほうがよいと思うぞ」

　と、そのまえに真顔で指摘された。

「いや、もう、ほんとに……、おっしゃるとおりです……」

　露露は頭を抱かかえて小さくなった。

　室内に小さく笑い声がこぼれ、こぼした当人は、振り返らずに部屋を出て行った。
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　その日も、真夜中に目が覚さめた。

　──あ……。

　寝台のそばの明かり採りから入り込んでくる月の光があまりにもまばゆくて、それで目を覚ましたらしい。目め隠かくしの覆おおいをその窓にかけ忘れていたようだ。

「……蓮れん順じゆんの仕事だったもんね」

　次期国王としてしなければならないことが山積みなのだろう。あの日からもうすぐ一週間になろうとするが、露ろ露ろは一度として志し龍りゆう王子の姿を見ていない。

　ときどき、虎こ嬌きようの血の繫つながらない兄だという、色素の薄うすい髪かみの青年・虎こ振しん経由で近況を知らせる手紙が届とどいたり、果物の差し入れがあったりするがそれだけだ。

（仕方のないことかもしれないね）

　身代わりをしてくれたお礼を兼ねて事の顚てん末まつを話していたとき、つい蓮順の後宮への訪問がないことを愚ぐ痴ちった露露を、差し入れの檬果マンゴーをひとかけら口に入れ、虎嬌はたしなめた。

（蓮順──志し龍りゆう殿でん下かのご覧になっていた悪夢は、実は夢なんかではなくて、不幸にして立ち会ってしまっていたご母堂の最期。しかも四年ものあいだ、その死も、死の真相も隠し通されていたんだ。不信感で後宮に立ち寄りたくなくなっても、不義理だなんて言えやしないよ）

　おまけに、と、虎嬌は続ける。

（高こう姱か人じんが病気を理由に後宮をさがることが決まった以外、今回の件がらみで後宮内に動きはない。以前と変わらない日々が続いているのに、殿下が頻ひん繁ぱんに訪れていい訳ないだろう？）

　そうなのだ。志龍王子が「すべてを引き受ける」といってからこちら、いまだに蓮れん花か正せい妃ひの死は公表されていないのだ。

　虎嬌が言ったように、尚しよう宮きゆう姱か人じん・高こう秀しゆう娟けんが後宮退去を願い出たことが唯一の変化で、炎えん貴き妃ひは変わらず後宮に君臨し続けているし、寒月はもうしばらく蓮花正妃になりすますようだ。

　せっかく再会したのに、と寂しく思う気持ちがないわけではないが、彼とは逢おうと思えばいつでも逢えることがわかっただけでもじゅうぶんだ。そう思って目隠しの覆おおいに手をかけたときだった。十年前の出逢いの日のように、風伯かぜのかみがほんの少し悪戯いたずらをしかけたのは。

　──あ！

　風が小窓の扉とびらを叩たたいた拍ひよう子しに、ふわりと笛の音ねを届けてくれたのだ。

　──この曲……。

『惜せき春しゆん』のような悲しい曲ではない。茶摘み歌のような陽気な歌でもない。

（この歌、露露みたいだね）

　そういって幼い頃の寒月が奏かなでた『寒かん中ちゆう之の梅うめ』だった。

　雪が降り積もった一面の銀世界のなかで、突然ひと筋の甘い香りが鼻先をかすめることがある。雪の白さにまぎれてわかりにくいが、梅の花が咲き、春はもうすぐそこまで来ていることを知らせているのだ。

　──確かそんな意味の歌だったはず。

　どこが露露みたいなのか、あのときもいまもさっぱり理解しかねるのだけれど、いまこの曲が聞こえるその意味はわかる。逢いたい、と寒月が露露を呼んでいるのだ。

　寝間着に上着を引っかけ、蓮順が去ったいまも反対側の寝台で熟じゆく睡すいする虎嬌を起こさないように部屋を出る。

　足音を忍しのばせて、宮きゆう正せいたちにばれないように音色を辿たどれば、あの夜の場所に、あの夜のように欄らん干かんに腰こし掛けて、寒月が笛を吹いていた。

「……」

　気け配はいを察したのか、露露が声をかけるまえに演えん奏そうが止んだ。笛を襟えりのあわせにしまい、欄干を降りて、優しく笑う。

「……あたしの曲でしょう？」

「きみの曲だ。──おいで」

　呼び寄せられ、駆け寄ると、前回よりも優しく抱きしめられる。

　蓮花正妃を演じ続けるために、今日も荷か葉ようを纏まとっていたのだろう。夏の夜にふさわしいすっきりとした上品な香りがその服からして、露露は安心して鼻をこすりつける。

「……犬みたいだ」

　寒月の匂いで肺はいを埋め尽くしそのまま窒ちつ息そく死ししてしまいたいくらい、露露は寒月に飢うえていたのだ。伊だ達てに八年も我慢していたわけではない。

　しがみついて離はなれない露露に「もう逃にげないから」と囁ささやきかけて、寒月は解放を請こう。仕方なく腕うでを放すと、そのまま欄干の上に抱きあげられ、座すわらされた。

　立っている寒月と目線が同じ高さになり、真正面からその綺き麗れいな顔を見ることになって、露露はなぜだか胸が苦しくなる。気のせいだろうか、心臓の音が妙に速くなっているようだ。それが苦しくて目線をそらしたいのに、寒月の闇やみ色いろの瞳ひとみは、露露の目を捉とらえて離さない。

「あ、あの、ね、寒月……？」

　見つめられ続けることに慣れなくて、せめてなにか会話でもと口を開くと、「し」と細い指で口元をふさがれる。

「──っっ!?」

　背中がむずがゆくなるような仕草。彼が蓮花正妃になりすましているときにもされたけれど、あのときとは微び妙みように意味合いが違うような気がする。

　わけがわからなくて、寒月の意い図とが摑つかめなくて、硬こう直ちよくしたように身動きの取れない露露に、寒月が静かに言う。

「……おれは自分が星せい辰しんという生まれなのがわかったとき、初恋の小さな女の子との約束を守れないと思って、生まれてはじめて絶望した」

「寒月……なんで……？」

　動どう揺ようは体たい臭しゆうだけでなく、声にもあらわれていた。不思議そうに尋たずねる露露に、寒月は闇色の目を少しだけ驚きに見開き、ついで小さく哂わらった。

「なんで、って……」

　まるで、自分自身を忌いみ嫌っているかのように。

「男にも、女にもなれるなんて。おれは、おれが望んだわけでもないのに星辰という化物に生まれついて、そのせいで、親に捨てられた」

　闇色の瞳の淵ふちに、かすかに泉が生まれているのがわかる。

　露露の一いち途ずさを哀あわれんでいるのだろうか、それとも自身のことを悲しんでいるのだろうか。話してもらわなければ、その本心などわからない。

　けれど、浮かべていた嘲ちよう笑しようが、いつのまにか微笑に変わっていたのに、露露は気づいた。

「……正妃さまのおそばに仕つかえるようになって、正直ほっとした。露露が知っているおれは男としての寒月だ。おれが星辰であることがきみにばれて嫌われるくらいなら、このまま思い出のまま終わらせたほうがいいって思ったんだ。そうすればきみは、迎むかえに来ないおれのことなんか忘れて、あの村で誰かといっしょになるはず。それがおれじゃないのは悔くやしいけれど、後宮にいさえすれば、知らない男と並んで歩く露露を見なくてすむし」

「……」

（だから、もし、寒月が星辰ってやつで、そのせいであたしを避さけてるというんなら、ばかにするな、ってひっぱたく！）

　星辰のことをはじめて聞いたとき、露露はそう宣言した。けれど、手どころか声さえもでなかった。

　それだけではない。

「なのに、村にいるはずの露露がなぜか後こう宮きゆうにいて、内ない侍じ省しようの官かん吏りとやり合ってるだろう？　他人の空似だと思ってやり過ごすには露露があの頃のまますぎた。正妃さまになりすましているってのに、思わず……」

　そんなふうに照れくさそうに言うものだから、

　──どうしよう……。

　硬直が解けて、頰ほおが知らずにゆるんでしまう。動揺が収まって、胸がじわじわとあたたかくなってしまう。

　意識しないままに伸びた両手で寒月の頰を軽く捉え、つ、と唇くちびるを寄せる──眦まなじりに。

「──！」

　唇を濡ぬらした寒月の涙は少ししょっぱくて、露露にかわって頰を染め動揺する寒月がかわいくて。

　──いとしくなってしまう。

　露露は、寒月の頰に手をあてたまま、こつり、と額をぶつける。至近距きよ離りで、夜より深いその黒い双そう眸ぼうに微笑ほほえみかける。

「大好きよ、寒月。あのときも、いまも。これからなにがあったって、あんたを嫌いになることは絶対にないわ。だから、安心して？」

　寒月の腕が、応じるように、露露の背に回された。

　でも、添えるだけのようなその抱ほう擁ようがじれったくて、露露は手をさらに伸ばし、寒月の頭を抱き寄せる。と、
















「うわっ！」

　弾はずみで欄干から腰がすべり落ち、気がつくと露露の小さな体は寒月の腕にすっぽりと収まっていた。

「……あんなふうに引っ張ったら落ちるだろう！」

　焦あせったような寒月の声。けれど彼は、露露の体をふたたび欄干の上に乗せようとはしなかった。そのまま横抱きにして、怒ったように睨にらみつけてくる。

　しかし、こんなふうに抱きあげられていると、彼の胸元にある笛が、腕にあたって痛い。

　だから露露はそれを引っ張り出し、寒月の鼻先に笛をぴたりと突きつけた。

「星辰は、伴はん侶りよを得たら性別が安定するって聞いたわ。結局、寒月が、あたしを約束どおりお嫁よめさんにすればいいだけの話じゃない？　五年後には家族全員の借金を完済して、あたしも後宮を出るわ。そのときこそ寒月から迎えにくるのよ。どう？　悪い話じゃないでしょう？」

「……五年か。長いな……」

　瞠どう目もくしたまま露露の提案を聞いていた寒月が、苦笑いを浮かべてそういった。

　露露はぷくっ、と頰をふくらませた。

「あたしは五年以上待ちましたけど？」

　待たされただけではない。死んだと聞かされたし、忘れてくれともいわれた。命を助けられたし、抱きしめられもした。そのたびごとに一いつ喜き一いち憂ゆうさせられたことをいかに聞かせてくれようかと口を開いたら、先に寒月が困った顔をする。

「露露を五年待つのはたいしたことじゃない。五年、後宮に入れておくのが長いんだ」

「……なんですと？」

　理解しかねて首を傾かしげると、今度は寒月から額ひたいに額をぶつけられた。

　唇と唇が重なりそうなほどの近さで瞳を覗のぞきつつ、寒月は懇こん願がんする。

「そのままどうかおれだけを見ていてくれないか？　露露が気づいた途端に強敵になりそうな存在がふたりもいて、正直たまらない」

「……強敵？　ふたり？」

　なにをおかしなことを言っているのだろう。

　その願いは、小さな頃から大切に育んできた寒月への気持ちを疑われたようで、気分が良くない。それでもいちおう頷うなずいてやれば、

「──ありがとう」

　花梅の丘で出会った頃のままの笑顔がそこにはあって、露露はしばし呼吸を忘れた。
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あとがきは巻末にあり！






　学生の頃、藤田あつ子先生の「煌如星シリーズ」にハマり、若くして科挙に合格した天才少年と、その妻兼護衛が事件に巻き込まれるというお話を書こうとしたことがあります。




　……そのときにさー、チャイナものの怖さを思い知ったはずなのにさー……（泣）。




　わたしには「学習能力」というものが備わっていないことを、失念しておりました。いやもう、何度頭のなかで、「小説書くのやめますか、ついでに人間やめますか」という囁きが聞こえたことか！

　そんなわたしを見捨てずここまで連れてきてくださった担当さま、

　プロとはどういうことか行動でお教えくださった雲屋ゆきおさま、

　そのほか、高丘しずるという人間に迷惑をかけられた心当たりのあるみなさま、

　ほんとうに申し訳ありませんでした。そしてありがとうございました。

　最後にこの作品が、雲屋さまの神がかった表紙に興味を引かれたみなさまと、前作から約一年待っていてくださった読者のみなさまの、秋の夜長のよき友となればこれに勝る幸いはございません。
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香についての知識がまるでない状態のときに書いた一稿で、恐ろしい台詞がありました。

「あなたの村はたいへん上質な麝香の木が取れるんですってね」




そんなわたしが唯一楽しめる匂いは柑橘系。

やっぱり、幼い頃から慣れ親しんだものが、いちばん合うんでしょうね。
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あまり香水などは詳しくないのですが、最近出会って気に入っている香りは（ロクシタンの）ジャスミン・オードトワレです。甘すぎず爽やか、そしてちゃんと茉莉花の香りが広がる、心地良い気分にさせてくれるオードトワレです。

あとはハイビスカスとマンゴーの石鹼の、トロピカルに甘い香りとか！　使わずしっかり包んで、香り逃げないようにしてます。（笑）。
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